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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ




　一筋の光もない、真の闇やみであった。

　どれほどの広さがあるのか、どれほどの深さがあるのか。

　果てしない虚きよ無むの世界。

　命の息吹いぶきも営いとなみも許されることはなかったろう。時間ときの流れさえ存在しないのかもしれない。それほどの深い闇。

　その闇の世界に集つどう者があった。微かすかな衣きぬ擦ずれの音。それは刻々と数を増していく。

　目を閉じても開いても、瞳ひとみに映るのは一面に黒く塗ぬりつぶされた世界だけだというのに、その者たちは迷いもなく、ある一点を目指している。

　衣擦れの音が止やんだ。一いつ瞬しゆん静まりかえった闇に、低く、昏くらい声が響ひびいた。

　──我が盟主、曙あけぼのの御み子こよ。

　声は、僅わずかにこだまし、闇に吸い込まれた。

　──明けの明みよう星じよう、曙の御子。

　別の声が呼んだ。次々と呼ぶ声は、数百、いや数千に及およんだ。

　──遂ついに見つけましたぞ。この闇の扉とびらを開く魂たましいを。

　──我らを解き放つ者の魂を。

　──我らを再び地上に。

　ふと、闇を切り裂さくように、暗黒の空間に光が点ともった。光は人の姿をしていた。髪かみも肌はだも、その瞳さえも美しく透とう明めいに輝かがやく光。そして、背には燃える星のような十二枚の翼つばさ。

　かつて、創造主に最も愛された者。その美しさは、永えい劫ごうとも言える時間ときを超こえた今も、全く褪あせてはいなかった。

　──いまさら、この闇から放たれたいなどと思っていない。

　美しい唇くちびるから、凜りんと響く、それでいて哀かなしい声がこぼれた。

　──何を仰おつしやる。御子様ともあろうお方が。あなた様が望めば、人間界はおろか、天界をもその手に収めることができましょうほどに。

　──この闇の扉の鍵かぎとなる女。あの女の魂さえ手に入れば、我らの願いは叶かないまする。

　御子は、薄うすく笑った。

　──人の世界も、故郷も、どうでもいい。だが……。

　夜明けに昇のぼる星のような瞳が、闇の彼方かなたを見つめた。淋さびしい瞳だった。

　──そうだな…………逢あえるものなら……。

　彼は、闇を透すかして、一人の女の姿を思い浮うかべていた。

　──…………もう一度、逢いたい………………。







　１　黒髪の修道女




　鉛なまり色いろの厚い雲が空を覆おおっていた。雲の陰いん影えいに、時折稲いな妻ずまが閃ひらめく。

　粒つぶの粗あらい雨が落ちてきた。陽ひのある時でさえ暗い森は黒い雲と雨のせいで灰色にけぶった。

　薄闇に沈しずむ森の下草の中に、身を潜ひそめる獣けものがいた。

　体たい軀くは狼おおかみに似ていた。全身の体毛は黒く、目だけが血のように赤かった。

　しかし、ただの狼ではない証しよう拠こに、獣の背には蝙蝠こうもりのような黒い翼が付いていた。

　獣の赤い瞳は、目の前の豪ごう壮そうな館やかたの玄げん関かんを凝ぎよう視ししていた。獣は獲え物ものが出てくるのを待っているのである。

　どしゃぶりの中、長い時間、獣は身動き一つせずにじっと館の扉を睨ねめていたが、ふと赤い目を細めた。扉が開いたのだ。

　中から、一人の若い修道女が現れた。獣の口から、歓かん喜きのうなり声が漏もれる。

　くせのない豊かな黒髪が腰こしまで垂れていた。凜り々りしいほどに鮮あざやかな光を放つ黄金の瞳。熟うれた果実のように艶つややかな赤い唇。美しい女だったが、獣は彼女の美しさよりも、滑なめらかな白磁の肌の下を流れる血にそそられていた。

　続いて扉の中からもう一人、白いマントを羽織った若い男が現れたが、獣はすでに藪やぶの中から飛び出していた。

　修道女は、自分に向けられる鋭するどい殺気に顔を上げた。わずかに驚おどろいて目を見開く。彼女は、修道服のスカートに開けられた飾かざり切り込みに手を伸のばし、腿ももに巻かれたガーターベルトから細身の短たん剣けんを抜ぬいた。

　大きく開かれた獣の顎あごが、女の眼前に迫せまっていた。

　修道女は軽く身を沈めると、手にした短剣を下から上へと切り上げた。獣は黒い翼をはためかせ、飛びすさって短剣の切っ先から逃のがれた。そのまま宙に停止し、女と対たい峙じする。

「ストリゴイ？　夜行性じゃなかったっけ。何でこんな昼間っから登場するわけ？」

　修道女の後ろで、白いマントの男が茫ぼう洋ようとした声で尋たずねた。

　緩ゆるいウェーブのかかった輝く銀の髪、切れ長の瞳は髪と同じ薄はく氷ひようの色をしていた。細く通った鼻筋と形の良い薄い唇は、熟練した彫ちよう刻こく家かが丹たん誠せい込めて彫ほり上げた彫像のようであった。

　獣は、口こう吻ふんをまくり上げ威い嚇かくした。獣には彼の透き通るほど白い肌の下に、血が通っていないことがわかる。

「私に聞かないでよ。人外のモノなんだから、あなたの方が詳くわしいでしょ」

　獣から目をそらさず、短剣を構えたまま女は応こたえた。

「ひどいなあ。俺をあんな吸血獣と一いつ緒しよにするなよ」

　男は腰に佩はいた長剣をすらりと抜いた。

　獣は毛を逆立てた。のんびりとした男の動作とは裏腹に、抜かれた剣からは信じられないほどの闘とう気きが立ち昇っている。

　しかし、獣はひるまなかった。獣は飢うえていた。女の白い喉のどに牙きばを突つき立て、思う存分血をすすり上げたいという思いだけが心を占しめていた。

　獣は雨に濡ぬれた翼を羽ばたいた。女に向かって一直線に宙を翔かける。

「どいてろ」

　男がすっと女の前に出た。

　突き出された長剣が獣の鼻先をかすめた。獣は身をひるがえし、そのまま反転して狙ねらい定めた女へと急降下する。

　男の長剣が獣の行く手を阻はばんだ。二手、三手の斬ざん撃げきが獣の体を切り裂き、雨に血しぶきが混じった。獣は後退すると宙で停止した。

「さすが不死身のストリゴイ」

　男は雨に打たれて飛ひ沫まつを上げる獣を見上げた。獣の傷が見る見るうちに塞ふさがっていく。

　突とつ然ぜん、暗雲に閃せん光こうがほとばしった。ガラガラと天が鳴動する。

「わっ」

　稲妻に目を焼かれた男は、思わず腕うでで顔を覆った。その隙すきを獣は見み逃のがさなかった。女めがけて宙を奔はしる。鋭い牙を剝むき出して向かってくる獣を、女は表情も変えずに正視する。

　目にも留まらぬ速さで短剣が閃ひらめいた。

　ガキッ！

　短く鈍にぶい音がした。女は獣に短剣の刃はを嚙かませていた。憎にく々にくしげに自分を睨む獣に向かって、女は唇の端はしをつり上げて薄く笑う。

　女は足を跳はね上げた。修道服の裾すそから伸びた白い足が獣の腹に食い込んだ。獣が吹ふっ飛ぶ方向とは逆に、嚙ませていた短剣を引く。

　ギャン！

　獣の口が裂けた。女は一歩踏ふみ出し、獣が体勢を整える前にその喉に短剣を突き立てる。女は獣の首を落とそうと、短剣をひねり上げた。獣は短剣の動きに逆らわずに、宙を舞まった。力の行き所を失った短剣は、獣の喉から抜けた。

　女はなおも踏み出し、短剣を横に薙なぐ。刃は獣の鼻はな面づらを削そいだが、その傷も瞬またたく間まに消えてしまう。

「しぶといわね」

　獣の、女の血に対する執しゆう着ちやくは一向に衰おとろえなかった。いくら鼻を削がれようが喉を裂かれようが、執しつ拗ように牙を剝いて女に向かっていく。

「いい加減に……」

　突然、獣の体が腹の辺りで二分した。男の長剣が振ふり下ろされていた。前半分と後ろ半分に分かれた獣の体から噴ふん水すいのように血が飛び散る。

　女は掌てのひらを獣に向け早口で呪しゆを唱えた。

「汝なんじの使い手にして汝の下僕たる我は汝を召しよう喚かんする。汝、水と火と風と地による者よ。すべての聖なる者よ。出いでて悪あしき獣を縛ばくせよ！」

　女の赤い唇から放たれた呪は、森に降り注ぐ雨音を凌りよう駕がして辺りに響き渡わたった。

　突とつ如じよとして四方から虹にじ色いろの光が現れ、獣を取り囲むように迫る。だが、傷が塞がると同時に、獣は光の帯の間を縫ぬって縛ばく呪じゆから逃れた。

　しかし、いかに獣が不死身であろうと、失った血の量が多すぎた。女の血に未練を残しながらも、獣はくるりと向きを変えた。新たな生け贄にえを求め、黒く濡れそぼつ樹き々ぎの向こうに見える村へと飛び去って行く。

「逃にげるわ！」

　女は叫さけんだ。化け物に村を襲おそわせるわけにはいかない。

「わかってるって」

　バサリとマントがひるがえった。その背に、一対ついの大きな翼が現れた。

　照らす陽も月もない暗雲の下にあって、その翼は自らの放つ光で白銀に輝かがやいていた。

　しかし、右の翼は折れ奇き妙みような方向にねじ曲がっている。癒いえぬ翼の痛みにやや顔をしかめながらも、男は獣を追って飛び立った。

　雲間に稲妻が光り、雷らい鳴めいが轟とどろく。

「……っつ」

　男は口の中で小さな悲鳴を上げた。雷鳴が、痛みを伴ともなって遥はるか過去の記き憶おくを蘇よみがえらせる。

「今度登場するときは、天気のいい日にしてくれ」

　愚ぐ痴ちをこぼしつつも、間もなく男は獣を追い抜き、獣の行く手に立ちはだかった。獣は怒いかりの咆ほう吼こうを上げた。瞳ひとみから凶きよう暴ぼうな赤しやつ光こうを放ち、獣は男に向かって奔った。

　男の長剣が閃き、刃が獣の顎へ吸い込まれた。雷光が天を焦こがした。

　バリッ！

　耳をつんざく轟きと同時に、男と獣の姿が、白い稲妻に包まれた。

「だから、雷かみなりの鳴ってる時に剣を使うの、やなんだよな」

　雷光に焼かれた視界に、ようやく雨にけぶる森の景色が戻もどった男はため息をついた。

　片手に提さげた長剣の刃は、黒く焼け焦げた獣の顎から背を刺さし貫つらぬいていた。

「無事だったのね」

　舞い降おりてきた男に、修道女は笑えみかける。

　男は憮ぶ然ぜんとした表情で獣から剣を抜くと、獣の骸むくろを女の前に置いた。

　女は膝ひざをつき、小さく呪を唱えながら短剣で獣の首を落とした。続いて懐ふところから細い白木の杭くいを取り出すと獣の心臓に打ち込む。

　更さらに女が呪を唱えると、濡れた土に穴が開いていく。目に見えぬ何かが土を掘ほっているかのようだった。

　女は、獣の首と体とを別々に葬ほうむった。不死身の獣を永遠に封ふうじる唯ゆい一いつの方法だった。

「さ、お待たせ。治ち療りようしましょ」

　女は男に言った。

　雷の直ちよく撃げきを受けた男は、焼け焦げてはいなかったものの、白い肌はだは文字通り透すき通って、向こう側の景色が見えていた。

「いや……大だい丈じよう夫ぶだ。急ぎの仕事があるだろ。客も一人来るはずだし……」

　見え透いた強がりもそこまでだった。男の体がぐらりと揺ゆれた。







　先ほどまで降り続いていた雨が上がり、雲間から注ぐ明るい初夏の陽光が、ナゴルト川の川面かわもをキラキラと輝かせる。

　神聖ローマ帝てい国こくマイセン辺へん境きよう伯はく領カルフ──

　そのカルフ村の田舎いなか道を、一台の豪ごう奢しやなしつらえの馬車がガタゴトと車輪を軋きしませながら進んでいた。馬車は、ニコラウス橋を渡り、モミの森に入って行った。

　森は果てしなく深く、遠くライン川まで続くという。遠くから見ると緑というより黒に近いため、この森は「黒シユヴアいルツヴ森アルト」と呼ばれる。

　馬車の中から、優ゆう雅がな縁ふち飾かざりの肌シユ着ミーズに、金糸の織り込まれた胴プール・衣ポアンに身を包んだ、一目で貴族の御おん曹ぞう司しとわかる少年が、所在なげに外を眺ながめている。ふわふわの金髪に薄うす青あおの瞳、気品に満ちた細い鼻筋。薔ば薇ら色いろの頰ほおと小さな唇くちびるにはまだ幼さが残っていたが、わずかに寄せられた端たん整せいな眉まゆは大人の男らしさが漂ただよい始めていた。

　彼の目は、モミの枝の間を飛び回るいくつもの小さな妖よう霊れいを追っていた。姿は人に似ているが、親指ほどの大きさしかない。手足が長く、耳が尖とがっている。蝶ちようのような羽は透き通っていて、ブンブンとかしましい音を立てて飛んでいる。邪じや悪あくなモノではなさそうだが、その数の多さに少年は思わず鳥肌を立てた。

　少年は、馬車の窓から御ぎよ者しやに声をかけた。

「ねえ、おばあさん」

「私のことは、ヨハンナとお呼びくだされ。シオン様」

　手た綱づなを握にぎっているのは、フード付きの表衣コツトを羽織った老ろう婆ばである。彼女は曲がった腰こしを更さらにかがめて少年の方を振り返った。

「ヨハンナさん。この辺りはこんなに妖霊が多いの？」

「ほう、妖霊がたくさんおりますか」

　ホッホッホと渋しぶ紙がみをもんだようなしわくちゃの顔に更にしわを深めて老婆は笑った。

「申し訳ございませぬなあ。私はごくごく普ふ通つうの人間ですゆえ、妖霊などは全く視みえませぬ」

　絵に描かいたような魔ま法ほう使つかいのおばあさんのなりをして老婆は飄ひよう々ひようと答える。

「たとえ視えたとしても、そのようなこと口が裂さけても申せませぬ。ばばとて命は惜おしゅうございますからのう」

「…………そうだよね。視えても視えないふりをしていれば、よかったんだよね」

　シオンはどっかりとシートに背をもたせかけ、独り言のようにつぶやいた。

「そうすれば、家を出る必要もなかったんだよね……」

　シオンは生まれつき普通の人には見えないモノが視えた。妖霊、すなわち魔物や精霊、生き霊りよう、死霊の類たぐいである。そのせいで、実の兄きよう姉だいにまで不気味がられ、使用人から恐おそれられ、唯一優やさしかった両親とも離はなれてはるばるカルフまでやって来るはめになったのである。

　やがて、馬車は切り開かれた森の中にひっそりと建つ館の前に停とまった。

「着きましたよ」

　シオンは、馬車を降り立ち、自分がこれから暮らすことになる豪ごう壮そうな館に目をやる。

　堅けん牢ろうでありながらも贅ぜいを尽つくしたその館は、小さめの城と言っていいかもしれなかった。沈しずんだ赤レンガの壁かべ、濃こい茶色の尖せん塔とう、窓まど枠わくには、細かい細工が施ほどこされ、侯こう爵しやく家けの離り宮きゆうにふさわしい贅ぜい沢たくなつくりである。

「荷物はこれだけでしたかな」

　ヨハンナに声をかけられ、振り返った途と端たん、

「わ────っっっ！」

　シオンは叫び声を上げ、ドスンと尻しり餅もちをついた。

　目の前に一匹ぴきの大形の妖霊が宙に浮いて、ぎょろりと目を剝むいている。妖霊は、唇のない大きな裂け目のような口を開けて、ニタッとシオンに向かって笑いかけた。

「あ、あ、あっち行って！」

　腰が抜ぬけたシオンは座り込んだまま後ずさった。

「どうなされました。ガーゴイルでも現れましたかな」

　老婆は、片手でパタパタと手を振った。妖霊がニタニタしながら飛び去っていく。

「そんなに騒さわぐから妖霊どもにいいようにからかわれるのでございますよ」

　ヨハンナは、シオンの重たい旅行鞄かばんを軽々と持ち上げ、すたすたと玄げん関かんに向かう。

「やっぱり……視えてるんじゃないの？」

　シオンは、上うわ目め遣づかいでヨハンナを見やった。

「妖霊なんてものは、そこいら中にいるのでございます。普通の人間には視えませぬゆえ、何事も起こらぬのでございます。こちらが騒げば騒ぐほど、あやつらは調子に乗って悪さをするのでございますよ」

「……わかってるけど……怖こわいものは怖い……」

「そのようなことだから、あらぬ噂うわさを立てられたりするのでございます」

「……うん、……わかってる」

　シオンは立ち上がり、しょんぼりと肩かたを落として老婆のあとに付いていった。

　十六世紀初頭──

　ヨーロッパ全土に魔女狩がりの嵐あらしが吹ふき荒あれていた。

　人々は、隣となりの牛が死産だっただけで呪のろいだ妖術だと騒ぎ立て、妖術師すなわち魔法使いや魔女ではないかと疑われた者は、即そつ刻こく、異端審しん問もんつまり宗教裁判にかけられたのである。無罪判決が下ることは少なく、被ひ疑ぎ者しやは有罪の証しよう拠こが見つかるまで拷ごう問もんを受け、火か刑けいに処せられた。

　妖霊が視えるなど、口が裂けても言えないという老婆の言葉にはそのようなわけがあった。

　しかし、シオンは超ちようがつく臆おく病びようだった。妖霊が現れる度たびに騒ぎ立てるため、シオンは悪魔の下僕か、もしくは悪魔憑つきではないかという噂が立ってしまった。彼が異端審問にかけられずに済んだのは彼が貴族の子息だったからにほかならない。

　シオンの父は、ヘッセン方ほう伯はくブラバント家の当主である。ヘッセン伯は、かわいい末すえ息子むすこのために奔ほん走そうした。シオンの妖霊を視る能力を封じることはできないか、または、シオンを妖霊どもの脅おどかしから守ってくれる者はいないかと、ローマにまで足を運んだ。

「あまり公おおやけにしないでいただきたいのですが」

　という前置きがあって、教皇庁異端審問所の審問官が紹しよう介かいしてくれたのが、マイセン候ウェッティン家の息女ファティマである。彼女は女の身でありながら、魂のゼーレ捜索人・ズーヒアという祭司を務める修道女だという。父とファティマの間にどのようなやりとりがあったのかシオンは詳くわしく知らないが、シオンは結局、彼女に弟子でし入りすることになったのである。







「こちらへ」

　ヨハンナに案内されるまま、シオンは館に足を踏ふみ入れた。

　磨みがき上げられた大理石が敷しき詰つめられた広いホールは、しんと静まりかえり、天窓からの明かりが、飾かざられた彫ちよう像ぞうに影を落としている。

「ずいぶんと静かなんだね」

「奉ほう公こう人にんは私しかおりませぬゆえ。ここに住んでいるのはファティマお嬢じよう様と、もうお一人というか一ひと柱はしらというか、三人きりでございます」

「一柱？」

「まあ、お会いになればおわかりになりますでしょう」

　老婆は愉ゆ快かいそうにホッホッホッと笑った。

「しばらくこちらでお待ちくだされ」

　老婆はシオンを客間に案内すると、「お部屋を用意して参ります」とシオンの荷物を持って退出した。

　一人取り残されたシオンは、所在なげにソファに腰こし掛かけ、キョロキョロと部屋を眺め回した。精せい緻ちな彫刻が施された調度類、落ち着いた色調の壁に掛けられた絵画やタペストリーが、主あるじの趣しゆ味みの良さを物語っている。

　しばらくの間、シオンは壁の絵画などを鑑かん賞しようしながら待っていた。しかし、主のファティマは現れず、ヨハンナもなかなか戻ってこない。

　窓の外を眺めやると、大きな薔薇の木が目に入った。雨上がりの濡ぬれた花びらが陽光を受けて美しく輝かがやいている。

　薔薇の木の向こうにわだかまる二つの影を視て、シオンはぞっと鳥肌を立てた。

　一つは狼の首、もう一つは羽の生えた狼の胴どう体たいだった。妖霊ではない。正しくは妖霊だったモノなのだろう。封ふうじられて行き場を失った思念だけが、恨うらみがましくこちらを睨んでいる。

　もちろん、その影が、先ほどここの女主人が封じたストリゴイであることを、シオンは知らない。

「………わわわ」

　シオンは客間から飛び出した。

「だ、誰だれか……ヨハンナさん、ヨハンナさんどこにいるの」

　呼びかけたが返事はない。

　ふと、何かの気配を感じた。耳を澄すます。

（人の声？）

　話し声ではない。うめき声のような、ため息のような、なんとも不可思議な声。男の声のようだった。とにかく人がいることに安心したシオンは声の源をたどった。男のため息とともに、ささやくような女の声も聞こえる。

（この部屋からだ）

　彼は、一つのドアの前に立ち止まり、ノックした。返事はない。失礼は承知の上だが、狼の影が追ってくるような不安に耐たえきれず、シオンはドアを開けた。

「あの……」

　次の瞬しゆん間かん、目に飛び込んできた光景に、シオンは硬こう直ちよくした。

　窓のない部屋なのだろうか、陽ひの光はなく、床ゆかに同心円状に置かれた数本のロウソクが、炎ほのおを揺ゆらめかせてその光景を映し出していた。

　床には五線星の魔法円が描かれていた。周囲に拳こぶしほどの大きさの光の玉が、光の粉をまき散らしながらいくつも舞まっている。

　魔法円の中心に、黒衣の女が、仰あお向むけに横たわる天使の胸に顔を埋うずめていた。女の長い黒髪が彼の透すき通る白い肌に散っている。

　ため息混じりの声は、その天使の口から漏もれていた。

　なぜ天使がこのような場所に降臨しているのか、そしてこの行こう為いの意味は何なのか、訝いぶかるよりも先に、シオンは天使の妖あやしい美しさに見とれた。

　ロウソクの炎に照り返る銀の髪。わずかに寄せられた、細く滑なめらかな曲線を描えがく眉まゆ。ふさふさとした睫まつげの下の、苦く悶もんに歪ゆがむ切れ長の瞳は、透き通った銀色をしていた。柔やわらかな薄うす桃もも色いろの唇くちびるが微かすかに震ふるえている。

「扉、閉めて」

　顔を上げた女を見て、シオンの頰ほおが染まる。彼女もまた、天使と同じく神の御み手てによる被ひ造ぞう物ぶつなのかと思うほどに美しかった。

　艶つややかな黒髪と見事な対照を為なす白磁の肌。紅を引いたように紅あかい唇は濡れて光っていた。濃こい睫に縁ふち取どられた大きな瞳は、凜り々りしいと言っていいほどの精せい彩さいを放ち、しかも混じりけのない黄金の色をしていた。

　ベールを被かぶっていなかったのでシオンはそれまで気づかなかったが、彼女が身につけているのは修道服だった。

　それまで呆ぼう然ぜんと目の前の光景に目を奪うばわれていたシオンだったが、ふと天使の右の翼つばさが折れ、捻ねじれて奇き妙みような方向に曲がっていることに気づいた。
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　堕だ天てん使し──────

　神に背そむいた咎とがにより、天から追い落とされた天使。地上に降りた彼らは悪魔になったという。

　シオンは、すうっと血の気が引くのを感じた。とっさにドアにしがみつき、倒たおれまいと踏ん張る。

「悪いけど、ちょっと待ってて」

　彼女は両りよう膝ひざをついた。大きな切り込みの入った修道服の裾すそから、眩まぶしいほど白い腿ももが覗のぞく。彼女は、顔を伏ふせると再び堕天使の胸に唇を寄せた。

「わ、わ……」

　何か言いたいが、何を言いたいのかシオンにもわからない。あまりに美しく、恐おそろしい光景だった。

　閉とざされた昏くらい部屋で、揺らめくロウソクの灯あかりの中、半はん裸らの堕天使に唇を寄せる修道女。

（夢だ、これは夢に違ちがいない）

　現実ならば、見てはいけないような気がする。しかし、シオンの目は、目の前で行われている妖しい行為から目を離はなすことができなかった。

　彼女は、ついばむように堕天使の胸に口づけをした。

「……は……っ……」

　堕天使の唇から苦悶の声が漏れ、体が仰のけ反ぞった。どれほどの苦痛が彼を苛さいなんでいるのだろうか、堕天使の白い指が魔法円の描かかれた床を搔かきむしる。

　女は、少しだけ顔を上げ、シオンの知らない言葉で何かを唱えると、脇わきに置いてある杯さかずきに満たされた液体に人差し指を入れた。その濡れた指で堕天使の喉のどに文字らしきものを書く。

「つっ……」

　堕天使の瞳が閉じられ、眉が歪んだ。

　周囲を漂ただよっていた拳大の光の玉が、光の尾おを引いて、文字に吸い寄せられるように集まり、また散って行った。

　液体が滴したたる喉を、女の唇が這はう。

「…………」

　悲鳴をかみ殺しているのだろうか、堕天使の息が詰められている。床に投げ出された大きな翼が、バサバサとのたうった。女が触ふれると苦痛がもたらされるらしい。

　女の唇が離れると、堕天使は大きく息を吐はき出した。薄く開かれた銀の瞳が虚こ空くうをさまよっている。

　呪しゆらしき言葉を唱えながら濡れた指で文字を書き、そこに口づけるという儀ぎ式しきは、堕天使の両りよう肩かた、両りよう掌てのひら、額ひたいへと続いた。最後に、女の唇が、堕天使の唇に触れた時、シオンは自分の心臓が爆ばく発はつしてしまうかと思った。

「はい、お終しまい」

　女が立ち上がった。堕天使はぐったりと床に寝そべったまま、荒あらい息をついている。

「待たせたわね」

　女がシオンに微笑ほほえみかけ、シオンは、はっと我に返った。そして、ようやく魔法円の中を舞う光の玉の正体に気づいたのである。

「……土の精ノーム」

「視みえるの？」

　女は、少し驚おどろいた顔をし、続いてニッコリと笑んだ。

「やるじゃない」

　女は、口の中で小さく呪を唱え、二、三度手を振ふった。光の玉が魔法円の中心に集まり、すうっと消える。

「あ、あ、あの……」

「シオンだっけ？　ちょうどよかったわ。急ぎの仕事があるの。一いつ緒しよに来て」

　女は、手早くロウソクを吹ふき消すと、シオンを促うながし廊ろう下かへ出た。

「え？　え……と、その……」

　口ごもるシオンに、女が振り返った。

「ああ、ごめんなさい。申し遅おくれたわ。私はファティマ。今日からあなたの保護者よ」

「あの……」

　シオンは、部屋に取り残された堕天使をチラッと見た。堕天使は、眉まゆ根ねを少し寄せ眠ねむっているのか、身じろぎ一つしない。

「彼はグランディエ。いいのよ、放ほっといて。どうせしばらく動けないから」

　ファティマは、大おお股またで足早に廊下を進む。

「馬には乗れる？」

「は、はい。一応」

　挨あい拶さつも、自己紹しよう介かいも、たった今行われていた妖あやしげな術についての質問もできないほど、シオンの頭は真っ白になっていた。

　ようやく荷物を片づけ終わったヨハンナが、大おお仰ぎようにスカートの裾をつまみあげ「いってらっしゃいまし」と頭を下げるのにも気づかなかった。

「あ、あの……どこへ……」

　ファティマは、良家の淑しゆく女じよとは思えない大だい胆たんな笑みを浮かべた。

「魂たましいの捜そう索さくに」







　一面のブドウ畑は、鮮あざやかな緑の葉が生おい茂しげり、小さな房ふさがつき始めていた。

　その畑の中の馬車道を、ファティマとシオンは全速力で馬を駆かっていた。

「あの、魂の捜索って、まさか、天国まで捜さがしに？」

「天国へは死なないと行けないわよ」

　ファティマは笑った。

（この人、ほんとにファティマ様？）

　シオンが想像していたのは、いかにも侯こう爵しやく家けの息女ですといった感じの厳格そうな中年の修道女だった。ファティマの歳としは十八、九といったところだろうか。彼女の若さと奔ほん放ぽうさにシオンは驚いていた。

（でも、かっこいいかも）

　彼女は、長い黒くろ髪かみが乱れるのもいとわず、風になびくままにさせていた。修道服の裾を割って鞍くらにまたがり、白い脚あしが見え隠かくれするのも一向に気にする風もなく、たてがみと尾が金に輝かがやく尾お花ばな栗くり毛げの馬を、自分の手足のように操あやつっている。

　乗馬は、数少ないシオンの特技だが、彼女に付いていくのは結構大変だった。女だてらに騎き士し並みの走りっぷりに、思わず見み惚ほれてしまう。

（見とれている場合じゃない）

　シオンはプルプルと首を横に振った。

「あの、ファティマ様……」

「ファティマでいいわよ。堅かた苦くるしいのは苦手。ウェッティン家もブラバント家も爵位も関係なし。私はただのファティマで、あなたもただのシオン。わかった？」

　侯爵家の淑女は、快活な笑みを浮かべた。

「は、はい。あの、ファティマ。さっきのあれは……あのグランディエとかいう……」

　口にするのも恐ろしそうにシオンは言った。

「ああ、彼は私の使い魔ま」

「使い魔！」

　シオンは、腰こしが抜ぬけそうになる。全力疾しつ走そうする馬の上で腰を抜かすわけにはいかないと、彼は必死で踏ふん張ばった。

　堕天使の存在自体、シオンには衝しよう撃げき的だったが、それを使い魔にしているとは────。

「……使い魔って、妖よう術じゆつ師しの下僕のことをいうのでは……？」

「世間一いつ般ぱんでは、そういうらしいわね」

　ファティマは飄ひよう々ひようと答える。

　悪魔と契けい約やくし、下僕となって特別な力を得た者が妖術師である。彼らは神の代わりに悪魔を崇すう拝はいし、妖術を使って、洪こう水ずいを起こしたり、疫えき病びようを広めたり、果樹や麦を枯からせたりと、ありとあらゆる厄やく災さいをふりまく忌いむべき存在であった。

　その妖術師の使し役えきする妖よう霊れいが使い魔である。大たい抵ていはカラスや猫ねこなど小動物の姿をしているという。堕天使すなわち悪魔が使い魔では、主従関係が逆なのである。

「……ずいぶんとすごいモノを使い魔にしてらっしゃるんですね……」

「そうね。使い魔を使役する魂のゼーレ捜索人・ズーヒアは何人かいるけど堕天使を使ってるのは私だけかも」

　動どう揺ようするシオンを見て、ファティマはクスクスと笑った。

『使い魔ってのはひどくない？　相棒とか、せめて、助手とか言ってほしかったなあ』

　突とつ然ぜん、どこからか若い男の声が聞こえた。驚いて辺りを見回すシオンの前に、一羽のツバメが舞まい降りた。

「え！　ええっ!?」

　踏ん張っていた膝ひざから力が抜けた。危あやうく、馬から転げ落ちそうになり、シオンは慌あわてて鞍にしがみついた。ツバメはシオンの馬の首にちょこんと乗る。

『気をつけろよ。魂が煉獄シエオルへ行っちまったら、いくらファティマでも呼び戻せないぜ』

　ツバメが小さな嘴くちばしをパクパクさせて喋しやべった。

「あら、グランディエ。もういいの？　無理しない方がいいわよ」

　ファティマが、ツバメに話しかけた。

『あんな程度でくたばってられるか』

「これ、このツバメ、さっきの堕だ天てん使し！」

　シオンは恐きよう慌こう状態に陥おちいる。

「大丈夫よ。堕天はしてても、別に悪魔ってわけじゃないから」

『そ、天使をクビになっただけ。善良で礼れい儀ぎ正しい堕天使だ。よろしく』

　ツバメは、握あく手しゆのつもりなのか片かた翼よくを差し出した。呆ぼう然ぜんと、口を開けたまま、シオンは差し出された翼つばさを無意識に握にぎり返す。

「それじゃ、少し急ぐわよ。もたもたしてたら陽ひが沈しずんじゃうわ」

　ファティマは馬に拍はく車しやを入れ、さらにスピードを上げた。

　ツバメはシオンの馬の首に乗っかったまま、愛あい嬌きようのある瞳でシオンを見つめている。

「……あの、あの……」

　いくらファティマの使い魔だと聞いても、怖こわいものは怖い。顔面蒼そう白はくのシオンは震ふるえながら、少しでもツバメから遠ざかろうと身を仰のけ反ぞらせる。

『大丈夫、取って食ったりしないって』

　ツバメはクスクス笑いながら、宙を旋せん回かいするとシオンの肩に留まった。

　シオンは「ひー」と情けない叫び声を上げた。目め尻じりに涙が浮かぶ。

『どうした、何か悲しいことでもあったか？　ゆっくり泣かせてやりたいところだが、今、時間がないんだ。あとで俺の胸を貸してやるから』

　シオンの涙のわけを知ってか知らずか、ツバメは翼で自分の胸をポンとはたく。

「……い、……いえ。結構です」

『遠えん慮りよするなって。俺はどっちかっていうと女の方が好きだが、可愛かわいければ男でもオッケー』

　ようやく、シオンはからかわれていることに気づいて、

「いりません！」

　と涙目のままツバメを睨み返す。ツバメはおかしそうにクックッと笑った。

『悪魔じゃないってのは本当さ。神に喧けん嘩かを売って地獄ゲヘナに落とされた大魔王がいるだろ。やつに仕えているのが悪魔。俺はあいつらとは関係ない』

　堕天使の真しん摯しな声こわ音ねに、シオンは少しだけほっとする。

「グランディエさん、堕天使になっても神に仕えているの？」

『グランディエでいいって』

　ツバメは、片翼の先で照れくさそうに頭を搔かいた。

『いやー、クビになっちゃったからねー。今は無職。強しいて言えばファティマが雇やとい主ぬし』

「ああ、だから使い魔」

　納なつ得とく顔のシオンに、『助手なのっ』とツバメは抗こう議ぎした。

　ファティマの背を追いながら、

「今から僕たちどこへ行くの？」

　馴なれ馴れしく肩に留とまったままのツバメに尋たずねる。

『隣となり村むらの教会。悪魔憑つきの男が担かつぎ込まれて、悪魔祓ばらいはうまくいったんだけど、悪魔に体を乗っ取られて恐おそれをなしたんだか、本人の魂がどっかへ行ったきり戻らないらしい』

「魂って、迷まい子ごになったりするの？」

『するの。お前、土の精ノームが視みえるんだったら、生きてる人間の魂だって視たことあるだろ』

「あ、ああ。あれね」

　思い当たることは数え切れないほどあった。夜中にふと目覚めたら、ハンブルクに住んでいるはずの叔母おばが枕まくら元に立っていたとか、寝ねたきりのはずの老庭師が草取りをしていたなど、生き霊がうろつく姿を何度か目にしたことがある。当然、古戦場跡あとや墓地などで彷徨さまよう死霊を視るのは、シオンにとって日常茶さ飯はん事じだった。

「生きてるのも死んでるのも結構視てるよ」

　シオンは過去の恐きよう怖ふ体験を思い出し、ブルッと身み震ぶるいする。

『魂が体から離れるってのはそう珍めずらしいことじゃない。大たい抵ていは自然に体に戻るしね。だが、たまに、迷子になったり、何かに囚とらわれたりして、魂が戻らないこともある。そういう時は、こっちから捜さがしに行って連れ帰る。それが魂のゼーレ捜索人・ズーヒアの仕事』

　ツバメはシオンを見つめて微笑ほほえむ。

『人に視えないものが視えるからこそ、できる仕事だ』

　ツバメの笑みというのは妙みように滑こつ稽けいだったが、シオンはなんだか泣きたくなった。

　シオンは妖霊が視えるという自分の力を疎うとんでいた。この力のせいで、今までどれほど怖い思いをし、周囲から白い目で見られ、家族に迷めい惑わくをかけてきただろうか。シオンのそんな気持ちを察して、堕天使は励はげましているのだ。

「……ありがと」

『なんの、お礼は今夜ゆっくり、ベッドで──』

　シオンは、無言で肩のツバメを払はらい落とした。

　やがて、かなり傾かたむいた陽に照らされて、オレンジ色に染まった教会の尖せん塔とうが、ブドウ畑の間に現れた。

『着いたな』

　ツバメは馬から飛び立ち、近くのブドウの枝に留まった。

「どうしたの。一いつ緒しよに行かないの？」

『俺にはちっとばかし敷しき居いが高くてね』

　グランディエは、『ま、がんばれよ』と、シオンを見送った。

（堕天使だから、神聖な場所には入れないんだ）

　一方、ファティマはすでに馬を降り、長い髪を隠かくして黒いベールを被かぶっていた。清せい楚そな修道女姿もまた美しく、シオンは思わず見とれてしまう。

「早くいらっしゃい。あ、その白い包み、持ってきて」

　ファティマに急せかされ、

「あ……、はい」

　馬の鞍くらに付いていた白い布包みを抱だきかかえると、シオンは急いでファティマの後を追って教会の中に入った。







「お待ちしておりました」

　出で迎むかえた司祭は、挨あい拶さつもそこそこに二人を身しん廊ろうの奥に案内する。

　祭さい壇だんの前に据すえられた寝しん台だいに、一人の農夫らしい中年の男が横たえられていた。ロウソクの灯あかりに照らされた顔は、死人のように土気色だった。緩ゆるく腹が上下しているのでようやく生きているのだと知れる。悪魔に身を苛さいなまれたためだろうか、げっそりと瘦やせこけ、目の周りには隈くまができ、頰ほおの下の影かげも濃こかった。

　枕元に、男の妻らしい女が付き添そっている。女は目を真っ赤に泣きはらしていた。

「いつからこんな様子なのですか？」

　ファティマは、尋ねながら寝台の上の男に手をかざし、ゆっくりと動かす。

　男の妻と司祭の話によると、先月の中なか頃ごろから男の様子が変になったということである。皿や椅い子すが飛び回るに至って、悪あく魔まが憑いたのだと気づき、今月初めに教会に駆かけ込んだ。

　悪トウ魔フエ祓ル・いバン師ナーが到とう着ちやくしたのがその翌日で、祓いに三日かかり、悪魔は離れたのだが、意識が戻らないということであった。

「悪魔が憑いて、すぐに本人の魂が抜けたんだったら、もう一月近くになるわね」

　ファティマは、かざしていた手を男の腹の上で停とめた。目を閉じ、何かをじっと感じている。

「シオン、いらっしゃい」

　目を開き、ファティマがシオンを呼んだ。

「ここへ手を出して、気持ちを掌てのひらに集中させて」

　何が起こるのだろうとシオンは不安だったが、ここであれこれ質問している場合ではない。

　シオンは抱かかえていた布包みを近くの長なが椅い子すに置くと、言われた通り手を出した。

　ファティマが、自分の手をシオンの手に重ねる。ファティマが何か唱えると同時に、シオンの掌を、一本の熱い線が貫つらぬいた。

「わかる？」

「はい」

「なかなか筋がいいわね。それが体を抜けていった魂の通り道よ。私たちは痕シユプールと呼ぶわ」

　シオンは、目を凝こらした。手の甲こうから抜けた線が次し第だいに色と形を伴ともなってきたのである。

　それは手の甲からゆらゆらと立ちのぼり、宙を漂ただよっていた。光の綱つなとでも言ったらよいのだろうか、淡あわい黄色みを帯びてわずかに輝かがやいている。綱の中心が最も明るく、外がい縁えんは色も輝きも薄うすくなって大気に紛まぎれていた。

　痕シユプールを目線で追っているシオンに気づき、

「もしかして、感じるだけじゃなくて痕シユプールが視えるの？」

　ファティマは驚おどろいて尋ねた。

「ええ。あっちの扉とびらを抜けて、外へ続いているみたいですね」

　ファティマが笑みを浮かべた。

「やるじゃない」

　ファティマは、椅子に置かれていた布包みをほどいた。中には宝石箱らしき黒こく檀たんの箱と鋏はさみが入っていた。男の魂を呼ぶのに必要だと、妻の髪を一ひと房ふさ切り、その宝石箱に入れた。

「すぐに魂の捜そう索さくに向かいます。司祭様は、本体の方のお守りをお願いいたします」

　司祭は、「承知しました」と、聖書を開く。

「奥様、大丈夫ですよ。すぐに御ご主人を連れ戻します」

　心配そうな妻に向かって笑みを浮かべると、ファティマは、

「行くわよ」

　と、シオンの背中をぽんと叩たたいて足早に教会を出た。







『首しゆ尾びは？』

　金色の馬に乗ってブドウ畑の細道を疾しつ駆くするファティマに、ツバメが追いついた。

「上々。この子、痕シユプールが視えるのよ」

　ファティマが、後ろのシオンを指さす。

『おお、なんてラッキー』

　ツバメは、ぐるりと旋せん回かいすると、シオンの頭の上に乗った。

『それじゃ、ちょっとばかし目を貸して』

「え？」

　目を貸すって何する気？　と尋ねる間もなく、シオンの視界が一いつ瞬しゆんグニャリと歪ゆがんだ。

「何、何、何なの？」

「グランディエは、今、あなたの視ているものを視てるの」

「何で、そんなことするんですか」

「あなた、あの男性の魂の痕シユプールが視えるでしょ。グランディエに空から痕シユプールを追ってもらえば早く魂を見つけることができるじゃない」

　確かに、シオンには、夕暮れてオレンジがかった空を頼たよりなくゆらゆらしている光の綱が視えている。痕シユプールをたどるには、道のあるところしか走れない馬より、鳥の方が早いに決まっているが──。

「グランディエ。痕シユプールが視みえないの？」

『死し霊りようが通った跡あととか、新しいのから古いのまでたくさん視えすぎて、どれが目当ての物だかわからん』

　堕だ天てん使しの目の作りは人間とは違ちがうようだ。

　ツバメはしばらくシオンの頭の上で空を眺ながめていたが、

『目標確かく認にん。先に行くぜ』

　サッとシオンの頭から飛び立ち、瞬またたく間にブドウ畑の彼方かなたに姿を消した。

「なんで僕の目なんでしょう。ファティマにだって視えるのでしょう」

　シオンには『ラッキー』とグランディエが言った理由がわからない。

「私の目は貸せないわ。さっき見たでしょ。グランディエは私に触ふれられないの」

　シオンは、ファティマに口づけされて苦痛に身をよじるグランディエの姿を思い出した。

「……あ、あれ。何をしてたんですか」

「一種の回復術。出がけにストリゴイに出くわしちゃってね」

「ストリゴイ？」

「異国の吸血狼おおかみよ。凶きよう悪あくな上に不死身というやっかいなやつなの。この辺りにいるはずないんだけどね。真っ昼間だっていうのに、どういうわけか突とつ然ぜん出現しちゃって」

　凶悪で不死身の吸血狼……。シオンは先ほどの狼の残留思念を思い出して怖おぞ気け立った。

「グランディエがやっつけたんだけど、その時たまたま雷かみなりに打たれちゃってね」

　天使の体は実体を持たない霊質エーテルで出来ているという。グランディエの場合、エーテルのままで人間界にいると折れた翼つばさが痛むということだった。そのため、普ふ段だん彼は、人と同じく土の元素を身にまとって物質化した肉体を得ているが、土の元素は、傷ついたり疲ひ労ろうしたりするとすぐに解けてしまう。そこでファティマは、土の精ノームを呼び出し、エーテルに冷れいと乾かんの特性を加えて、落らく雷らいに遭あってエーテルがむき出しになったグランディエに体を与あたえていたのだと説明した。

「別に、いたぶってたわけじゃないのよ。なぜか知らないけど、私が触さわると痛いんだって。だからグランディエがあなたの目を使えるのはとても助かるわ。大おお幅はばな時間短縮」

「助かる……？」

「そうよ。魂たましいが体を離はなれたら、人は長くは生きていられないもの。あの男の人の顔、見たでしょう。もう、限界。一刻も早く魂を戻さなくちゃ本当に死んでしまうわ」

「何だか、嬉うれしいです……」

　微笑ほほえむファティマに、シオンは頰を染めてうつむいた。

　間もなく、ツバメが空を旋せん回かいしてファティマの前に下りてきた。

『見つけたぜ。この先の林の中だ。ニレの木の上にいた。こっちから行った方が早い』

　と、先導する。

「割と近くにいてよかったですね。暗くなる前に教会へ戻れそうです」

「悪魔に憑つかれて魂が逃にげ出しちゃった場合、大体は近くに隠かくれてることが多いわ。魂だって体に戻りたいもの」

「すっごい遠くまで行っちゃってることもありますか？」

「希まれにね。魂を捜さがして、ドーバー渡わたったこともあるわよ。時間と勝負だから、もう大変。七日間、昼も夜も馬をぶっとばしたわ」

（七日……）

　シオンは長旅で痛むお尻しりをさすった。

　やがてブドウ畑が切れて、こんもりとした林が見えた。

『こっちだ』

　林の中ほどから、痕シユプールが伸のびているのがシオンにも視えた。雑木林は下草が伸び放題で、道もない。二人は馬を降りて小走りに藪やぶの中を進んだ。

　夕暮れが迫せまり、林の中は薄うす暗ぐらかった。

「いたわ」

　ファティマの指さす方向に、ぼうっと淡い光があった。痕シユプールはその光につながっている。光は人の姿をしていた。輪りん郭かくがぼやけてはっきりしないが、確かに教会に寝ねかされている男の顔である。

　男は泣き疲つかれたような顔でニレの高枝にしがみつき、ぼんやりと天を仰あおいでいた。男の視線の先には、雲のようなもやもやとした黒いわだかまりがある。

「もう、煉獄シエオルの口が開いているわ」

　ファティマが緊きん張ちようした声でつぶやく。

「煉獄シエオルって、罪を犯おかした人が行くところでしょ？　あの人悪い人なの？」

　シオンには、男はごく普ふ通つうの、人の良さそうなおじさんにしか見えない。

『悪人も善人も、死んだら一回煉獄シエオルに行くんだ。そっから天へ行くか地獄ゲヘナへ行くか、または新たに人となる転生の道を歩むか決まるわけ』

　ツバメがシオンの肩に留まった。

「へええ。知らなかった」

『感心している場合じゃない。煉獄シエオルの口が開いているってことは、死にかけてるってことだ。きわめてやばい』

　魂は、シオンたちに気づいていないのか、じっと天を仰いでいる。彼の気持ちは、すでに煉獄シエオルに向かっているようだった。この世への未練がかろうじて自分の手足を枝にしがみつかせているのだろう。

「そっちへ行ってはだめよ」

　ファティマが声をかけた。そこで初めて男の目がこちらに向けられる。

　──誰だれだ？

　男は不安な目でファティマを見る。

「奥様に頼たのまれたの。あなたを連れて帰ってって」

　──……帰る？……帰りたい。

　男の目が宙を泳いだ。

　──た、助けてくれ。嫌いやだ。怖こわい、怖いよ。あ、悪あく魔まが、悪魔が……。

　ひいい、と男は木にしがみついた。

「大丈夫よ。悪魔は立ち去ったわ。安心して戻ってきて」

　──嫌だ。怖い、あっち行け。悪魔め、失うせろ、あっち行け。

　悪魔に憑かれた時の記き憶おくが蘇よみがえったのか、男は錯さく乱らん状態に陥おちいった。ひいひいと泣くばかりで、木から離れようとしない。

「ほら、奥様が待っているわ」

　ファティマは、ささやくように呪じゆ文もんをつぶやく。持っていた白い布包みから宝石箱を出し、蓋ふたを開けた。中には先ほど切り取ったばかりの彼の妻の髪かみが入っている。

　男のすすり泣きが止やんだ。

　──マルテ……？

　男は髪に気づいた。

　──ああ、マルテ……。

　男が木から漂ただようように下りてきた。光が尾おを引いて新たな痕シユプールを残す。

　呪しゆを唱えるファティマの声は、子どもをあやす母親のように優やさしかった。男の魂がゆらゆらと宝石箱に引き寄せられていく。

　──マルテ。そうだ、帰ろう。

　男には髪の束が妻の姿に見えるのだろうか、愛いとしげに手を差し伸べる。やがて彼は人の形を崩くずし、光の玉となってすうっと宝石箱の中に入って行った。光のすべてが箱に納まるのを待って、ファティマは蓋を閉めた。

「間かん一いつ髪ぱつだったわ」

　ファティマは胸むな元もとに下げていた十字架クロイツを外した。

「一応、封ふう印いんしておかないとね。また逃げ出したら困るし。逆に別のモノが箱に入り込んでも困るし」

　呪を唱えながら、ファティマは鎖くさりを宝石箱に巻き付けた。

『さ、急ごう。雲行きが怪あやしくなってきた』

　グランディエがファティマの周りをせかせかと飛び回る。

「ったくもう。この忙いそがしい時に」

　ファティマは舌打ちした。

　逢おう魔まが時ときを迎むかえたのだ。

　昼と夜の狭間はざまは、異界との境目にほころびでもできるのだろうか。陽光を避さけて闇やみに身を潜ひそめていた亡ぼう霊れいや妖よう魔まがうごめき出す。

　シオンも夕暮れ時によく妖霊が現れるのは知っていた。知ってはいたが、

「うそ。何でこんなにたくさん」

　いつの間にか、周囲には数え切れないほどの妖霊が集まって来ていた。節くれ立った木の手足をひきずる樹ヴアル木トガイ精ステル、全身が真っ黒い毛に覆おおわれた黒カツツ小エンヴ人アイト、煉獄シエオルに行き損そこねた死し霊りようなどが、シオンたちの周囲を取り囲む。

「ひ……」

　例によってシオンは腰が抜けそうになった。

『剣は使えるかい？』

　グランディエの問いに、

「い、一応、たしなみ程度には……」

　シオンはかすれた声で答える。

『それじゃ、これを使いな』

　ツバメの姿がゆらめいた。次の瞬しゆん間かん、シオンの目の前に美しい堕天使が立っていた。

　薄手の胴プール・衣ポアンに、長いズボンブレー。膝ひざまでのブーツを履はき、板金の胸当てを着けていた。顔は、シオンが館やかたの中で目にした時と同じだが、背にあるはずの翼はなく、代わりに白いマントがはためいていた。

　ツバメの姿の時には、どこに隠していたのか、一ひと振ふりの長剣をシオンに渡す。

　シオンは、本当にたしなみ程度に剣を習っただけで、実戦で使ったことはなかった。まして、妖霊相手に剣を振るうなど考えたこともない。

（そもそも、妖霊って剣で切れるもんなの？）

　彼は、渡された剣と、妖霊たちを交こう互ごに眺ながめる。ふと、目の合った一匹がふわっと舞まい、顔の割に大きすぎる口を開けてシオンに迫せまってきた。

「うわっっっ」

　シオンはめちゃくちゃに剣を振り回した。すると運良く剣が当たり、妖霊は鈍色にびいろの細かい粒つぶとなって霧む散さんした。

「……切れた」

「剣の修しゆ行ぎようもした方がよさそうね。気をつけなさい。相手は霊でも、嚙かまれれば怪け我がするわ」

　ファティマも片手に短剣を握にぎっている。

「行くわよ」

　ザッと下草を蹴けって、ファティマが走り出した。妖霊たちが一いつ斉せいにファティマを追う。

「なんで。今まで妖霊に脅おどかされたことはあったけど、襲おそわれたことなんてなかったのに」

　下草に足をとられながら、シオンは必死に走った。

「さっきの呪のせいさ。あの呪は男の魂たましいだけじゃなくて妖霊にも効く。興奮して、それがまだ治まってないんだ」

「危険な呪なんだね」

「危険というか、イー気持ちというか。呪文が止やんだんで、怒おこっているんだろ」

　黒カツツ小エンヴ人アイトが十匹余り、集団でシオンに襲いかかって来た。瞳ひとみを凶きよう暴ぼうにぎらつかせ、小さな口をめいっぱい開けている。

「わっ」

　シオンは思わず目を閉じてしまう。（嚙まれる）と覚かく悟ごをしたが、何も起こらなかった。おそるおそる目を開ける。

　見れば、グランディエがシオンの前に立ちはだかり、みごとな剣さばきで次々と妖霊を倒たおしていた。あまりに動きが速すぎて、シオンには剣の軌き跡せきが見えない。

「グラ……すごい……」

　感動している場合ではなかった。新たな妖霊が横からシオンに迫っていた。

「ィヤ──」

　情けない声を上げながら、シオンもなんとか剣を振りかぶる。振りかぶってがら空きになった胸元に、シュッと一匹が入り込み、シオンの鼻先でニタリと笑った。

　シオンは驚おどろいて仰のけ反ぞった。その瞬間、銀色の閃せん光こうが目の前を通過したかと思うと、妖霊が霧散してしまった。

「え？」

　尻しり餅もちをついたシオンが見上げると、宝石箱を抱かかえたファティマが立っていた。短剣を逆手に構え、向かってくる妖霊を鋭するどい目で睨にらんでいる。

　巨きよ大だいなカエルのような妖霊が地面を蹴けった。ファティマの頸くびを狙ねらっている。ファティマは真一文字に短剣を薙ないだ。妖霊の首と胴どうの間に隙すき間まができ、次の瞬間、それは霧きりになって散った。

　息をつく間もなく、霧の後ろから幼児ほどの大きさの蜘蛛くものような妖霊が現れた。ファティマは短剣を引きざま、今度は下から上に斬きり上げる。

「立って、走って。急いで林を抜けて！」

「は、はい……」

　さっきから立ちたい、というか逃にげたいとシオンは思っていたのだが、腰がいうことをきかない。

「ほらよ」

　藪やぶの中を泳ぐように這はいずるシオンの手をグランディエが引き、立ち上がらせる。幼い子どものように手を引かれたまま、シオンは下草の中を駆かけた。

　林を抜ける頃ころには、シオンの心臓は早はや鐘がねのように打ち鳴り、肺がゼイゼイと悲鳴を上げていた。

「体を鍛きたえるところから始めた方がよさそうね」

　クスクスと笑うファティマは、汗あせ一つかいていない。そのまま「ハッ」と馬に声をかけると、すでに夕暮れて黒いシルエットと化したブドウ畑の中を駆け出した。

「ま、待って……」

　息を切らせながら、シオンはブドウの木につないであった馬の綱つなをほどいた。

『慌あわてなくても大丈夫。あいつらみたいな地じ縛ばく霊れいの類たぐいは、林の外には出られないから』

　再びツバメに変へん化げしたグランディエがシオンの頭の上を舞っていた。シオンが背後を振り返ると、林の中には恨うらめしげな妖霊の目がいくつも光ってはいたが、追いかけて来る様子はない。

　もう大丈夫だ、と思った瞬間、シオンの全身からドッと汗が噴ふき出た。

「……怖こわかった……」

『あんなのは大したことはない。せいぜい嚙まれりゃ痛い程度だ。この先、もっとすごいのにお目にかかれるぜ。血を吸うやつとか、夢に棲すみ着くやつとか』

「やだあ。そんなのにお目にかかりたくない」

『淫夢魔スクブスなんかに魅み入いられた日にゃ、毎晩もうイキっぱなし』

「もう、いい。それ以上言わないで」

　シオンは耳まで真っ赤に染めた。

　ツバメは、『お前、ほんっとにかわいいなあ』とクスクス笑った。







　教会に着いた頃には、辺りはすっかり暮れて、青みがかった黒い空に星が幾いくつか輝かがやき始めていた。

　シオンが礼拝所の扉とびらを開けると、祭さい壇だんを背にしたファティマが、男性の魂が納められた宝石箱の蓋ふたを開けるところだった。ファティマの赤く美しい唇くちびるは、小さく祈いのりの言葉をつぶやいている。

　開かれた箱から、淡あわい光が漏もれた。

　傍かたわらに控ひかえている司祭と男の妻には、その光が見えないらしく、横たわる男をじっと見つめていた。光は、ゆるゆると立ち昇のぼり、人の形になった。光は、寝ている男に覆おおい被かぶさり、ゆっくりと沈しずんでいく。光の輪りん郭かくと体の輪郭がぴったりと重なると、光は徐じよ々じよに薄うすれ、代わりに男の顔に生気が戻っていく。すっかり光が消えると同時に、男の目が開いた。

「あなた！」

　妻が叫ぶように呼んだ。男の目が宙を探さぐり、妻の姿をとらえた。

「……マルテ」

「気がついたのね。よかった。ああ、神様」

　妻は、夫にすがっておいおいと泣き始めた。男はまだ夢うつつの表情で辺りを見回している。

　ファティマは、穏おだやかな笑えみを浮かべてしばらくその様子を眺めていたが、

「それではこれで」

　司祭と挨あい拶さつを交かわすと、シオンを促うながし教会を出た。







　昇ったばかりの満月が朱しゆがかった金色に輝いていた。月に照らされたカルフの黒い森が、濃こい影となって地平の彼方かなたまで続いている。

　ファティマと並んで馬を駆るシオンには、黒い森の中に鬼おに火びが舞っているのが小さく視みえる。以前の彼にとって、それは恐おそろしいだけの存在だった。しかし、今、あの鬼火を視ているのは自分だけではない。隣となりにいる美しい修道女にもあの鬼火は視えているのだ。

　シオンは、少し幸せな気分でファティマを見た。少年の視線に気づいてファティマがニッコリと笑む。

「慌あわただしい一日だったわね。疲つかれた？」

「いえ、大丈夫です」

　住み慣れたカッセルから馬車の長旅を終えて息つく間もなく、また馬での移動である。実はシオンのお尻は相当痛んでいたのだが、ファティマを前に、そんなそぶりは見せられない。

「どう？　初仕事の感想は。怖かった？」

「あ……はい。怖かったけど、でも、こんな僕にも誰だれかのためにできることがあるんだなって、嬉うれしかったです」

　シオンは頰ほおを染めて答えた。

「そう、よかった」

　金の瞳に穏おだやかな光をたたえて、ファティマは微笑ほほえんだ。

「実を言うとね。あなたの御両親は、本当はあなたを魂のゼーレ捜索人・ズーヒアにしたくはないのよ」

「え？　そうなんですか」

　シオンだって家を出たくなかった。しかし、父が熱心に勧すすめるので仕方なく弟子でし入りする決心をしたのである。

「だって、魂のゼーレ捜索人・ズーヒアなんて肉体労働専門の下級聖職者だもの。ひたすら馬を駆って痕シユプールを追って、お世辞にも優ゆう雅がで華はなやかとは言えないでしょ。妖よう霊れいと戦うこともあると申し上げたら、お母様なんて失神しかけたわ」

　あの気弱な母のことだ。さもありなんとシオンは思った。

「でもね、妖霊が視えるだけで異い端たん者しや扱あつかいされて火あぶりになっちゃうこともあるじゃない」

　当時、妖霊を視たり操あやつったりするのは悪魔の力だと信じられていた。悪魔と契けい約やくしていなくとも、特とく殊しゆな能力を持つだけで異端審しん問もんにかけられ、拷ごう問もんの末に火か刑けいに処せられることもしばしばだったのだ。

「魂のゼーレ捜索人・ズーヒアも悪トウ魔フエ祓ル・いバン師ナーも、妖霊を視たり操ったりする呪じゆ力りよくを持っているというのに、みんなそのことを知らないわ。無実の人まで魔女狩りに遭あっていることには教皇猊げい下かも憂うれえていらっしゃるのだけれど、地方の宗教裁判にまで教皇庁の手が行き届かないのよ」

　ファティマは、柳りゆう眉びを寄せた。

「それにね、この力はある意味とても危険なの。悪魔は力のある魂たましいを欲しがるわ。誘ゆう惑わくに負けて妖術師になっちゃう人がいるのも事実。悪魔と契約すれば呪力が倍増するからね」

　ファティマはシオンに視線を戻した。

「そんな話をしたら、あなたの御両親は、この先ずっとあなたを家に閉じ込めて、世間の目から隠かくしておくわけにもいかないし、何より、悪魔の誘惑から身を守る力をつけなければならないって、泣く泣くあなたを私のところへ寄よ越こしたのよ」

「……知りませんでした」

「まあ、悪魔と直接対決する悪トウ魔フエ祓ル・いバン師ナーよりは、まだ魂のゼーレ捜索人・ズーヒアの方が安全だと思われたのかもしれないけど」

　ファティマは笑った。シオンは両親の溺でき愛あいぶりが嬉しくもあり恥はずかしくもあり、ひたすら恐きよう縮しゆくする。

「あなたに来てもらえてよかった」

　ファティマは大輪の花が綻ほころぶような笑みを浮かべた。

「あなたは、きっとすばらしい魂のゼーレ捜索人・ズーヒアになるわ」

　金の瞳が嫣えん然ぜんとシオンを見つめる。

（……なんて、きれいな瞳なんだろう…………）

　シオンの心臓が高鳴っていた。

「あらためて、よろしくね」

　馬上から手を伸のばし、ファティマはシオンに握あく手しゆを求めた。白く柔やわらかい手を握にぎり返し、シオンは頰が熱くなるのを感じる。

「…………ファティマ」

　シオンの胸にわき上がってくる感情は、誉ほめられた嬉しさだけではなかった。

「さすがにお腹なか空すいたわね。馬に水もやらなくちゃ。急いで帰りましょ」

　ファティマが馬に拍はく車しやを入れて駆かけ出した後も、シオンは身動きできずに頰を染めたまま、遠ざかっていく彼女の背中を見つめていた。

「よっ。どうした。淫夢魔スクブスに魅入られたような顔をしてるぞ」

　いきなり、ドスンと何かが鞍くらに乗っかってきた衝しよう撃げきにシオンは仰ぎよう天てんした。振ふり返るとグランディエだった。ツバメではなく、人の姿になっている。

「わっ。びっくりした。何なの、急に」

「陽ひが暮れたらツバメは飛べないの。乗せてって」

　と、シオンの胸に手を回し、ギュッと抱だきしめる。

「ちょ、ちょっと何するの」

　身をよじって彼は抵てい抗こうするが、グランディエはものともしない。

「だって、落っこっちゃうもーん」

　と、体をすり寄せる。シオンをからかっているのは明白だ。

「コウモリにでもフクロウにでもなって、飛んでけばっ！」

「いやあ、くたびれちゃって。長く変身してると疲れちゃうの。この姿が一番楽なのよ」

　シオンはグランディエがファティマの後ろに乗るのは何だか許せないので、「しょうがないなあ」と体をずらして鞍の後ろを明け渡わたす。ふと、シオンは彼がファティマに触ふれられないことを思い出した。

「グランディエ、何でファティマに触さわると痛いの？」

「彼女の魂は、清くてね。堕天使なもんだから、聖なる者に触れると痛いわけ」

　とっても残念、とグランディエは大おお仰ぎようにため息をつく。

「どうせ、僕の魂は清くありませんよ」

　シオンはふくれっ面つらをし、馬に拍車を入れた。

「あ、怒おこった？　シオン君、かわいー」

　グランディエは、ますます力を込めてシオンを抱きしめ、頰ずりまでした。







　館やかたではヨハンナが豪ごう華かな夕食を用意して待っていてくれた。

「すごいご馳ち走そうですね」

　シオンは食しよく卓たくに並べられた料理を見て驚おどろいた。王宮の晩ばん餐さん会かいではないかと思われるほど豊富な品数もさることながら、この食材の珍めずらしさはいったいどうなっているのだろう。

　初夏だというのに、秋冬に採れる野菜や果物。内陸のカルフにどうやって運んだのか、様々な種類の魚料理。中には、外国から取り寄せたのかシオンの知らない物もあった。

「シオン様の歓かん迎げい会かいと初はつ手て柄がらのお祝いですでの。少々奮発させていただきもうした」

　ホッホッホと曲がった腰こしに大きなエプロンをかけた老ろう婆ばは笑った。

「さ、乾かん杯ぱいー！」

　グランディエの白い繊せん手しゆが巨きよ大だいなジョッキを持ち上げた。

「堕天使なのに、ビールを飲むの？」

「何でも飲めるし、何でも食うぜ。好き嫌きらいするとばあさんに叱しかられる」

　悪魔は塩を嫌うが、グランディエは悪魔ではないので塩も平気だという。

　空腹の極きよく致ちにあったシオンには、できたての料理は涙が出るほどおいしかった。

「たんとおあがりなされ。育ち盛ざかりじゃ、たんと食べて大きくおなりなされ」

　ヨハンナは次から次へと料理を運んで来る。ふと、シオンは、この館の奉ほう公こう人にんがヨハンナ一人だと思い出し、ナイフとフォークを置いて台所へ入った。

「給きゆう仕じを手伝うよ。お皿を運ぶくらいなら……」

　途と端たん、シオンは台所で繰くり広げられる光景に目を丸くした。

　いくつもの大きな鍋なべやかまどの周りに、小さな精コー霊ボルトが何なん匹びきも取りついている。キイキイと甲かん高だかい声を上げながら、鍋をかき回したり、野菜を切ったりして忙いそがしく立ち働いていた。

「ヨハンナさん……。これって……」

「何か？　魔女だと疑われるようなことは口が裂さけても……」

　ヨハンナはホッホッホと笑って、精霊が盛りつけた皿を食堂に運んで行った。

　その後は、乾杯を繰くり返し、豪華な料理に舌した鼓つづみを打ちながら、ヨハンナも交えて、お互たがいの身の上話などをとりとめもなく語った。

「物心ついた時には、すでに修道院にいたわね」

　唇くちびると同じ色のブドウ酒を口に運びながら、ファティマは言った。

「お嬢じよう様が三つの時でございましたよ」

　ヨハンナはファティマが生まれた時から彼女に仕えているという。

「そんな小さい時から……」

「妙みような噂うわさをたてられちゃってね。その辺の事情はあなたと一いつ緒しよよ」

　ファティマは明るく言ったが、シオンにはその意味が痛いほど理解できた。

「ファティマという呼び名もそこでつけられたのよ。笑っちゃうでしょ。なにも異教の始祖の娘むすめの名をつけなくたってねえ」

「ファティマも本名じゃないんですか」

「シオンも本名じゃないでしょ」

　シオンとは聖地エルサレムの別べつ称しようである。

「僕のことで父が呼んだ悪トウ魔フエ祓ル・いバン師ナーが、この子は生まれた時につけた名も洗礼名も隠さなくちゃいけないって言ったんだそうです。」

「名前は大事にしろよ。名前を使う妖よう術じゆつはたくさんあるし、悪魔の黒い書物に名前を書かれたら契約成立になっちまうぞ」

「悪魔の書物って……？」

「悪魔が人に呪力を与あたえたり願いを叶かなえたりする代わりに、自分に忠誠を誓ちかわせて、死んだ後には魂を寄こせっていう契約を結ぶのはお前も知ってるだろ？　契約の証あかしにやつらはまず入信してきたやつに刻印をうがつ」

「知ってる。僕、悪魔の爪つめ痕あととか嚙かみ痕とかないか、体中調べられたもの」

　妖術師の疑いをかけられた時、教区の司祭の前で裸はだかに剝むかれたことを思い出してシオンは苦い顔をした。

「その後、悪魔は黒い書物に下僕となった者の名を書き入れる。黒い書物には術がかかっていて名を書かれたら最後、絶対に契約を破は棄きできないようになっているんだ」

「……知らなかった」

　シオンは鳥とり肌はだを立てた。自分の本名を知っているのは誰だれと誰だっけ、と指を立てて数える。

「まあ、その辺は悪魔も同じ。本当の名を呼ばれたら召しよう喚かんに応じなくちゃならないし、悪トウ魔フエ祓ル・いバン師ナーに名を知られたら、祓はらわれちまう」

「じゃ、グランディエも本名じゃないんだ」

「当然。こんなフランスの修道士みたいな名前、本名なわけないだろ。俺にだって、天使だった頃の由ゆい緒しよある名前があるのさ」

「うわ、知りたい。ね、誰にも言わないから教えて」

「だめ、内緒」

　グランディエはにべもない。

「ヨハンナさんは？　ヨハンナさんも内緒の本当の名があるの？」

「いえいえ、ヨハンナが本名でございますよ。私は、ただの人間ですゆえ、悪魔に目をつけられることもありませぬから、ことさら名を隠かくす必要はございませぬよ」

　精霊に料理を作らせた老婆は、ホッホッホと笑った。

　宴えん会かいは深夜まで続いた。もう遅おそいから寝ねなさいとファティマは世話を焼くのだが、シオンはまだ眠くないとだだをこねた。

「もしかして、母さんムツターの添そい寝がないと寝られないとか」

　グランディエは何なん杯ばい目かのビールを注つぎながらニヤニヤ笑った。

「バカにしないでよ。一人でも寝られるもん」

「この館には、いろんなのが来るよー。三つ目の赤あかん坊ぼうとか、女の顔をした蛇へびとか……」

「止やめてってばー」

　シオンは耳を塞ふさいだ。よしなさいとファティマはたしなめるが、堕天使は動じない。

「月の明るい晩には、墓の中から……」

「おやすみなさい！」

　しつこくからかうグランディエを振り切って、シオンは寝しん室しつに飛び込んだ。







　シオンは、ベッドから窓の外を眺ながめていた。満月が中天に白く輝かがやいている。

　馬に乗り続けて酷こく使しされたお尻しりは痛むし、とても疲つかれているはずなのだが、気分が高こう揚ようしてなかなか寝付けなかった。

　白い月に、美しいファティマの笑顔を重ねる。

　──あなたはきっとすばらしい魂のゼーレ捜索人・ズーヒアになるわ──

　そう言ってシオンを見つめた金の瞳が彼の胸を熱くしていた。

（彼女、僕と同じだったんだ）

　彼女もまたシオンと同じく生まれつき妖よう霊れいが視みえたため、魔女の疑いをかけられ、異い端たん審しん問もんの手を逃のがれるために修道院に入ったのだという。

　名門ウェッティン家の美しい姫。

　王おう妃ひに望まれても不思議ではない家柄と容姿に恵めぐまれたのに。

（つらいこともいっぱいあったんだろうな）

　人にはない力を持ったために、どんな目に遭あったか、どれほどの涙を流したか、何もかもが自分と重なって、シオンは胸が痛かった。

（でも、ファティマ、生き生きしてた）

　黒い修道服を着て、馬を駆かって、妖霊相手に立ち回りをやって、それでも彼女は美しかった。派手に着き飾かざった貴婦人たちより、数倍も美しかった。

（強くなりたい。妖霊に出会っても怯おびえなくてすむように。周りの人から冷たい目で見られても堂々と胸を張っていられるように。そして、彼女の役に立てるように……）

　──そうよ。がんばりなさい。大丈夫。何があっても、母は、あなたの味方です。

　母の励はげます声が聞こえたような気がした。

　いつしかシオンはまどろんでいた。眠りと目覚めの狭間はざまで、思い出と懐なつかしい夢が重なった。

　──かわいい坊や。何も心配することはないのですよ。ほら、もう恐おそろしいものは行ってしまいました。

「母上……」

　自分を抱だく温かい手は心地ここちよかった。髪かみを優しく撫なでている。幼い頃、妖霊を視て眠れなくなってしまった時、寝付くまでこうやって母が撫でていてくれた。

　温かい……？　手……？

　シオンは目を開けた。わずかに細められた銀色の瞳が、シオンの目の前にあった。

「わっ！」

　シオンはびっくりして飛び起きた。いつの間にかグランディエがシオンのベッドで横になっていた。しかも、薄うすい下着一枚というあられもない姿である。

「グ、グランディエ！　何でここで寝てるの！」

「何でって。夜中に妖霊が来て、かわいいシオン君が怖こわがったらかわいそうだなと」

「怖くないってばっ！　大丈夫だから出てって」

「とか何とか言っちゃってさ。ははうえーとかしがみついてきたくせに」

　ニヤニヤ笑う顔までが、月明かりに美しいのが憎にくったらしい。

「グランディエが出て行かないんだったら、僕が出てく！」

「あー。止めた方がいいよ」

　グランディエの言葉に耳を貸さず、シオンはどすどすと床ゆかを踏ふみならし、勢いよくドアを開けた。ドアの向こうにいたモノと目が合って、シオンは尻しり餅もちをついた。

　半分顔が溶とけた、長い髪の、生けモールる・ヴイ死者ヴアン──

「だから言ったのに」
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　グランディエはドアを閉めた。

「月の明るい晩は、墓場から死んだ人が出てくるんだよ」

　腰こしが抜ぬけて動けないシオンを、グランディエは軽々と抱き上げ、ベッドまで運んだ。

「もう大丈夫。天使のいるところに、死人はやって来られない」

　と、自分も隣となりへ潜もぐり込む。

　シオンは「堕だ天てん使しでしょ」と突つっ込みながら、お化けよりは、グランディエの方がまだましだと観念した。すると本当に天使のいるところに死人は来られないのか、生けモールる・ヴイ死者ヴアンは部屋には入って来なかった。

「グランディエ、なんで堕天なんかしちゃったの」

　神に反逆し、戦いに負けて天界を追われた天使が悪魔になったとシオンは教えられた。悪魔ではない堕天使など聞いたことがない。

　グランディエは片方の腕を枕まくらにし、もう片方の手でシオンのふわふわの金髪を弄もてあそんだ。

　長い睫まつげの下の、銀の瞳がシオンを見つめている。

　淡あわいピンクの唇くちびるが微かすかな笑みを浮かべていた。

（天使ってこんなにきれいなんだ）

　天使は男でもなく女でもないというのは本当なんだなと、シオンはグランディエの神秘的な美び貌ぼうに見入った。

　銀の瞳は相変わらず自分を見ている。ふとシオンは、グランディエの瞳が自分を映していないことに気づいた。どこか、もっと遠くの誰かを──

「…………女に惚ほれたからさ」

　あまりに時間が経たちすぎていて、シオンは何の質問をしたのか思い出すまでにしばらくかかった。

「女って、ファティマ？」

　熾し天てん使しアザジルはカインの孫まご娘むすめアナと恋こいに落ち、大だい洪こう水ずいの折に彼女を翼つばさの下に隠して遠い星へ逃にがしたという物語を聞いたことがある。天使が人に恋して、天界を追放されることもあるのだろうか。

　グランディエは、薄い笑みを浮かべたまま、

「……さあね」

　と、小さくつぶやいた。笑んでいるのに、透すき通る銀の瞳は、なぜか哀かなしそうだった。
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　闇やみの中で声だけが低く唸うなるように響ひびく。

　──ぬかったな。セルベール。

「申し訳ございません」

　セルベールと呼ばれた者が平へい伏ふくする気配。

　──あやつをストリゴイごときで倒たおせると思っておったのか。

　別の声が再び責める。

「御ご容よう赦しやを。すでに、別の手を打ってございますれば」

　──ほう。で、今度は間ま違ちがいなくあの女の魂たましいを手に入れるのであろうな。

　わずかに嘲ちよう笑しようを含ふくんでいる声は、女のもののようであった。

「人の心に棲すまう、情という名の魔まを用いて、罠わなを張ってありますれば、あやつもそうそう気づくはずはございませぬ」

　──我らが望み、必ず叶かなえよ。

　地の底から声が響く。

　──この闇の扉とびらを開かせよ。

　虚こ空くうから声が降る。

「御意ぎよい」







　２　魂を失った少女




　蒼そう天てんに鳥が舞まっていた。鳥のさえずる声に、短く鋭するどい金属音と少しばかり間の抜けた気合いが交じる。

　館やかたの中庭で、シオンはグランディエと剣けんの稽けい古こをしていた。

「ほら、右みぎ脇わきががら空きだぞ」

　横から迫せまるグランディエの剣を弾はじき返し、その反動を利用して剣を前へ突き出す。

「届いてないぞ」

　思いっきり手を伸のばしたはずだが、シオンの切っ先は、グランディエの喉のどから一フースも手前で止まっていた。

「…………」

　シオンは無言で剣を降ろした。額の汗あせを拳こぶしで拭ぬぐう。

「太た刀ち筋すじも速さも申し分ないんだがな。あと半歩の踏み込みが足りない」

「わかってるけど……、ほんとに刺ささっちゃったらどうしようかと……」

「俺がお前に刺されるかっての」

　グランディエは、「ま、ひと休みだ」と庭の隅すみに据すえられたベンチに腰こし掛かけた。シオンも隣に座って冷たいショウガ水を口に運ぶ。

「喧けん嘩かは気合いだぞ。気合い負けしたら、自分よりも弱いやつにだってやられちまう」

「実家の剣の師し匠しようにも同じこと言われた。闘とう争そう心しんが足りないって。でも、斬きられたら痛いだろうなとか、こんなことしたら悪いかなって、つい思っちゃう」

「まあ、そこがお前の長所でもあり、短所でもあるな。お前の親が、悪トウ魔フエ祓ル・いバン師ナーに弟子でし入りさせなかったのは大正解だ。悪魔の気持ちを汲くんでいたら返り討うちに遭あっちまう」

　グランディエは、午前中のことを思い出してクスクス笑った。

「だがな、精コー霊ボルトのばあさんに説教されるようじゃ魂のゼーレ捜索人・ズーヒアへの道も果てしなく遠いぞ」

「それはもう言わないでよっ！」

　シオンは赤く染まった頰ほおをふくらませた。







　午前中、シオンはファティマに精霊の召しよう喚かんを教わっていた。

　シオンはある意味優等生だった。数々の呪じゆ文もんを瞬またたく間に覚え、召喚の魔法円も正確に描かいた。魔法円に書き入れる難しい古代ヘブライ語の文字も一字一句違たがえることはなかった。

　しかし、何度呪文を唱えても精霊が来ないのである。

「呪力が足りないとは思えないんだけどねえ」

　ファティマは腕を組んで首を傾かしげた。

　妖よう霊れいを操あやつるには、操りたいと思う妖霊に応じた呪力が必要だった。いくら正しい呪文を唱えたところで、術者の呪力が足りなければ、ただの言葉に過ぎない。

　シオンには生まれながらに強い呪力がある。そして正確な魔法円の中で正しく呪文を唱えている。しかし、精霊は召喚に応じないのである。

「気合いの問題かも。自信を持って。僕はお前の主人だ、命令に従え、ぐらい強気でなくちゃだめよ」

「……はい」

　シオンは、再び呪しゆを唱え始めた。額に汗を浮かべ、一心不乱に唱え続ける。しかし、精霊は来ない。（やっぱりだめかな）とあきらめかけた時、

　──誰じゃ、うるさいのう。

　膝ひざ丈たけほどのしわくちゃの顔をした精霊が不ふ機き嫌げんそうに魔法円の中心に立っていた。顔を見ただけでは男なのか女なのかわからないが、スカートにエプロンをかけているところをみると女性の精霊なのだろう。

　──お前か小童こわつぱ、わらわを喚よんだのは。

　シオンは、目を見開いたままコクコクとうなずいた。

　そこから先、シオンは精霊のおばあさんに、召喚をする際の心構えから精霊への礼れい儀ぎ作法に至るまで、午前中一いつ杯ぱいこんこんと説かれたのである。







「剣術も呪術も、絶対譲ゆずらない、死んでも負けないっていうような意気込みが必要だぞ」

　ようやく笑いの治まったグランディエは言った。

「……うん。僕もそう思う」

　シオンはしょんぼりと肩かたを落とす。

「シオン、優やさしさと気弱さは同じじゃない」

　グランディエのいつになく真しん摯しな声こわ音ねに、シオンは顔を上げて、彼の美しい横顔を見た。

「誰かを守りたいとか、幸せにしてやりたいと思うのは優しさだが、そいつを守るのにも幸せにしてやるのにも強さが必要だろ」

　堕だ天てん使しの銀の瞳は彼方かなたの蒼そう天てんを見ていた。空を透すかして、彼は遠い過去の、遥はるかな園そのに思いをはせる。

「グランディエ、誰か守りたい人がいるの？」

　銀の瞳がゆっくりとシオンの方に向けられた。彼はあるかなしかの微かすかな笑みを浮かべる。

「たとえばの話さ……」




　ローマのマグヌス枢すう機き卿きようから、魂の捜そう索さくの依い頼らいが来たのは、その日の夜のことだった。
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　大人の握にぎり拳こぶしほどの光だった。他を照らすほどの輝かがやきはなく、おぼろ月のように頼たよりない光である。

　光は、少女の姿をしていた。

　彼女は丸い鳥カゴの中にいた。細木で組まれたカゴの目は粗あらかったが、少女がそこから出ることはかなわず、また、誰も少女をカゴから出すことはできない。

　なぜなら、巨きよ大だいな蜘蛛くもが鳥カゴの上に乗り、毛の生えた八本の脚あしがカゴを抱だきかかえるように包んでいたからである。蜘蛛の八個あるはずの目は、今、七個しかなかった。そのせいで、蜘蛛はこのカゴから動くことができない。

　カゴの傍かたわらに、一本のロウソクだけが灯ともっていた。そのロウソクの火が、さしたる調度類もない粗そ末まつな部屋を照らしている。窓はなく、四方は板いた壁かべに囲まれていた。土間に直接置かれたテーブルに、少女の入った鳥カゴが置かれている。

　扉が軋きしみ、うつむいていた少女は顔を上げた。

　蜘蛛の姿をした妖霊は七つの目で、近づいてくる人ひと影かげを睨にらんだ。

　美しい青年だった。淡あわい藤ふじ色いろの髪かみ、同じ色の瞳、そして、背には一対ついの輝く大きな翼つばさがあった。しかし、ゆっくりと歩み寄る彼の片足は引きずられていた。真の天使が癒いえない傷を負うはずはない。足を引きずるのは地に堕おちた者の証あかしだった。

　彼は、背をかがめ鳥カゴに顔を近づけた。蜘蛛の口からシャッという威い嚇かくの音が漏もれた。

「すまない、マリーエ。お前をこんな目に遭あわせてしまって」

　堕天使は少女に語りかけた。

　──いいのよ。

　少女は首を横に振ふった。

　──私が望んだことだもの。

「後こう悔かいしていないか？」

　再び少女は首を横に振った。

「その身は汚けがれ、二度と神に祝福されることはなくなる。それでもかまわないのか？」

　──かまわないわ。あなたと一いつ緒しよにいられるなら。

　少女の瞳が、美しい堕天使を愛いとしげに見つめる。

「私は、悪魔だ。お前を騙だまそうとしているとは思わないのか？」

　──いいのよ。騙されているとしても、……幸せなんだもの。

　堕天使は笑んだ。ほんの少し苦い笑みだった。

「お前を騙してはいない。騙す方が楽だったのだが」

　──わかっているわ……

「もうしばらくの辛しん抱ぼうだ。あのクロイツさえ手に入れれば、お前をその縛いましめから解くことができる」

　堕天使は愛しい少女に誓ちかった。

「絶対に手に入れる。それまで、待っていてくれ」
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　ローマは空も町並みも明るかった。強い夏の陽ひ差ざしが建物や石いし畳だたみに跳はね返り、目を射るような眩まぶしさである。家々の屋根づたいに視線を上げれば、彼方の丘おかの上にはラテラノ宮きゆう殿でんが荘そう厳ごんなたたずまいを見せていた。

「お土産みやげに本家本元の贖しよく宥ゆう状じよう買っていく？」

　石畳に蹄てい鉄てつの音を響ひびかせ、ファティマはからかうように言った。

「いえ。山ほど持っていますから」

　シオンは苦笑いした。贖宥状すなわち免めん罪ざい符ふを買えば魂たましいが救われるという教会の教えにすがった両親は、シオンのために大金を寄付し、大量の贖宥状を手に入れたが、彼の妖霊を視みる力は消えなかったのである。

　ファティマとシオンは、今回の依頼主であるマグヌス枢機卿の館やかたの前で馬を降りた。

　聖堂でも礼拝堂でもないのだが、ツバメのグランディエは「坊ぼう主ずは苦手だ」と外の楓かえでの木に留とどまる。

　侍じ従じゆうに案内を請こうと、マグヌス枢機卿自らが迎むかえ出た。公務を終えて帰宅したばかりなのか、彼は、緋ひ色いろの帽ぼう子しに緋色のローブを身につけたままだった。いくらか白い物が交じった黒髪に黒い瞳。目め尻じりには年相応の皺しわが刻まれている。温おん厚こうそうな顔には少なからず疲つかれの色が滲にじんでいた。

　挨あい拶さつもそこそこに、枢機卿は階上の寝しん室しつの一つに二人を導く。

　寝室の主は若い娘むすめなのだろう。窓には明るい色のカーテンが掛かけられ、長なが椅い子すにはかわいらしい花模様のクッションが置かれている。

「姪めいのマリーエだ」

　予想に違たがわず、窓辺に据すえられた寝台に、十六、七歳と思われる一人の少女が眠っていた。

　栗くり色いろの巻き毛、ふっくらした頰、薄うすいピンクの唇くちびるにはまだあどけなさが残っている。愛らしい少女だった。ゆるく胸が上下しているのでなければ、誰だれもが美しい人形だと見み紛まがうだろう。

　ファティマは寝台に横たわる少女の傍かたわらに寄った。

「あっちに行ってなさい」

　と、シオンを遠ざける。

　ファティマは少女の寝ね間ま着きの胸をはだけた。少女の体の状態を調べながら、

「いつからこのような状態なのですか」

　枢機卿に尋たずねる。

「先週の日曜だ。ミサに行く時間になっても起きてこなかった。それで魂が抜ぬけていることに気づいたのだ。だから、もしかすると土曜の夜かもしれん」

　枢機卿は、暗い顔でため息をついた。

「まったく、どうしてこのようなことになったのか……」

　ファティマは少女の胸むな元もとを整えると枢機卿に向き直った。

「魂が体から離はなれるのにはいくつかの場合があります。重い病や大おお怪け我がなどで深い眠りについているのは、魂が抜けてしまった状態です。診みたところマリーエさんには外傷もありませんし、病気であったとも思われません。他ほかに考えられることとしては、どうしてもそこへ行きたいのだけれど行けないために、魂だけがその場所へ行ってしまったか、あとは、悪魔に憑つかれて、恐おそれた魂が逃にげ出したか」

「なんと……」

　枢機卿の顔から血の気が引いた。

「このような状態になる前、悪魔に憑かれたような様子がありましたか？」

「い、いや。普ふ段だんと変わらなかった。だが……先日、この部屋で夜中に妖あやしい人影を見たと侍じ女じよが言っておった。その時は、夢でも見たのだろうと取り合わなかったのだが、もしや……」

「その方にお話を伺うかがわせてください」

　枢機卿は、卓たく上じようのベルを鳴らして人を呼び、「エリザをここへ」と、その侍女を連れてこさせた。

「もう、半月ほど前になりましょうか。夜中になって雨が降り始めたのでマリーエ様のお部屋の窓を閉めに参ったのでございます。いつもマリーエ様は窓を開け放しておやすみになられますので」

　くだんの侍女は語った。

「お部屋の前まで来たときに、何か睦むつまじげな話し声が聞こえて参りました。マリーエ様と、もうお一ひと方かたは若い男の方のように思われました。わたくし失礼ながら鍵かぎ穴あなから覗のぞかせていただいたのです」

　侍女は、マリーエに秘密の恋こい人びとがいて、開け放たれた窓から彼が訪ねて来たと思ったのだと言う。彼女の推量はある意味当たっていた。

「それはそれは、この世のものとも思われないほど美しい殿との方がたでした」

　そこで侍女はチラとファティマに視線を奔はしらせる。ファティマもまた類たぐい希まれな美び貌ぼうの持ち主だったからだろう。

「藤色の髪に藤色の瞳、あれは人間ひとではありません。私が驚おどろいて叫んだ途と端たん、その人はスッと窓の外へ姿を消してしまいました。急いでお部屋に入り、マリーエ様に問いただしたのですが、お嬢じよう様は、そのような人はいなかった、気のせいだろうと言い張るばかりで──」

　話し終わった侍女を下がらせると、枢機卿はがっくりと椅い子すに腰こしを落とした。

「……なんてことだ………悪魔に魅み入いられたとは…………」

　枢機卿は両手に顔を埋うずめ、すすり泣いた。やがて彼は顔から手を離し、すがるようにファティマを見上げた。

「ファティマ殿どの。実は……マリーエは姪ではない。私の実の娘なのだ。この子の母親はこの子が幼い時に亡なくなってしまった……不ふ憫びんな子なのだよ。どうか、どうか…………」

　手を胸の前で組み、枢機卿は祈いのるように訴うつたえる。

「わかりました」

　ファティマは深く頷うなずく。

「とにかく痕こん跡せきを追ってみましょう。シオンいらっしゃい」

　ファティマはシオンを呼び寄せた。少女の胸の上に手をかざし、その上にシオンも手を重ねる。ファティマの唇から呪しゆが紡つむがれた。

　二人の目に、魂の通り道、痕シユプールが映る。

　痕シユプールは、窓から抜けて長く伸のび、輝かがやく夏空に吸い込まれていた。

「すぐに捜そう索さくに向かいます。が、その前に。閣下の御お髪ぐしを一ひと房ふさいただけますか」

　魂を呼び寄せるのには、親しい者の髪や爪つめなど体の一部が必要だった。ファティマに命じられて、シオンは「失礼します」と短く刈かり上げられた枢機卿の髪に鋏はさみを入れる。

　シオンの指が枢機卿の額に触ふれたとき、「あれ？」と、シオンは小さな声を上げた。シオンの指先に軽い痺しびれが走った。首の後ろの産うぶ毛げがそそけ立つ。それはほんの一いつ瞬しゆんのことで、すぐにその奇き妙みような感覚は消えた。

（気のせいかな？）

　シオンはいつも通り、髪を黒こく檀たんの宝石箱に入れた。

　その間、ファティマは呪を唱えながら部屋のあちこちに羊皮紙を貼はった。羊皮紙には、聖十字の模様と、ヘブライ語の聖なる呪じゆ文もんが書かれている。

「それは、何をしているのだ？」

　枢機卿の問いに、

「結界を張っております。魂の抜けた体は、妖よう霊れいどもの格かつ好こうの住すみ処かとなりますので」

「妖霊の住処？」

「魔ま物ものや悪あく霊りように取り憑つかれやすくなるということです。聖なる場所ならば、悪あしき妖霊は入れませんから、本当は礼拝堂にマリーエさんを移せれば一番いいのですが、そうもいきませんでしょう」

「……かたじけない」

　悪魔に魅入られたと知られれば、たとえ無事に魂が戻ったとしても、マリーエは異端審しん問もんにかけられる。大たい抵ていの場合、有罪の証しよう拠こが見つかるまで拷ごう問もんされ、火か刑けいに処せられる。仮に、火刑を免まぬがれたとしても、決められた日に断だん食じきや懺ざん悔げや、聖体拝はい領りようの秘ひ蹟せきを受けるなどして、何年もの歳月をかけて異端審問所に免めん罪ざいを請こわねばならない。当然、マリーエの身内である枢機卿は、教皇より破門を言い渡わたされ、ローマから追放の身となるのは明白だった。そのような事態を避さけるため、ファティマはあくまで秘ひ密みつ裏りに事を進めようとしていた。

　結界のための羊皮紙は、玄げん関かんや裏口にも貼り付けられた。

「これで、悪しきモノはこの館には入って来られません。けれど、こちらから招き入れれば入ってきてしまいますので、注意なさってください」

　どうかマリーエを救ってくれと懇こん願がんする枢機卿に見送られ、二人は枢機卿の館を辞した。







　マリーエの痕シユプールをたどって馬を走らせていくと、間もなくツバメのグランディエが追いついた。くるりと旋せん回かいしてシオンの頭の上に留まる。

『どうだった？』

　ツバメはシオンの目を通して、痕シユプールの行方ゆくえを視みながらファティマに尋ねる。

「十六、七のかわいらしい娘さん。名前はマリーエ」

『いいねえ。どうせ捜さがすなら、むさいおじさんよりも若い娘の方が、捜し甲が斐いがある』

　この緊きん急きゆう事じ態たいにこんな軽いノリでいいのかと、シオンはため息をつく。

「ただね、彼女に通っていた悪魔がいたらしいわ。藤色の髪に藤色の瞳だそうよ。心当たり、ある？」

『いや、俺の知り合いに、そういうのはいないな。刻印は？』

「なかったわ」

『契けい約やく前に魂たましいを持って行ったのか。せっかちなやつだな』

　ツバメは、『先に行くぞ』とシオンの頭から飛び立ち、瞬またたく間に青い空に消えて行った。

「悪魔の刻印、なかったんですか」

「そうなのよ。まあ、契約前で幸いと言えば幸いなんだけど」

　ファティマは首を傾かしげた。

「変ね、確かに、悪魔は魂を欲しがるけど、普ふ通つうは人間に呪力を与あたえ、代だい償しようとして死んだ後には魂を寄こせっていう契約を結ぶでしょ。神の似に姿すがたである人間を堕だ落らくさせることが、悪魔の使命だし、喜びなんだもの。生かしておいて悪事を働かせるはずだわ」

「そうですね。契約もしないうちに、マリーエの魂を奪うばうなんておかしいですね」

　シオンは相づちを打ちながら、グランディエの飛び去った方角に目を向けた。

　マリーエの痕シユプールはどこまでも続いていた。ローマの中心街を抜けて、西へと伸びている。

　シオンは、先ほどから気になって仕方のない疑問を思い切って口にした。

「……あの、聖職者は結けつ婚こんできないんですよね」

「そうよ。でも、マリーエはマグヌス枢機卿の実の娘さんだって言っていたわね。公おおやけにできない子どもを手元に置いておくなんて、よっぽど卿はマリーエが可愛かわいいんだわ」

　シオンが聞きたかったのは別のことだった。

「あ、あの……ファティマ。魂のゼーレ捜索人・ズーヒアも聖職者でしょ」

「魂のゼーレ捜索人・ズーヒアは悪トウ魔フエ祓ル・いバン師ナーと同格の下級二段の聖職者よ。でも、私は女だから正式に叙じよ品ひんは受けていないの。一応修道女ではあるけど」

　今さらそれがどうしたの？　というような顔でファティマは答えた。

「じ、じゃあ……ファティマも一生結婚できないんですか」

　消え入りそうな声でシオンは尋たずねた。

「できないことはないわよ。還げん俗ぞくしてしまえばただの女だもの」

　それを聞いてシオンはとてもほっとした。

（よかった。結婚できるんだ。きっときれいな花はな嫁よめさんになるだろうな）

　シオンは、ファティマの美しい花嫁姿を想像して頰ほおを弛ゆるませる。そして、花嫁の手を取る自分の姿を思い浮かべ、ボッと火がついたように顔を赤らめた。

（ぼ、ぼ、僕は、いったい何を考えているんだ……）

　一人でうろたえ、思わず馬の歩を緩ゆるめてしまったシオンに、ファティマが「どうしたの？」と振ふり返った。

「い、いえ。何でもありません」

　シオンは慌あわてて馬に拍はく車しやを入れた。

　一時間近くも馬をとばしただろうか、潮の香かが漂ただよってきた。港町オスティア・アンティーカが目と鼻の先に迫せまっていた。

「まさか、地中海を越こえて行ったりしてないですよね」

　シオンは痕シユプールを目で追いながら言った。

「大だい丈じよう夫ぶみたいよ」

　こちらに向かって飛んでくるツバメの姿があった。グランディエは痕シユプールをどこまでも追っていくはずである。海を越えたのなら戻るには早すぎる。

『まずいことになってるぞ』

　ツバメはファティマの目の前で旋せん回かいして、再び海の方に向かう。

『痕シユプールが途切れている』







　そこは、オスティア・アンティーカの外れに位置するテヴェレ川の河口近くの河原だった。下流を眺ながめ渡せば遥はるかにティレニア海を望む。湿しめった海風に、生おい茂しげる夏草の匂においが、余計に暑苦しさを感じさせた。

　空に浮かんでいた痕シユプールが、河原の上空で急激な下降線を描えがいている。そして、それは人の目の高さでふっつりと切れていた。

「ここで封ふう印いんされたのね」

　ファティマが苦い顔でつぶやいた。

「生き霊を封印してとっておくなんてどういうつもりかしら」

　ファティマは、膝ひざをつき、痕シユプールが消えた辺りの地面に掌てのひらを当てた。

「何かが通ったような感じはするけど、はっきりしないわね」

　と、シオンの肩に留まっているツバメを見上げる。

『ああ。妖霊やら呪術師やらの気配はそこら中に残っているが、どれが犯人のものかはっきりしないな』

　ツバメがやれやれというように翼つばさの付け根を持ち上げた。肩をすくめたつもりなのだろう。

「とりあえず、宿をとりましょう。そこで占うらなってみるわ」

　すでに陽ひは傾かたむき、彼方かなたの海が朱しゆに染まり始めていた。二人と一羽はオスティア・アンティーカの街へ向かう。

「わあ、海だ」

　実家のカッセルではろくに館やかたの外にすら出たことのないシオンである。もちろん間近に海を見るのは初めてだった。

　オスティア・アンティーカは大きな港町だった。海岸沿いには、魚ぎよ介かい類や外国製品を売る店が建ち並び、商人や旅行客などが店先を賑にぎわせていた。シオンはそれらの店を物もの珍めずらしげにきょろきょろと眺ながめ回す。

「この一つ向こうの通りに、旅籠はたごが何なん軒けんかあるそうよ」

　土産みやげ物もの屋で道を尋たずねてきたファティマが路地を指さした。シオンは馬を引き、ファティマについて路地に入る。

　夕暮れが迫り、路地は薄うす暗ぐらかった。路地の向こうに数人の人影が見える。

　薄うす汚ぎたない胴プール・衣ポアンに長ズボンブレーの男たちは、どう見ても街のごろつきか海かい賊ぞくだ。ファティマとシオンはその道を通るのをあきらめ、後あと戻もどりしようときびすを返した。しかし、今自分たちが入ってきた路地の入り口にも別の一団がいた。再び振り返ると、先ほどの連中が路地を入ってくる。

　男たちは無ぶ精しようひげの顔に、ニヤニヤと野や卑ひで凶きよう暴ぼうな笑みを浮かべていた。

　シオンの膝がガクガクと震ふるえた。考えてみればもっともなことだった。どう見ても貴族の子し弟ていとしか見えない少年と、たおやかな修道女の二人連れである。飲み代しろを稼かせぐのには格好の獲え物ものに違ちがいない。

「そこを通していただけません？」

　ファティマは全く動じた風もなく男たちに向かって言った。

「ただで通すわけにはいかねえなあ」

　垢あかじみた袖そで無なしの胴プール・衣ポアンを着た男が一歩前へ出た。

　ファティマの顔を見たその男がピュウと口笛を吹ふいた。

「こりゃあ、すげえ別べつ嬪ぴんさんだぜ。尼あまにしとくのはもったいねえ」

　淫いん猥わいな表情を浮かべ、男は舌なめずりした。男の意図を察したシオンは、汗あせばむ手で剣の柄つかを握にぎった。

「おお？　ぼっちゃん、やる気かい？」

　男は長剣を抜ぬいた。

「グ、グランディエ……」

　シオンは肩に留まっているはずのツバメに助けを求めた。しかし、いつの間に姿を消したのか、グランディエの姿は見あたらない。

「女は殺すなよ。殺やるのはたっぷりかわいがってからだ」

　シオンに刃やいばを向けたまま、袖無しの男はファティマから目を離はなさない。

「ガキはどうする？」

「殺やっちまってからでも身代金は稼かせげるだろうよ。指の一本でも親んとこへ送りゃあいい」

　シオンは総毛立った。

「笑っちゃうほどおきまりの台詞せりふね。もうちょっと気の利きいたこと言えないの？」

　嘲ちよう笑しようを含ふくんだ声に、男たちの目が一いつ斉せいにファティマを向く。美しい白い顔には、微み塵じんも怯おびえた様子はなかった。

「なん……」

　罵ば倒とうしようと開きかけた男たちは口がそのまま凍こおり付く。艶つややかな赤い唇くちびるの端はしがニッと笑みの形につり上がったのだ。艶あでやかではあったが、その笑みはなぜか男たちを震しん撼かんさせた。

「あんまり事を荒あら立だてたくないんだけど、急いでいるのよ。悪いわね」

　ファティマの「悪いわね」の「ね」と同時に、彼女の真ん前にいた袖無し男が前へつんのめった。目にも留まらぬ速さで、ファティマの拳こぶしが男のみぞおちにめり込んだのだ。

　すでにファティマは倒たおれかかる男の脇わきをすり抜け、何が起きたのかも気づかずにいた隣となりの男の首筋に手刀をたたき込んでいた。

　目の前で突とつ然ぜん倒れた仲間を啞あ然ぜんと眺めていた男たちが、はっと我に返る。

「このアマ！」

　長剣を振りかぶって襲おそいかかる太った海賊くずれを、

「事実、尼なんだけど」

　と言いながら、ファティマは身を捻ひねって剣をかわし、たたらを踏ふんだ男の後頭部に拳を打ち込む。

「ガキだ、ガキを捕つかまえろ」

　ファティマがただ者ではないと知ったごろつきは、シオンを楯たてにとろうとする。

「ひゃあ」

　相変わらず情けない声を上げて、シオンは剣を抜いた。剣の切っ先が微かすかに震える。それでも上段から振り下ろされるやくざの長剣を、鍔つばで受け止めた。軽く身を沈しずめ、勢いを付けて撥はね返す。続いて襲ってくる刃を払はらいのけ、シオンは壁かべを背にして次の攻こう撃げきに備えた。

「このガキ、弱っちそうなふりしてなかなかやるぜ」

　シオンに刃を向けている男が、いまいましそうに唾つばを吐はく。

（いえ、ふりじゃなくて、ほんとに弱いんです）

　シオンにとっては、人間相手の戦いは初めてである。魂たましいの捜そう索さくについて行って妖よう霊れいと戦ったことが数度あるだけだった。しかし、妖霊の方が数倍の速さでしかも不規則な攻撃をしてくる。それに比べれば、やくざどもの剣技は単調そのものだった。当然、シオンの剣の師し匠しようであるグランディエとは比ひ較かくにもならない。従ってシオンはやくざの剣を楽々と見切ることができた。ただ、本人にはその自覚がなかったのだが。

　しかし、敵の刃を見切って防戦することはできても、攻撃となると……

「イヤー」

　間の抜けた気合いとともに突つき出されたシオンの剣は、やくざの喉のどに届かなかった。

『だからー、あと半歩の踏み込みが足りないんだってば』

　路地の上からグランディエののんびりとした声が聞こえた。ツバメが軒のき先さきに留まって羽づくろいをしている。

「グランディエ、いるんなら助けてよ！」

　シオンは、横ざまに薙ないでくる剣を、身を沈めてかわしながら叫んだ。

『これも修しゆ行ぎようだ。がんばりたまえ』

　ツバメはとりあってくれなかった。

「あんまり怖こわくてイカレちまったか？」

　ツバメとの会話だとは思わない男は、シオンが錯さく乱らんしたのだと勘かん違ちがいしてせせら笑った。

　一方、ファティマは長剣の荒あらくれどもを、素す手でで次々と倒していた。突きをかまして回し蹴げりを食くらわす。その度たびに、深い切り込みの入った修道服から真っ白い脚あしが腿ももまでのぞいた。

　ファティマの左右から同時に男たちの長剣が振り下ろされた。

「ファティマ！」

　視界の隅すみに入ったファティマの危機に、一いつ瞬しゆんシオンは我を忘れた。今まで踏み出せなかった半歩を無意識のうちに踏み出していた。

　ザクッ。

　今までに味わったことのない手て応ごたえが刃から柄つかに伝わり、シオンはギョッとした。見ると、自分と対たい峙じしていたやくざ者の左肩から右脇腹にかけて、朱しゆ色いろの一線が引かれている。次の瞬間、傷口から血しぶきが舞まい、男はゆっくりと背中から倒れた。

「う、うわ……」

　シオンは二、三歩後退すると、血ち糊のりのついた剣を放ほうり捨てて尻しり餅もちをついた。

　ファティマは、左右からの攻撃を半歩の後退で難なんなくかわし、前まえ屈かがみになった男の眉み間けんを両手の拳で突いた。尻餅をついたままのシオンに斬きりかかろうとする男を、後ろ回し蹴りで昏こん倒とうさせる。荒くれどもは一人残らず地面に倒れ伏ふした。

（……斬っちゃった。人を、人を斬っちゃった）

　ファティマが近づいて来ても、茫ぼう然ぜん自じ失しつしたシオンは座り込んだままだった。

「大だい丈じよう夫ぶよ。死んではいないわ」

　ファティマは血にまみれて仰ぎよう臥がしている男の傍かたわらにかがみ、胴衣を裂さいて傷口を露ろ出しゆつさせた。小さく呪しゆを唱えながら、男の傷口を指先でなぞる。男は完全に気を失っているらしく、傷に触さわられてもピクリともしなかった。

　ファティマの指先の周りを小さな虹にじ色いろの光の粒つぶが舞っていた。精霊を喚よび出し、呪じゆ術じゆつで傷を塞ふさいでいるのである。やがて、男の創傷から流れ出ていた血が止まった。

「ま、こんなもんでいいでしょ。大げさに治ち療りようして魔ま女じよだなんて騒さわがれても面めん倒どうだし」

　ファティマは、指先についた血を振り払うと立ち上がった。

「立てる？」

　手を差し伸のべるファティマの優やさしい笑みを見た途と端たん、シオンの両りよう眼めからどっと涙が溢あふれた。

「……人を……僕、人を斬って……」

「この場合仕方なかったのよ。死なせたわけじゃないのだから良しとしましょ」

　今度、体術の修行もしましょうね、とファティマは付け加えた。

　シオンは、差し出されたファティマの手を握った。温かくなよやかな手だった。その手につかまって立ち上がってからも、シオンはその手を離せなかった。ファティマがそっとシオンの肩かたを抱だく。

「びっくりしたのね。大丈夫よ」

　シオンはファティマの肩に顔を押しつけて、幼い子どものように泣いた。女性らしい甘い香かおりがシオンの鼻び腔こうをくすぐる。ファティマの腕は心地ここちよかった。

（守りたかったんだ。僕は、ファティマを守りたかったのに……）

　シオンは自分の弱さが情けなかった。

　まだしゃくり上げているシオンの手を引いてファティマは路地を歩き出す。

「グランディエ。あつーい抱ほう擁ようがいいかしら、それとも熱ねつ烈れつなキスの方がいい？」

　振り返りもせずファティマは言い放った。

『げっ』

　ツバメは慌あわてて軒先から舞い降り、

『……いやその、俺の出る幕なんかないと思ったってか、坊ぼうやには実戦経験が必要だと……その、まさかほんとに斬るとは……』

　あたふたとファティマの頭の周りを飛びながら申し開く。

　きれいに失神した街の鼻つまみどもが路地で発見されたのは、星が瞬またたき始めた頃ころだった。







　ファティマたち一行は、商人相手の大きな旅館に宿をとった。巡じゆん礼れい者しやや修しゆう道どう僧そうは教会に泊とまるのが慣例なのだが、教会ではグランディエが入れない。また、痕シユプールの途絶えたマリーエの魂を占うらなうには、あれこれ干かん渉しようされない旅館の方が都合がよかったのである。

　借りた離れは二つの寝しん室しつと居間が続き部屋になっている。早さつ速そく、ファティマは寝室の窓を閉め切ると、術の準備を始めた。

「手間がかかるかもしれないから、食事でもしてて」

　と言うので、シオンとグランディエは離れの居間で一足先に夕食をとった。

　旅館は食堂を兼かねており、本来、泊まり客は食堂まで行って食事をする。最初、二人は食堂へ向かったのだが、グランディエが食堂の扉とびらを開けた途端、彼を見た女給がパアッと頰ほおを染めて皿を取り落としたり、海うみ千せん山やま千せんの商人（男性である）が口に入れるはずのブドウ酒を服にこぼし、それに気づかずにいるという混乱ぶりを見せたので、離れに食事を運ばせたのである。

　シオンの涙は止まっていて笑え顔がおを見せたりもしたのだが、空から元気であることは明白だった。

「悪かったな。いやな思いをさせて」

「ううん」

　シオンは微笑ほほえんで首を横に振る。

「グランディエのせいじゃないもの。これは僕の問題」

　シオンは、スプーンを手に取り元気よく食事にとりかかった。

「グランディエ、前に言ったよね。誰だれかを守り通すには強さが必要だって」

「ああ」

「なんとなく意味がわかった。剣の強さも必要。どんなに凶きよう悪あくな相手にだって手加減できるほどの強さがね。でも、それだけじゃない。気持ちも強くなくちゃ」

　人を斬ったショックからまだ十分に立ち直れていないだろうに、無理矢理食事を口に運ぶシオンを、グランディエは微び笑しようを浮かべて見守っていた。

「いちいちくじけてたら前へ進めない。守りたい人も守れない」

　シオンはスプーンを握にぎりしめ、自分に言い聞かせるようにつぶやいた。







　ファティマは床ゆかに白はく墨ぼくで魔法円を描かき、聖水を満たした水すい盤ばんを円の中心に置いた。

　水盤に指先を浸ひたし、呪を唱える。指を聖水から離すと、そこに肌はだも髪かみも薄うす青あおい女の顔がぼんやりと映った。

　──御ご用ようでございますか？

「マリーエの魂を捜さがして。テヴェレ川の河原で痕シユプールが途切れているわ」

　──承知しました。

　水面から女の顔が消えた。しばらくすると水に夕方訪おとずれた河原の風景が映る。

　風景が川の上流へと移って行った。やがて風景は森へと姿を変える。

　そこで突とつ然ぜん、水面に閃せん光こうが奔はしったかと思うと、聖水がバシャッと飛び散った。

　ファティマは小さく舌打ちをした。こちらが占っているのに気づき、術を撥はね返されたのである。

　ようやく静まった水面に先ほどの青い女が現れた。

　──申し訳ございません。カルネヴァーレ山付近だとは思うのですが。

「わかったわ。戻りなさい」

　ファティマは水鏡の精霊を帰すと首を傾かしげた。水盤から聖水が飛び散る寸前、水鏡に術を撥ね返した男の姿が映った。しかし、彼は藤ふじ色いろの髪の悪魔ではなく、褐かつ色しよくの髪の妖よう術じゆつ師し、すなわち人間だったからである。

「カルネヴァーレ山だな。とにかく行ってみる」

　話を聞いたグランディエは立ち上がった。

「気をつけなさい、敵は一人じゃないわ。妖術師を使ってる。しかもかなりの使い手よ」

「たかが娘一人に、手下の手を借りてんのか。大した悪魔だな」

　グランディエは、フンと鼻を鳴らすとコウモリに姿を変え、開け放たれた窓から夜空に舞って行った。







　３　サン・ピエトロ大聖堂




　シオンは、胸が重苦しくて寝ね返がえりをうった。

「……グランディエ？　帰ったの？」

　なんだかんだ言って、グランディエはいつもシオンのベッドに潜もぐり込んでくる。シオンは、グランディエがカルネヴァーレ山の探たん索さくから戻ってきたのだと思った。

『にゃあ』

　聞き慣れない声である。

「にゃあ？」

　シオンは目を開けた。最初に視界に飛び込んだのは、一対ついの光る緑の目だった。その目が、シオンの胸の上に乗っかった全身真っ黒な猫ねこのものだと気づくと同時に、

『マリーエは預かった』

　と、その猫が喋しやべった。

「わ────っ」

　考えるよりも先に悲鳴がほとばしってしまうのは、相変わらずである。

「どうしたの！」

　隣りん室しつからファティマが飛び込んできた。

　猫を胸の上に乗せたまま、シオンは金かな縛しばりにあったように動けない。

『マリーエの魂たましいは預かった。返して欲しくば、明日の月の出の時刻、月光のクロイツを持ってボッチェアの墓地へ一人で来いと、マグヌスに伝えろ』

　シオンは、こくこくと頭だけを動かしてうなずいた。

　猫は、駆かけ寄ろうとするファティマを一いち瞥べつすると、ニヤリと口の端はしをつり上げ、半開きの窓へ跳とび、そのまま隣となりの屋根にかけ上って姿を消した。

「……僕、猫が笑うのって、初めて見ました」

　ようやく金縛りが解けて動けるようになったシオンは、猫の後を追おうと窓から身を乗り出し、ファティマに襟えり首くびを摑つかまれた。

「人が猫の跡あとをつけられるわけないでしょ」

　ファティマは掌てのひらを上に向け呪しゆを唱えた。やがて手の上に輝かがやく虹にじ色いろの羽を持った蝶ちようが現れる。

「さっきの黒猫の行方ゆくえを追って」

　蝶はふわりと羽ばたき、すうっと滑すべるように闇やみの中を飛んで行った。

「何で、犯人は僕らがマリーエに関かかわっていることがわかったのでしょうか」

「私が占ったせいよ。逆探知したんだわ。敵もさるものね」

「それにしても、なんで僕なんかのところに」

「枢すう機き卿きようのお屋や敷しきには結界が張ってあるから使い魔は入れないの。私も寝る時には部屋に結界を張るのよ。いつもならあなたの部屋もグランディエが結界を張るけど、今日はいなかったでしょ」

「え、……そうだったんですか」

　グランディエがシオンのベッドで寝るのは、単に自分をからかって遊んでいるのだとシオンは思っていた。確かに、グランディエと一いつ緒しよに寝ている時には、妖よう霊れいがやって来ない。シオンは、少しだけグランディエに感謝したが──。

「……僕に、結界の張り方、教えてください……」

　くすぐったり撫なで回したりするのは妖霊とは関係ないはずだ。

「もちろん、あなたにもできるようになってくれなくては困るわ。でも、その前に憶おぼえなくちゃならない術や呪じゆ文もんが山ほどあるの。それをマスターしてからね」

（そんな……）とシオンは思ったのだが、早く結界の張り方を知りたいと思う本当の理由を告げることもできず、彼は「がんばります」と答えるしかなかった。

　空が白み始めた頃ころ、グランディエが戻ってきた。

「全然、それらしい妖術師も堕だ天てん使しも見当たらない。占うらなわれることを予想して防ぼう御ぎよ策さくを講じてあったんだろうな。それから、これ」

　グランディエは握っていた手を開いて差し出した。

「この先の屋根の上にいた。お前の放った精霊だろう」

　彼の手の上には、羽がぼろぼろになった虹色の蝶が載のっていた。







　訪問するには早すぎる時刻だったが、ファティマとシオンは枢機卿の館やかたを訪ねた。

「月光のクロイツが狙ねらいだったのか!?」

　ファティマから話を聞いたマグヌス枢機卿は、頭を抱かかえて座り込んだ。

「無理だ……いくらなんでも……」

「月光のクロイツとは何なのですか？」

　ファティマは尋たずねた。

「ビンゲンのヒルデガルドの遺品だと言われている。月長石でできた十じゆう字じ架かだ」

「ああ、それで」

　ファティマはようやく納なつ得とくした。

「どういうことです？」

　シオンが小声で尋ねる。

「ヒルデガルド様は、五百年も昔の聖女でね。ヒルデガルド様の愛用していた品々には、彼女の霊力が宿っていると言われているの。つまり呪じゆ具ぐになるってこと。悪魔はもちろん呪術を使う者なら喉のどから手が出るほどの逸いつ品ぴんだわ。敵は月光のクロイツ欲しさにマリーエさんを誘ゆう拐かいしたのよ」

　ファティマは枢機卿に向き直り、

「とりあえず、犯人の言う通り、月光のクロイツを持って取引に応じませんか。マリーエさんの魂を取り戻し、クロイツも奪うばわれず済むよう尽じん力りよくいたしますから」

　と提案した。しかし、枢機卿はうつむいたまま首を振ふる。

「月光のクロイツは私が持っているのではないのだ。サン・ピエトロ大聖堂の宝物倉に保管されている」

「あら、まあ」

　ファティマは瞠どう目もくした。教皇庁所有の秘宝では事は簡単に運ばない。

「枢機卿という立場なら持ち出せると思って犯人はマリーエの魂を奪ったのだろうが、いくら私でも無理だ」

　枢機卿は唇くちびるを嚙かむ。

「精せい巧こうな偽にせ物ものを作って、代わりに持って行ったらどうでしょうか」

　シオンが口をはさむ。

「ごまかすのは無理よ。力のある呪術師や悪魔なら、霊力が宿っているかどうかは、一目見ればわかるもの」

　枢機卿は悲ひ壮そうな決意に満ちた顔をあげた。

「こうなったら、教皇猊げい下かに願い出るしかない。正直にマリーエが悪魔に魅み入いられ、魂が奪われたと申し上げれば──」

「そのようなことをなされば、マリーエさんは異い端たん審しん問もんにかけられ、閣下もただでは済みますまい。第一、宝物倉に保管されている呪具は、国家の一大事でもなければ持ち出すことはできませんでしょう？」

「では……では、どうすればいいのだ。……あの子が無事に帰って来るのなら、今の地位など失っても一向に構わぬ。破門になろうとローマを追われようと、あの子がいれば……」

　枢機卿は、顔を覆おおって嗚お咽えつを漏もらす。

（よっぽど娘さんが大事なんだな。親ってそういうものなのかな）

　枢機卿の姿を見て、シオンは、悪魔の下僕だと疑われた自分を必死で庇かばってくれた両親のことを思い出し、切ない気持ちになる。

　とんでもない打開策を掲かかげたのはファティマだった。

「私が借りに参りましょう。教皇猊下には無断で」

「盗ぬすみ出すというのか……」

　枢機卿ばかりでなく、シオンまでも啞あ然ぜんとした。

「やってできないことはないでしょう。幸い大聖堂は造営中です。地下の宝物倉への侵しん入にゆうも容易たやすいのではないかと思われます」

　コンスタンティヌス帝ていの時代に建造された大聖堂は、千余年の時を経へて各所が傷いたみ、ほとんど手入れもされていなかったのだが、先代の教皇ユリウス二世がようやく再建に踏ふみ切ったのである。設計を請うけ負ったブラマンテはすでにこの世になく、現在はラファエロが執とり行っている。度たび重かさなる設計変へん更こうや補強工事で竣しゆん工こうまでにはほど遠く、従って宝物倉の守りも手て薄うすになりがちだった。この工事のために贖しよく宥ゆう状じようが乱発され、宗教改革の声が上がったという。

「ご心配なく。何があっても閣下のお名前は絶対に出しません。必ずマリーエさんの魂を奪い返し、月光のクロイツも元通り宝物倉に戻します。すべては秘ひ密みつ裏りのうちに」

　ファティマは嫣えん然ぜんと微笑ほほえんだ。







　すでに陽ひは傾かたむき、林立する巨きよ大だいな石柱や、複雑に組まれた足場に西陽が照りつけていた。

　何人もの石いし工くが威い勢せいの良い声をかけ合いながら、忙いそがしく立ち働いている。ふと、職人たちは、濃のう紺こんのベールを深々と被かぶった修道女が、建材の間を縫ぬうように歩いて来るのを見み咎とがめた。

　修道女は、生き成なりの表衣コツトに褐かつ色しよくの髪をお下げ髪にした少女を連れていた。少女は、ブドウ酒が満たされた杯さかずきがいくつも載のった盆ぼんを捧ささげ持っている。

「お疲つかれ様です。神の祝福を」

　少女の持った盆から杯を取り、修道女は職人に差し出す。

「ああ、どうも」

　職人は、近在の奉ほう仕し者しやなのだろうと不ふ審しんにも思わず杯を受け取った。

　二人は杯を配りながら、そのまま奥へと進み、やがて工事の手が及およんでいない旧聖堂内へ足を踏み入れた。本堂は長方形の大広間に列柱が左右に並び、その建築様式の名をとってバシリカと呼ばれている。陽の差さない巨大なバシリカはひんやりと空気が冷たく、天てん井じよう近くの薄うす闇やみには歳とし経へた妖霊が何なん匹びきかわだかまって修道女と少女の様子をひっそりと見守っていた。

「おい。ここから先へ行ってはいかん」

　呼び止める声に二人は振り返った。屈くつ強きようそうな男が足早に近づいてくる。僧そう服ふくに帯刀しているところを見ると守しゆ門もんなのであろう。

「申し訳ありませぬ。どうやら帰り道を間ま違ちがえたようでございます」

　修道女はうつむきがちの頭をさらに垂たれて詫わびた。

「暑うございますね。一口いかがです？」

　差し出された杯を「いや、かたじけない」と守門が受け取った刹せつ那な、修道女の短たん靴ぐつの甲こうが彼のこめかみを直ちよく撃げきした。守門の巨体は三エルレほども吹ふっ飛び、そのままピクリとも動かない。

「何だ！　どうした！」

　物音を聞きつけて、仲間の守門がバシリカの入り口に現れた。

「行くわよ。走って」

　かけ声を合図に、少女は盆を投げ捨て、内ない陣じんへ向かって走る修道女の後を追った。二人は内陣から回り込んで側そく廊ろうを逆方向に駆かける。

「いたぞ！　こっちだ」

　前方の前庭から二人の守門が駆け寄ってきた。女は構わず突つき進む。守門が抜ばつ刀とうした。迫せまる刃やいばを女は身を沈しずめてかわし、立ち上がる勢いで守門のみぞおちに左の拳こぶしをめり込ませる。胃液をまき散らして前のめりになる守門の背に手をつき、もう一人の顔面に右の膝ひざ蹴げりを食くらわせた。そのまま床ゆかに沈む二名の守門を踏み越こえ、女は側廊に並ぶ扉とびらの一つに向かった。
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　少女を扉の内部へ押し込み、なおも内陣の方から追ってくる守門を一いち瞥べつすると、女は自らも扉の中に入り閂かんぬきをかけた。

「あんなことして、いいんですか？」

　街のならず者ならともかくも、神に仕える者をぶち倒たおし、あまっさえ踏んづけたのである。

　シオンは、ずり落ちかけたお下げ髪のカツラを直しながら、バチが当たるのではと心配そうな眼まな差ざしをファティマに向けた。

「神様も許してくださるわよ。マリーエの命がかかってるんですもの」

　盗むなかれの戒いましめを平気で破る修道女は、守門を踏んづけるぐらい何とも思わないのであった。

　ドンドンと扉を外から叩たたく音がした。

「開けろ！　ここを開けるんだ！」

「あんまり騒さわぎが大きくならないうちに、さっさと済ませてしまいましょ」

　ファティマは狭せまい通路を駆け出した。

　通路の突き当たりは、大きな樫かしの扉だった。扉の前には板金の鎧よろいを身につけた大おお柄がらな男が二人、細身の槍バイクを握にぎって立っている。

「何者だ！」

　騎き士しは無ぶ遠えん慮りよな殺気を放って闖ちん入にゆう者しやに槍を構えた。それが修道女と、いたいけな少女であることに気づき、二人の騎士は一いつ瞬しゆん怪け訝げんな顔をする。しかし、女の手が修道服のスリットを割り、ガーターベルトに差し込まれていた短剣を抜ぬくのを目にするや、

「きええいっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに槍を突き出した。しかし、そこにいた女の姿が一瞬のうちに消えていた。騎士は頭上から降る闘とう気きに、ハッと顔を上げた。なまめかしい脚あしが、修道服の裾すその切り込みからのぞいている。次の瞬間、延えん髄ずいに強きよう烈れつな蹴りをきめられ、騎士は白目を剝むいて昏こん倒とうした。

　着地と同時に、もう一人の騎士から、鋭するどい突きが繰くり出された。女は身を反そらしつつ、槍を腕で払はらう。騎士が体勢を整える前に、女は彼の懐ふところに飛び込んでいた。甲かつ冑ちゆうの胸当てと肩当ての隙すき間まから短剣をねじ込み、肩関節の筋を断たつ。

「ぐわっ！」

　騎士は槍を取り落とした。怯ひるんだ騎士に修道女は容よう赦しやのない踵かかと落としをお見み舞まいした。

「教皇庁の秘宝の守もり人びとがこの程度じゃ、先行きが心配だわ」

　そう言って、守人を倒した張本人は、つかつかと扉に歩み寄った。

　扉には巨大な錠じよう前まえがかかっていた。ファティマは掌てのひらを錠前の鍵かぎ穴あなにかざし、呪しゆを唱えた。

　掌から虹にじ色いろの小さな光が何粒つぶも現れ、鍵穴に吸い込まれていった。ややあって、かちりという音とともに錠前が外れた。

「…………！」

　彼女が相当な術者であるとわかってはいたが、さすがに錠前を外す場面を目にして、シオンは驚おどろきを隠かくせない。

「錬れん金きん術じゆつの逆よ。金属を非金属に変えただけ。さ、入って」

　中は真っ暗だった。ファティマは指先に青白い小さな炎ほのおを灯ともした。

「ちょっと待って。鍵かぎをかけておくから」

　ファティマは再び呪を唱えた。扉の向こうで錠前のかかる音がする。

「……鍵って、出られなくなっちゃうじゃ……」

「鍵がかかっていれば、中に私たちがいるとは思われないでしょ。大だい丈じよう夫ぶよ。こっちからでも開けられるから。さあ、急ぎましょ。月の出までには戻らなくちゃ」

　ファティマは指先の炎を前方に放った。炎は鬼おに火びのようにふわりと宙を漂ただよう。二人は炎の明かりを頼たよりに石いし畳だたみを足早に進んだ。

　しばらく行くと、通路は地下へと続く階段に変わった。一段下りる度たびに、足音が左右の石いし壁かべに反はん響きようして、穴の深さを思い知らされる。シオンはファティマのベールの裾すそをつかみ、こわごわ階下へと下りていった。

　階段を下りきると道が左右に分かれていた。ファティマは耳を澄すますようにして気配を探さぐる。

「こっちだわ」

　通路には様々な種類の気が漂ただよっていた。邪じや気き、妖よう気き、霊れい気き、聖気──

　それらは、一方向から流れ出てくる。宝物倉に保管されている聖者の遺品や由ゆい緒しよある呪具から醸かもし出されているのだ。宝物倉までの道のりはそれこそ迷めい路ろのように複雑だったが、ファティマは気をたどって迷うことなく歩んで行く。

　ふと、シオンは通路の壁の向こうから巨きよ大だいな圧力を感じて身をすくませた。

「聖ペテロのお墓よ。これさえなきゃ、グランディエが一緒に来られたんだけどね」

　グランディエが教会に入れないのは、建造物そのものが原因ではない。人々が神に祈いのる場だからなのだそうだ。敬けい虔けんな祈りは聖なる気を満ちさせる。その気に触ふれるのが苦手だと彼は言っていた。工事中の大聖堂の聖気はすでに散さん逸いつしてしまっていたのだが、聖ペテロの霊れい廟びようには千五百年の時を経てもなお、彼と彼の行いを讃たたえた人々の聖気が残されていたのである。

　やがて、大きな岩いわ戸とが青い炎に照らし出された。すでに宝物からの気配がシオンにもわかるほど強くなっている。

「ここだわ」

　岩戸にはやはり錠前がついていたが、ファティマはこれも難なく開けた。重い岩戸を二人がかりでこじ開ける。

「うわあ」

　シオンは思わず声を上げた。倉の内部は、常じよう人じんには見えぬ光が満ちていた。宝物は丁てい寧ねいに梱こん包ぽうされていたので、そこには大小様々な箱や櫃ひつが置かれているだけなのだが、呪具から漏もれ出る気が輝かがやいているのである。色も雰ふん囲い気きもそれぞれ異なり、聖なるものも邪悪なものもあった。

「どれがそうなの？」

「ええと……」

　シオンは箱を覆おおう気に目を凝こらす。

　膨ぼう大だいな数の箱から月光のクロイツを捜さがし当てるのは至し難なんの業わざである。しかし、シオンは月光のクロイツの気配を知っていた。正しくは、カルフで留守番をしているヨハンナが知っていたのである。

　大聖堂の宝物倉へ盗ぬすみ入る算段をした折、一つ一つの包装を開いて確かめていたのでは、とても月の出までには間に合わない。精コー霊ボルトを喚よんで手伝わせることも考えたのだが、

「ばあさんなら知ってるかも」

　と、グランディエがカルフに飛んだのである。

「はい、はい。存じておりますよ。しかし、月光のクロイツとは、また大変な物を要求して参りましたなあ」

　ヨハンナは、くだんの秘宝が教皇庁に献けん納のうされる以前、実際に目にしたことがあるのだという。グランディエは目を借りる要領で老ろう婆ばの記き憶おくを写し取ると、ローマにとって返し、それをシオンに見せたのである。

「あった。これだ」

　シオンは、棚たなに整然と並べられている黒こく檀たんの箱の列から、一つを手に取った。蓋ふたを開けるとはたして磨みがき抜かれた石の十じゆう字じ架かであった。乳白色の石の表面に、青い月の光のような微び光こうを帯びている。発せられる霊力はすさまじく、シオンは軽い目め眩まいを感じた。

「よくやったわ」

　ファティマは、黒いビロードの布で丁てい寧ねいに十字架をくるむと、それを懐ふところにしまい、空の箱を元通り棚に戻した。

　地下への出入り口の手前で、シオンはカツラを取り、着ていた表衣コツトを脱ぬいだ。表衣コツトの下にはあらかじめ短い胴プール・衣ポアンと半ズボンシヨースを身につけていた。ファティマも修道服を脱ぎ、男物の胴衣と長ズボンブレーに着き替がえる。長い黒髪は首の後ろで無造作に結ゆわえた。

（かっこいい……）

　男装のファティマに新たな魅み力りよくを発見して、シオンは思わず頰ほおを染める。

　脱だつ出しゆつは比ひ較かく的容易だった。ファティマの言った通り扉は外から鍵がかかっていたため、地下へ侵しん入にゆうしたのだとは思われず、まるで見当違ちがいの場所が探たん索さくされていた。

　しかし、旧聖堂の警備はそれほど甘くはなかった。

「おい、待て。そこは立ち入り禁止だぞ」

　バシリカを出た途と端たん、守門が呼び止めた。二人は素直すなおに立ち止まった。

「申し訳ありません。立ち入り禁止だとは存じませんでした」

　美しすぎる青年貴公子の艶えん笑しようにたじろぎながらも、守門は、ファティマとシオンをじろじろと眺ながめまわす。ふと守門は、少年の胴衣の裾から褐かつ色しよくの髪の房ふさがのぞいていることに気づいた。

「それは何だ」

「え？」

　守門に指をさされ、シオンは自分の腰こしに目をやる。

（しまった！）

　それは変装用にシオンが被かぶっていたカツラだった。守門が無ぶ遠えん慮りよに髪の房を引っ張ると、褐色のお下げ髪が出てきた。

「あ、あの、これは、その……さっき拾って……」

「怪あやしい奴やつ！　先ほど旧聖堂へ忍しのび込んだ修道女と娘むすめではないのか！」

　守門は、乱暴にファティマとシオンの腕をつかんで引っ張った。

「お止やめください。誤解です」

　シオンはもがいたが、大おお柄がらな守門は二人の腕をつかんだまま歩き出す。ファティマが、守門の関節を取り、投げ技わざの体勢に入ろうとした時、

「お待ちなさい。そのお二人は私の客人だ」

　背後から声をかける者があった。三人が振ふり返ると、そこに緋ひ色いろの帽ぼう子しに緋色のローブをまとったマグヌス枢すう機き卿きようが立っていた。

「これは、枢機卿閣下」

　守門は慌あわててファティマとシオンをつかんでいた手を離はなす。

「こちらの二人は、マイセン候のご子息とヘッセン伯はくのご子息だ。決して怪しい者ではない」

　枢機卿の紹しよう介かいに、守門の顔が一気に青ざめる。

「こ、こ、これはとんだ失礼を……」

「いいえ、こちらこそ。お役目ご苦労様です」

　ファティマは、にっこりと答える。

「修道女と娘はまだ見つかっておらぬのだろう？　早く探たん索さくにもどるがよい」

「はっ」

　守門は、お咎とがめなしに安あん堵どした表情を浮かべ、ばたばたと立ち去った。

「危ないところでしたわ。ありがとうございます」

「心配になって様子を見に来たのだ。大事にいたらなくてよかった。それで、月光のクロイツは手に入ったのか」

「はい。ここに」

　ファティマは、懐に手を当てた。

「それでは、今こ宵よい手はず通りに」

　緊きん張ちようした面おも持もちで枢機卿はうなずいた。

（様子を見に来た？）

　シオンは、枢機卿の言葉に引っ掛かかりを感じていた。教皇庁の執しつ務むはまだ終わっていないはずだ。それに、宝物倉に忍び込む時刻は、あらかじめ決めておいたのではないから、枢機卿が知るはずはない。

（仕事を抜け出して様子を見に来たら、ちょうど僕たちが守門に捕つかまったところだったってこと？）

　このタイミングのよさは、神様の思おぼし召めしなのだろうかと、シオンは首を捻ひねった。







　４　ボッチェアの廃はい教会




　男の薄うす汚ぎたない手が、磨みがき上げられた水すい晶しよう玉だまを撫なでた。水晶玉の中に、馬に乗りこちらに向かってやって来る枢機卿の姿が現れる。

　手は、もう一撫でした。水晶玉に枢機卿の館やかたが映された。館には薄く霧きりがかかっていた。妖よう霊れいの侵入を防ぐ結界のためである。男が水晶玉を撫でる度たび、死んだように眠ねむる少女や自室に下がってくつろぐ使用人たちが霧の中にぼんやりと浮かぶ。そこには枢機卿の私兵の姿もあった。

「問題はあの女と妙みような使い魔まだ」

　男はローマ郊こう外がいの旅館に映像を移した。彼はずっと水晶玉で女の動向を窺うかがっていた。女が月光のクロイツを盗み出したことも、枢機卿にそれを渡わたした後、旅館に宿をとったことも先刻承知だった。

　旅館の一室に三人はいた。水晶玉で覗のぞかれていることには全く気づいていないのか、結界も張っていない。

「ちょろいもんだな」

　彼は、水晶玉を懐ふところにしまうとクックックと下げ卑びた含ふくみ笑いを漏もらした。







　下か弦げんの月が、山やまの端はからわずかに顔を出していた。

　教皇庁がアビニョンからローマに戻って以来、教皇は領土奪だつ還かんのため、度々傭よう兵へい隊たいを起用しては貴族の領地を押おう収しゆうしてきた。ボッチェアの教会も教皇庁と当時の領主との抗こう争そうに巻き込まれ、うち捨てられてから数十年の歳月が経たっていた。

　ほとんど廃屋と化した教会の裏手に、草に埋うもれた墓ぼ碑ひが星明かりに見え隠かくれしていた。墓碑の間には、伸のび放題の草がさわさわと風になぶられている。

　枢機卿は墓地の手前で馬を降りた。松たい明まつを片手に、せわしなく周囲を窺うかがう。

　草の間から何かが飛び出し、枢機卿は「ひっ」と身をすくませた。それが松明の灯あかりに引き寄せられた甲こう虫ちゆうであると知り、彼は短い嘆たん息そくとともに額ひたいの汗あせを拭ぬぐう。

「や、約束の物は持ってきた。マリーエの魂たましいを返してくれ」

　枢機卿は、震ふるえる声で墓地の彼方かなたの闇やみに向かって呼びかけた。

「よく来たな。おっと振り向くな」

　背後の教会の陰かげからしわがれた男の声がした。枢機卿はビクッと体を強こわばらせたが、男の言う通り振り向かなかった。

「マリーエはどこだ」

「そう、慌てるなって。まずはその懐の物を渡してもらおう」

「マリーエが先だ！」

「お前さん、そっちから条件を出せる立場だと思っているのかい」

　男はクックッと歯の隙すき間まから息が漏もれるように笑った。

「とにかくそれを渡せ。一番右みぎ端はしの墓の上に置くんだ」

　枢機卿は唇くちびるを嚙かみ、懐に手を入れた。

「妙な真似まねはするなよ。ゆっくりとだ」

　懐から出した枢機卿の手には、ビロードの小さな袋ふくろが握にぎられていた。ゆっくりと歩み、右端の墓石に載のせる。

「そのまま元の場所に戻れ。こっちを見るんじゃねえぞ」

　枢機卿は、おぼつかない足取りで後ずさり、元の位置に立った。

　突とつ然ぜん、前方の藪やぶの中から、ザッと草を蹴けって黒くろ猫ねこが飛び出した。驚おどろいた枢機卿は小さな悲鳴を上げて跳とび上がる。猫はさっと布袋をくわえると、飼い主の所へ駆かけていった。

「本物に間違いないな。まあ、偽にせ物ものだったらあんたの大事なマリーエが煉獄シエオルへ行くまでだ」

「こ、これでマリーエは返してもらえるんだな」

　枢機卿は堪こらえきれずに振り向いた。

　黒い外シユー衣ルコーの中年男が、月光のクロイツを手にニタニタと下品な笑えみを浮かべている。猫を肩かたに乗せ、もう片方の手には水晶玉を持っていた。

「俺の顔を見たな。殺やっちまいたいとこだが、お前は殺すなと言われている。まあいい。しばらくそこで待っているんだな」

　男は口の中で呪しゆを唱えた。すると、枢機卿の足あし下もとの地面がぼこっと割れ、そこから長い爪つめの青黒い手が伸び、枢機卿の足首をつかんだ。

「な、何？」

　枢機卿は逃のがれようともがいたが、青黒い手は離れない。

「安心しろ。陽ひが昇のぼればそいつは地面に戻る。それまで妖霊たちに喰くわれなければの話だがな」

　男はきびすを返すと、闇の中に消えて行った。







「へっへっへ。こんなにうまくいくとは思わなかったぜ。坊ぼう主ずってのは甘いよなあ」

　黒猫を肩に、男は下町の路地を走った。人がようやくすれ違ちがえる程度の細い道の両りよう脇わきは、酒場の看板が立ち並んでいる。

　迷めい路ろのようなその路地を右に左にと折れ曲がり、男は、一いつ軒けんの店の前に立った。正しくは店だったと言うべきだろう。扉とびらにぶらさがっている「薬草置いてます」の看板はひび割れて、扉もぼろぼろに朽くちかけている。

　男は油断なく左右を見回すと店の中へ入った。中は真っ暗でかびとほこりの臭においが鼻をつく。

「例の物は手に入れたぜ」

　低い、だが喜びを隠しきれない声で、男は言った。

「約束通り、金を払はらってもらおうか」

　店の売り棚だなの上にポウと灯りが点ともった。灯りの中から人間の子どもほどの妖霊インプが現れる。全身が灰色で、額に小さな角が二本生え、肩には黒い翼つばさが付いていた。

　──見せてみろ。

　インプがギイギイと耳みみ障ざわりな甲かん高だかい声で高たか飛び車しやに命ずる。

　男は懐からビロードの袋を出し、中からクロイツを取り出した。乳白色の月長石から青い燐りん光こうが闇に飛ぶ。

　──本物だな。よこせ。

　インプは小さな灰色の手を出した。しかし、男はクロイツを懐に戻す。

「金が先だ。俺はあの枢すう機き卿きよう閣下ほど甘くねえぞ」

　男の肩の猫が、にゃあと鳴いた。闇の中に、光る緑の目が何十と浮かび上がる。猫の目は、敵意を隠そうともせず、インプを取り囲んだ。

　──いいだろう。金は……

　インプは言いかけ、耳を澄すます。

　──……馬ば鹿かめが、付けられたな。

　男はビクッとし、辺りを見回した。闇は静まりかえり、人の気配はない。

「そんなはずは……」

　男は水晶玉を取り出し、枢機卿の館を映し出す。私兵は眠っていた。女と使い魔も旅館にいる。しかし、猫たちの目は剣けん吞のんに扉の方を向いている。

　──早くクロイツをよこせ！

「金をもらうまでは、これは渡せねえ」

　男は、舌打ちするとダッと裏口へ駆け出した。男の後を追おうとするインプを、何十匹ぴきもの猫が遮さえぎった。その隙すきに男は店の裏口から路地へ出た。素す早ばやく左右を見回し右に走る。だが突然、男の足下を走っていた猫たちが立ち止まった。毛を逆立て、闇の向こうを見つめる。

「なん……」

　猫が毛を逆立てた理由は、男にもすぐにわかった。前方の闇の彼方に人の気配があった。短たん剣けんを構え、行く手に立ちはだかっている。ベールは被かぶっていないが、修道女だ。

「そんな馬鹿な……」

　女は旅館にいるはずだと男は動どう揺ようした。猫が後ずさる。女から発せられる気が、猫を怯おびえさせていた。男はくるっと向きを変え、再び走った。前方に剣を手にした小こ柄がらな人ひと影かげがあった。

「あのガキか」

　水晶玉に映っていたのは変へん化げした妖霊だったことに、男はようやく気づいた。

「俺としたことが、つまらん策さくに引っかかっちまったぜ」

　少年の方が与くみし易やすいとみた男は、シオンに向かって走った。

「行け！」

　猫は爪を伸ばし、シャッと牙きばを剝むいてシオンに襲おそいかかった。

『ギャッ』

　数匹の猫が吹ふっ飛んだ。後続の猫も、シオンに爪を立てた途と端たん、悲鳴を上げて飛び退のく。シオンに触ふれた爪から、シュウシュウと白い煙けむりが立ち昇っていた。男の目が驚きよう愕がくに見開かれる。

　シオンは、真っ白いマントを羽織っていた。そのマントには古代ヘブライ文字による、聖なる句が一面に書き付けられ、しかも、ぐっしょりと濡ぬれていた。

「聖水に浸ひたしたのか」

　男は舌打ちすると、懐ふところから短剣を抜ぬいた。

「きええっ」

　気合いもろともシオンに向かって短剣を振ふり降ろした。

「くっ」

　シオンは歯を食いしばった。先日、人を斬きってしまった苦い記き憶おくが蘇よみがえってくる。かろうじて、迫せまる短剣を鍔つばで受けた。

「このっ」

　男は二手目を振りかぶったが、いきなり襟えり首くびをつかまれ尻しり餅もちをついた。鼻の先に白はく刃じんがきらめく。

「覚かく悟ごなさい」

　鳥とり肌はだが立つほど冷たい声だった。周囲を取り囲んでいた猫が後ずさる。

「放せ。枢機卿がどうなってもいいのか。俺の一言でやつは亡もう者じやの仲間入りだぞ」

　男は、額に脂あぶら汗あせを滲にじませながらも、ファティマから逃れようと身をよじる。

「それって、俺のことか」

　妙みように茫ぼう洋ようとした声が、頭上から降ってきた。男が見上げると、墓地で地面に縫ぬいつけてきたはずの枢機卿が悠ゆう然ぜんと立っている。

「な、なんで……？」

「ああ、あの手。放してって頼たのんだら、素直に地下に帰ってくれたよ」

　枢機卿は、にっこりと笑んだ。

「お前、マグヌスじゃないな……」

「当たりー」

　枢機卿であったはずの男の輪りん郭かくが一いつ瞬しゆんぼやけた。そこに現れたのは、輝かがやくプラチナの髪をした、銀目の、恐おそろしいほど美しい使い魔だった。

「くそっ」

「これは、返してもらうよ」

　グランディエは、男の懐に手を入れ、ビロードの小さな布袋を取り出した。

　とてもかなわないと諦あきらめたのか、男はあらがいもせず、「勝手にしろ」と吐はき捨てるように言った。

「マリーエの魂たましいはどこ」

　ファティマが、男の襟首をねじり上げる。

「知らねえよ」

「ちゃんと正直に言った方がいいよ」

　グランディエが、一匹の猫ねこの首をつまみ上げた。男の目が恐きよう怖ふに見開かれる。男の凝ぎよう視しを知ってか知らずか、グランディエは、優やさしい笑みを浮かべたまま、猫を両りよう掌てのひらで包む。猫は苦しげにもがいたと思うと、シュウと黒い塵ちりとなって霧む散さんした。

「や、やめてくれ」

　グランディエは、男の懇こん願がんを無視し、二匹目の猫をつまみ上げた。

「わ、わかった。言う。言うよ。だから、頼むから猫を、俺の猫を、殺さないでくれ」

　男の目め尻じりに涙が滲んだ。猫に対する愛情は本物らしい。

「で、誰だれ？」

「ハッターのバリアクタールっていう妖よう術じゆつ師しのところだ」
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　蝶ちよう番つがいの軋きしむ音に、少女は顔を上げた。現れた堕だ天てん使しを、おぼろ月のような儚はかない光の少女は満面の笑みで迎むかえる。少女を囲う鳥カゴの上で、大おお蜘蛛ぐもがギィと短い警けい戒かい音おんを発した。

　──エアザス。

　少女は堕天使の藤ふじ色いろの瞳に憂うれいの影かげがさしているのを見み咎とがめる。

「マリーエ、すまない。クロイツを奪うばい損そこねた」

　──そう。

　少女は刹せつ那な肩を落とすが、すぐに朗ほがらかな笑みを戻した。

　──いいのよ。私、ずっとこのままでも構わない。私の体が朽くちてしまっても、あなたと一いつ緒しよにいられるなら、ちっとも構わないわ。

「だめだ、マリーエ。お前をずっとこのカゴに閉じ込めておくことなどできない」

　魂が離はなれた体は、ひと月ほどで死を迎える。肉体が滅ほろびれば、魂は煉獄シエオルに吸い込まれてしまう。亡ぼう霊れいに成り下がるか、妖術で封ふうじておかない限り──。

　──幽ゆう霊れいの私じゃ、嫌いや？

　少女はわざとおどける。

　堕天使は微び苦く笑しようを浮かべ、カゴに顔を近づけた。カゴを抱だく蜘蛛が、毛深い脚あしの一本を上げて威い嚇かくする。

「お前に触れたい。髪を撫なでて、この腕に抱きたい」

　堕天使は指をカゴの隙すき間まに差し入れた。しかし、少女の頰ほおに触れたはずの指は、温かさも柔やわらかさも伝えて来ない。指は、ただ淡あわい光に包まれただけだった。

「滅びぬ体を得て、私とともに生きよう。永遠に────」

　──エアザス……。

　少女は瞳に涙を溜ため、笑みこぼれた。







　５　廃はい墟きよの村




　ファティマの掌てのひらから虹にじ色いろの光の粒つぶがこぼれ落ちていた。光の粒は、少女の胸の上を這はい、やがて散って行く。ファティマは、少女の額ひたい、手足にも光の粒を滑すべらせる。

　少女の頰は青白く、目の下の影も濃こかった。魂の抜けた体は著いちじるしく機能が衰おとろえる。ファティマは精霊を喚よんで、滞とどこおりがちなマリーエの血流を流れさせていた。

「マリーエは大丈夫なのか。まさか……まさか、もう死んでしまうなどと……」

　すっかり面おもやつれしたマグヌス枢すう機き卿きようが、不安気な表情で覗のぞき込んだ。ファティマは少女の寝ね間ま着きを整え、椅い子すに沈しずみ込んだ枢機卿に向き直った。

「血の脈が弱くなっておりましたが、心の臓はしっかり動いております。今しばらくは保もつでしょう」

「やはり、犯人の言う通り、私が墓地に出向き、素直に月光のクロイツを渡わたしてしまえばよかったのではないか。そうすれば今いま頃ごろは──」

　枢機卿の表情が苦く渋じゆうに歪ゆがむ。

「相手は悪魔です。彼らが約束通りマリーエさんを返すとは思えません。それに、あのクロイツが彼らの手に渡ったら、どんな悪事に用もちいられるかわかりません。クロイツは絶対に渡してはならないのです」

「……クロイツは今どこに……？」

「私が肌身離はなさず持っております」

　枢機卿はしばらくファティマを見つめていたが、

「……そうだな。そなたが持っておるのが一番安全だな」

　ふっとため息を漏もらす。

「しかし……間に合うのか。魂を取り戻す前に、マリーエが死んでしまったりはせぬか？」

　枢機卿は声を震ふるわせる。

「犯人の狙ねらいは、月光のクロイツ。それがこちらの手にある以上、犯人はマリーエさんの命が尽つきる前に再び接せつ触しよくしてくるはずです。必ずやマリーエさんの魂を奪い返してみせます」

「……頼むぞ。ファティマ殿どの。どうか、どうかマリーエを取り戻してくれ。あれの母親が死んだ時、私も死にたかった。だが、マリーエがいたから生きて来られたのだ。私はもう二度と愛する者を失いたくない」

　枢機卿の両りよう眼めから涙がこぼれ落ちる。

「承知致いたしました」

　ファティマが部屋を辞し、扉とびらが閉まってからも、枢機卿は顔を両手で覆おおい、しばらくすすり泣いていた。

　やがてファティマの足音が去ってしまうと、彼の嗚お咽えつは止まった。そして、両手の端はしからのぞいていた口端が、不気味にニッとつり上がった。







　グランディエとシオンは、バリアクタールがいるというハッターの隣となり町まちシラーネで馬を降りた。すでに陽ひは山の端はに隠かくれ、空が燃えるような朱しゆに染まっている。

「いいか。何があっても術は使うなよ。やつらが呪しゆの気配で俺たちに気づくかもしれん」

　山やま裾すそへ向かう馬車道を歩きながらグランディエは言った。

「大丈夫。実戦で呪が使えるほど熟練してないから」

　妙な理論で、シオンは胸を張る。

　ふと、グランディエの足が止まった。

「どうしたの？」

　グランディエが何かを見み咎とがめているのに気づき、シオンは彼の視線を辿たどった。

　一いつ軒けんのみすぼらしい家の扉に、白はく墨ぼくで文字が書かれている。意味を為なさない三つの単語だ。
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「何あれ？　人の名前？」

「天使の名だ。リリスから赤ん坊ぼうを守るまじない」

　グランディエは再び歩き出した。

「リリス？　ああ、アダムの最初の妻っていうあのリリス？　アダムを嫌きらって紅こう海かいへ逃にげたんだっけ。罰ばつとして産んだ子供を毎日百人ずつ殺されることになって、紅海に身を投げたとか、サタンの花はな嫁よめになったとか。彼女は生まれたばかりの赤ん坊の運命を握にぎってるんだってね。あ、そうか。それでおまじないか。でも、いいのかなあ。あんな堂々と」

　そのような古い異い端たんのまじないをやって、教会から目を付けられないかとシオンは他人ひと事ごとながら心配した。

「アダムを嫌って逃げたんじゃない」

　普ふ段だん、軽口を叩たたいている堕天使とは別人のような抑よく揚ようのない低い声に、シオンは瞠どう目もくする。

「赤ん坊の運命を握るというのも噓うそだ」

　グランディエは前を向いたまま、大おお股またでずんずん歩いて行く。歩ほ幅はばの小さいシオンは、小走りに彼の後を追った。

「リリスを知ってるの？」

「……ああ、アダムもエヴァも…………」

　グランディエは苦い物でも飲み込むように眉まゆを寄せた。やがて彼は小さく息を吐はき出すと、歩調を緩ゆるめ、表情を和やわらげてシオンを振ふり返る。

「古い話には、違ちがう伝承が混じっているものさ。半分は本当で、半分は別の女悪魔の話だ」







　ハッターは、教皇領とナポリ王国の国境に位置する山村である。ローマから僅わずかに一ラスタ程度の距きよ離りしかないが、領土の拡大を図はかったナポリの支配下に置かれたり、アラゴンに征せい服ふくされたり、フランスやスペインの介かい入にゆうがあったりと、政治の混乱に翻ほん弄ろうされ、現在は廃村となっていた。

　星明かりに、崩くずれかけた数戸の建物が、黒い輪りん郭かくを藍あい闇やみに浮かばせている。

　しんと静まりかえるその廃墟の一角に、グランディエとシオンは身を潜ひそめた。

「あの家？」

　突とつ然ぜんの声にシオンは跳とび上がるほど驚おどろいた。

　シオンの背後に、遅おくれてやって来たファティマがいつの間にか立っていた。ここまで気配を絶たてるなんて妖よう霊れい並みだと、シオンは今さらながら感心する。

　ファティマは、シオンの隣にしゃがみ込み、ひびの入った石いし壁かべの陰かげから五軒けんほど向こうの廃屋を眺ながめやった。扉や窓は閉めきられていたが、歪んだ扉の隙すき間まから僅わずかな灯あかりが漏れている。

「ああ、間違いない。この辺りの妖霊に尋たずねたら、半月ほど前から藤色の髪の堕だ天てん使しが出入りするようになったそうだ」

　グランディエは、その家から目を離さずに答えた。

（尋ねる？　ああいうのは、尋ねるとは言わないんじゃないかな）

　シオンは、グランディエの飄ひよう々ひようとした横顔を眺めながら思った。ハッターまでの道中、彼はそこら中の藪やぶを突つっついて妖霊を追い出しては長ちよう剣けんを突きつけ、「正直に言え」と脅おどしたのである。

「で、十日前には家の周囲に結界が張られて、誰だれも近づけないらしい」

「十日──。マリーエの魂たましいが抜ぬけ出た頃と一いつ致ちしてるわね。グランディエ、中を覗のぞける？」

　ファティマの使う精霊では、家を囲む結界を越こえることはできない。かといって派手な術を使っては敵に感づかれる恐おそれがあった。

「任まかせとけ。そのために坊やを連れて来たんだ」

　グランディエは、近くを舞まっている蛾がを一匹ぴき捕つかまえた。それを軽く手の中に握り込む。

「シオン、目を借りるぞ」

　グランディエは、シオンを後ろから抱きかかえるようにして、シオンの額に空いている方の手を当てた。その途と端たん、シオンの視界はぐるりと反転し、目の前が真っ暗になる。グランディエが手の中の蛾を再び放つと、シオンの目の前に巨きよ大だいなグランディエの顔が現れた。

「わ！」

　グランディエが巨大化したのではなく、シオンが小さくなったのである。しかも、彼は空を飛んでいた。

「え？　僕、蛾になっちゃったの？」

「大きな声をたてない。そう視みえるだけ」

　実際のシオンは、地面に足を着け、グランディエに抱だかれている。グランディエが蛾の見ている光景をシオンに視みせているのである。

「さ、偵てい察さつに行ってこい」

　蛾はパタパタと鱗りん粉ぷんを散らせながら、かの廃屋に近づいていった。蛾の移動とともに、シオンの目に家の灯りが近づいてくる。

「……何で、僕が見に行かなくちゃなんないの」

　シオンは恐ろしさに震える手を後ろに回し、自分の体が本当にグランディエに抱きかかえられているか確かめる。

「俺が直接蛾の目を使うと敵に気づかれる可能性が高い。お前は限りなく普ふ通つうの人間に近いから、ばれる心配が少ないだろ」

　仕方ないかと、シオンはゴクリと唾つばを飲み込み、敵地に乗り込む決意をした。

　蛾は、傾かたむいた扉の隙すき間まから屋内へ入り込んだ。結界が張ってあるというが、蛾には障しよう壁へきとならないらしい。

　玄げん関かんからすぐの土間にはロウソクが一本だけ灯ともっていた。居間兼けん食堂なのだろうか、土間のテーブルの上には半分ばかり空いた酒さか瓶びんとグラス、干し肉の盛られた皿が載のっていた。しかしその部屋には人ひと影かげはない。

　向かって右に扉があった。蛾は扉に向かうが、傾かしいだ扉は目め張ばりされ、隙間はなかった。壁づたいに探さぐると、小さな節ふし穴あながあった。羽が通り抜けられるほどの大きさではなかったが、中を覗くことぐらいはできそうだった。蛾は節穴の縁ふちに足をかけ、穴に頭を入れる。

「いた」

　グランディエに抱きかかえられている現実のシオンは、蛾の見ている情景を語った。

　おぼろ月のような頼たよりない、人ひと形がたの光。その光は、枢すう機き卿きようの館やかたで眠り続ける少女と同じ顔をしていた。間違いなくマリーエの魂である。

「鳥カゴに閉じこめられている。で、鳥カゴの上には蜘蛛くもが乗っているよ」

「どんな蜘蛛？」

「毛むくじゃらで太い脚あしの大きな蜘蛛」

「目はいくつ？」

「え……と、七つかな」

　シオンの返答に、ファティマは、眉まゆ根ねを寄せた。

「封ふう印いんに鍵かぎをかけたわね。やっかいなことをしてくれるわ」

「鍵って？」

「カゴを守らせるために、毒蜘蛛の目を一つ抜いて動けなくしてあるのよ。もちろん本物の蜘蛛じゃないけど。目をはめ込まなくちゃマリーエの魂をカゴから出せないわ」

「蜘蛛の目を捜さがせればいいんですけど、これ以上中へ入れなくて」

　シオンは蛾の頭をめぐらせる。

「あ、誰かいます」

　カゴに近づく人影が蛾の視界に入った。彼の背には一対ついの翼つばさがあり、堕天使である証あかしに足を引きずっていた。そして髪が藤色である。

「枢機卿の家で目もく撃げきされた悪魔に間違いありません」

　堕天使は背をかがめ、鳥カゴの中のマリーエに語りかける。シオンは耳をそばだてた。

「体は仕上がった。あとは魂を移し替かえるだけだ。月光のクロイツが手に入れば……」

　そこまで言って、堕天使の藤色の瞳が突然シオンを向いた。

「誰だ！」

「気づかれた!?」

　堕天使の掌しよう底ていが、節穴から顔を出す蛾に向けられた。掌てのひらに赤黒い靄もやがわだかまり、それが閃せん光こうの速度を持って放たれる。

「うわっ」

　蛾は慌あわてて飛びすさった。赤黒い球は節穴に直撃し、壁に穴を空ける。

　──エアザス！

　マリーエが恐きよう怖ふの叫びを上げる。

　蛾は、空いた穴から室内へ入り込んだ。蛾を追って赤黒い球たまが次々と繰くり出される。

「わっ、わっ」

「落ち着け。お前の体はここだ。撃うたれたところで、死ぬのは蛾だけだ」

「そ、そんなこと言ったって」

　蛾は本能で逃にげているのか、シオンに操あやつられているのか、かろうじて球を避よけながら部屋の奥へと侵しん入にゆうしていく。

　バシッ！

　部屋の反対側の扉とびらに穴が空いた。バリアクタールらしき人物の影が扉から飛び退のく。その隙間から見えた物にシオンは戦せん慄りつした。

「マリーエさん!?」

　枢機卿の館にいるはずのマリーエがそこにいた。全ぜん裸らで、棺ひつぎのような白木の箱に横たわり、手を胸の上で組んでいる。しかし、彼女は眠ってはいなかった。表情のない青い目が宙を見み据すえていたのである。

　次の瞬しゆん間かん、シオンの視界いっぱいに赤黒い球が迫せまり、それきり何も見えなくなった。

「ぼんやりするな！　来るぞ！」

　叱しつ咤たする声に、シオンは目をしばたたいた。目に映るのは星空とひび割れた石壁。傍かたわらにはグランディエとファティマがいた。二人ともそれぞれの得物の柄つかに手をかけ、バリアクタールの家に鋭するどい視線を向けていた。

　シオンの背にぞくりと悪お寒かんがはしった。

　バサバサと乾かわいた羽音が迫っていた。インプだった。それも何十、何百という数のインプがどこからともなく現れ、甲かん高だかい鬨ときの声を上げて空を埋うめ尽つくそうとしていた。

「面めん倒どうだわね。一気にかたを付けるから掩えん護ごして」

「了りよ解うかい」

　グランディエは長剣を抜いた。星明かりに刃やいばがしらじらと冴さえる。

　ファティマは両の掌を上空に向けて呪しゆを唱えた。

「アハエブ、バアル、イエスクナト──」

　そうはさせじと、インプが一いつ斉せいにファティマに向かって急降下する。グランディエの剣が閃ひらめいた。鼓こ膜まくが裂さけるような断だん末まつ魔まの叫びとともに、インプは黒い霧きりとなって散った。

　だがその時、ファティマの背後に一匹のインプが回り込んだ。

「シオン！」

　グランディエの声に、シオンは慌あわててファティマの背を狙ねらうインプに斬きりかかる。インプの爪つめがファティマの頸くびにかかる寸前、シオンの刃に触ふれたインプは霧む散さんした。

「汝なんじの使い手として汝の下僕たる我は汝を召しよう喚かんする。火による者よ。聖なる者よ──」

　迫り来るインプの攻こう撃げきに眉まゆ一筋動かさず、ファティマは平然と呪を唱え続ける。

（僕を信しん頼らいしてるんだ）

　シオンは、彼女の度胸の良さに感かん嘆たんすると同時に、自分がファティマの命を預かっているのだという重責をひしひしと感じる。ファティマを背にして、シオンは剣を斜しやに構えた。一匹のインプが、長い両手の爪を突つき出して急きゆう旋せん回かいした。

「このっ！」

　右上方から襲おそいかかるインプをシオンの刃が薙ないだ。シオンの顔面でインプは霧と化した。ほっと息をつく間もなく、新あら手てが次々と攻撃を仕し掛かけて来る。

「わわっ」

　インプの爪がシオンの鼻先に掛かろうとしたその時、ファティマの呪が完成した。

「出いでて、すべての邪じやを焼き尽つくせ！」

　白はく炎えんが躍おどった。

　目が痛いほど真白い炎ほのおが、夜空を焦こがす。炎はインプを包み、醜みにくい小悪魔は一瞬のうちに黒い煤すすとなって炎に溶とけていった。

　シオンの目の前でもインプは燃え上がったが、不思議と炎は熱くはなかった。

「すごーい……」

　何百というインプを焼き尽くす美しい炎に、シオンはしばし目を奪うばわれていたが、ふと、甘い香かおりに辺りを見回す。

「何、何の匂におい？」

　グランディエもファティマも剣を構え、鋭い視線を周囲に奔はしらせる。

「……百合ゆりの香だ……」

　甘く、心地ここちよい香に、シオンは張りつめていた緊きん張ちようが弛ゆるんでいくのを感じた。目を凝こらせば、淡あわい黄色の粉が、夜風に乗って漂ただよっているのが見える。

「気をつけろ。幻げん術じゆつを仕掛けるつもりかもしれん」

　グランディエは、前方のバリアクタールの家を注視する。

「……お願い……止やめて…………」

　思いがけない息混じりのつぶやきに、グランディエとシオンは同時に振ふり返った。ファティマの金の瞳が虚こ空くうを見つめていた。

「どうしたの!?」

　駆かけ寄るシオンに、ファティマの反応はなかった。驚きよう愕がくに見開かれた瞳は何もない宙を見つめ、赤い唇くちびるが微かすかに震ふるえている。

「──引き上げよう。この匂いはやばい」

　グランディエの声は、低く硬かたかった。シオンは、急いで剣を収めると、立ちすくむファティマの手を引いて駆け出した。
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　濃のう紺こんの空に、獣けものの爪のような細い月が掛かっていた。海は闇やみよりも黒く、月を映した波は頭とうだけが僅わずかに白く輝かがやく。

　冷たい風が吹ふき付けていた。

　遥はるか下方で、岩がん壁ぺきを打つ波の音が、低く深く、魔物の咆ほう哮こうのように轟とどろいていた。

　一人の女が岸がん壁ぺきに立っていた。

　闇に紛まぎれる長い黒髪が風に舞まい、白い頰ほおをなぶる。

　黄金の瞳は、月を見つめていた。しかし、彼女の瞳に映るのは、細い月ではない。

　輝く十二枚の翼を背にした、光の御み使つかい────

　女の、月よりも白い頰には幾いく筋すじもの涙が伝っていた。

「戻れ。神のご命令だ」

　呼びかける声に、女は振り返った。三人の天使が顕けん現げんしていた。

　女は首を横に振った。

「戻れませぬ。私は、もう、あの園そのには戻れませぬ」

「神は、すべてを見通しておられる。そなたに非のないことも承知しておられる」

　女はさらに激しく頭かぶりを振る。

「……いいえ、いいえ。私は罪を犯おかしております。このように汚けがれた身のまま戻ることはかないませぬ」

「アダムは、許すと言っている」

　女の目が見開かれた。

「…………彼は………知っているのですか……？」

　天使たちは静かにうなずく。

「エデンに戻れ。神の御み許もとへ。アダムはお前を待っている」

　黄金の瞳に新たな涙が溢あふれる。

「…………私は……」

　女は後ずさった。高い岩いわ棚だなの縁ふちに足がかかる。足あし下もとには、奈な落らくのごとき黒い海がうなりを上げて待ちかまえていた。

「待て！」

　女の意図を察した天使が前へ進み出た。しかし────

「私は自らの罪を贖あがないとうございます」

　天使が女の身を捕とらえる前に、彼女は岩を蹴けった。

　白い頰から、水すい晶しようのように涙が散った。

　黒い海が、女を吞のみ込んだ。

　やがて、東の空が濃のう藍らんから青あお紫むらさきへと色を変える。

　曙あけぼのの星が昇のぼった。

　星は愛いとしい女の魂たましいを捜さがし、狂くるおしく天上を駆けめぐる。

　朝焼けが、黒い大地を、海を、燃える紅くれないに染めた。輝く陽ひを背に、神の軍ぐん勢ぜいが反逆者を追う。




　天界に戦争が始まった。




　　　　[image: ]




　午後の陽が、ケヤキの枝を透すかして窓からこぼれていた。僅わずかな風が枝を揺ゆらし、ファティマの眠るベッドに、葉の影かげを躍らせていた。

　彼女の眉は苦しげに寄せられ、荒あらい息をついていた。百合ゆりの香が誘いざなった不自然な眠りに身み悶もだえたのか、毛布はベッドの脇わきにずり落ちている。

　黒く長い髪が、白いシーツに散り、修道服の切り込みから素す足あしがのぞいていた。黒い修道服の胸むな元もとはボタンが外れ、はだけた胸元からこぼれる白い肌はだをことさら際きわだたせていた。

[image: ]

　グランディエは、そっとベッドに腰こし掛かけた。眠るファティマをじっと見つめる。彼の銀の瞳も、形の良い薄うすい唇も、何も語ってはいない。すべての感情を押し殺し、ただじっとファティマを見つめ続けていた。

　ファティマが苦しげに身をよじる。濡ぬれた紅あかい唇が震え、ささやかれた名に、グランディエは僅わずかに目を細めた。

「……シ……ファ…………」

　グランディエは、片手をファティマの額にかざす。

「────忘れろ」

　堕天使の掌てのひらから、銀光を孕はらんだ微び風ふうが生まれた。風は、黒髪に付いていた百合の残り香がを吹き払はらう。

　次し第だいに、ファティマの眉み間けんに寄せられていた皺しわが消え、荒かった呼吸が穏おだやかな寝ね息いきへと変わっていった。

「何もかも忘れて眠れ。…………お前は、俺が守る……」

　ファティマの睫まつげが濡れていた。哀かなしい夢の名残なごりなのだろう。

　グランディエは、肌に触ふれぬよう、濡れた睫を指先でそっと拭ぬぐった。







「土の人ひと形がただな」

　それが、棺ひつぎのような箱の中にいたマリーエについてグランディエが出した結論だった。

　昨夜、前後不覚に陥おちいったファティマをハッターから連れ出し、すでに看板を下ろした居酒屋の主人をたたき起こして部屋を借り、ファティマの回復を待った。ファティマが目覚めたのは、午後の陽も大分傾かたむいてからだった。

「とんだ失しつ態たいをさらしちゃったわ。ほんと、何にも覚えてないのよね」

　と、ばつが悪そうに姿を現したファティマに、シオンは棺の中のマリーエのことを語った。

「マリーエさんの体は、間ま違ちがいなく枢すう機き卿きようのお屋や敷しきにあるんですよね」

「そうよ。枢機卿の館やかたに結界を張ったのは私だもの。妖よう術じゆつ師しや堕天使は入れないはず。仮に結界が破やぶられてマリーエが盗ぬすみ出されれば私にはわかるわ」

　そこで、グランディエが「見せてみろ」とシオンの目に入り込み、記き憶おくを読んだのである。

「魂を移し替かえると、エアザスとかいう堕天使が言ったのよね」

　ファティマは、腕うでを組んで美しい眉まゆを僅かに寄せる。

「はい。月光のクロイツが手に入れば、と」

「生き人形を造るつもりなんだわ……」

「生き人形……ですか？」

「土の人形に、魂を吹き込んで命を与あたえるの」

「そんなことできるんですか？」

「不可能ではないわ。妖術を使って精せい巧こうに練ねり上げた人形と、強力な依より代しろがあればね。もちろん禁術よ。魂をもてあそんではいけないわ。人に命を与えることができるのは神様だけ」

「何のために生き人形なんか作るんでしょうか。マリーエさんが不老不死を望んだのかな」

「さあ。仮にそうだとしても、何の見返りもなしに悪魔が人間の愚おろかな願いを叶かなえるとは思えないんだけどね」

「案外、エアザスが本気でマリーエに惚ほれたのかもしれないぜ。マリーエには、刻印がなかったんだろう？　やつは、彼女を自分の下僕にするつもりはないんだ」

　そこでシオンは重大な事実に気づく。

「エアザスは、月光のクロイツを依代にして、マリーエさんの魂を人形に封ふうじるつもりなんですね。それじゃ、最初からクロイツと引き替えに魂を返すなんて、噓うそだったんだ」

「そういうことになるな」

　グランディエは肩かたをすくめた。

「敵にクロイツを渡わたしてしまったら、マリーエは二度と戻ってこないわ。私たち、そうとは知らず、彼のためにわざわざサン・ピエトロ大聖堂からクロイツを盗み出してあげたわけ」

　ファティマもため息をついた。

　バリアクタールの家を見張っていた妖霊ドワーフが訪ねて来たのはその時だった。ファティマが百合の香かおりで前後不覚に陥おちいってしまったため、グランディエが地元の妖霊に頼たのんで（脅おどして）、家を監かん視しさせていたのである。

　──バリアクタールが出かけたよ。堕天使と女の子の魂は出て来なかったから、まだ家の中だと思う。

　可愛かわいらしい茶色の目をくりくりさせながら、ドワーフは言った。

「で、どこへ行ったかわかるかい」

　──多分サバトだと思う。半月ほど前に使いの妖霊がお知らせ持ってきたから。

　ドワーフの言葉にグランディエとファティマは顔を見合わせた。

「主あるじが留守番して、下僕がサバトに行くか？」

「バリアクタールの主はエアザスじゃないのかしら……」

「妖術師って、主以外の人のために働くこともあるんですか？」

　シオンが口を挟はさんだ。

「もちろん。彼らは誰かの依い頼らいで呪じゆ術じゆつを行って収入を得ているわ。もしかしたら、契けい約やくしたのではなく、生き人形を作るために、エアザスがバリアクタールを雇やとったのかもしれないわね。バリアクタールは魂を操あやつるのが得意な妖術師らしいから」

　言いながら、ファティマは気づいた。

「もしそうなら、こちらがもっと高額の報ほう酬しゆうを示せば……」

　シオンが最後まで言い終わらないうちに、

「やってみる価値はあるわね」

　ファティマはいつもの大だい胆たんな笑みを浮かべた。







　６　サバト




　巨きよ大だいな火柱が夜空を焦こがしていた。はじける火の粉が闇やみに吸い込まれては消える。

　赤々と燃える炎ほのおは、乾かわいた地面に寝そべる女たちの白い肌をてらてらと映し出していた。その上に覆おおい被かぶさっている男たちの何人かは、人間ではない。巧たくみな術で人間に化けてはいるが、男の周囲を黒い煤すすのような影がまとわりつき、そこには気味の悪い尾おや角が隠かくされていた。

　深い森の中である。巨大な焚たき火びの向こうには、教会を模もした祭さい壇だんがしつらえてあった。

　先ほどシオンは、十字架クロイツのない黒い上祭服を身につけた山羊やぎの頭の怪かい物ぶつが、聖せい杯はいに水を注つぎ、祭壇に背を向け、聖せい餅べいの代わりに黒い蕪かぶの輪切りを取り上げるという、神を冒ぼう瀆とくする恐おそろしい儀ぎ式しきを目にした。見ただけで神しん罰ばつが下るのではと、震ふるえが止まらなかった。

　その後、魔女や妖術師は、怪物の肩に口づけをし、忠誠を誓ちかい、炎の周りを踊おどった。

　悪魔とその下僕たちの饗きよう宴えん、サバト──

　グランディエ、ファティマとともに、シオンは、木の陰かげで脂あぶら汗あせを流しながらその様子を見ていたが、人間の男女と魔物とが入り乱れて淫いん楽らくに耽ふけり始めたのを見み計はからい、宴うたげの席に近づいて行くところだった。

「坊ぼうやには見せたくなかったんだけどなあ」

　グランディエは、ぽりぽりと頰ほおを搔かいた。

「……だ、だって……もし、またファティマが百合ゆりの香かおりの幻げん術じゆつにかかっちゃったら、僕がいなくちゃ困るでしょ……」

　シオンは頰を赤く染め、ぎくしゃくとグランディエの後について歩く。

「そう何度も同じ手には引っかからないわよ。まあ、いずれサバトについては教えなくちゃならないとは思っていたのよ。滅多めつたに来られる所じゃないから、よく見ておきなさい」

　とファティマは笑った。

　悪魔でも妖術師でもない者が、そう簡単にサバトに参加できるものではないとシオンが知ったのは、全身を黒い毛で覆われ、犬のような顔をした妖よう霊れいが三人の行ゆく手てを遮さえぎった時だった。

　──誰の許可を得て、ここへ来た。

「あー。許可はもらってないけど、ちょっと人捜さがし。宴の邪じや魔まはしないからさ、通してよ」

　グランディエは飄ひよう々ひようと答える。

　──てめえ、なめてんのか。

　妖霊の濁にごった黄色い目から、ギラリと殺気がほとばしった。

　ザワッと風が鳴った。薄ら寒いような圧力が首筋をなで上げる。いつの間にか、シオンたちの周囲を、何なん匹びきもの犬顔の妖霊が取り囲んでいた。どの妖霊も黄色い瞳ひとみを異様にぎらつかせている。中には口からよだれを垂たらし、舌なめずりしているものもいた。

　──うまそうじゃねえか。

　背後の妖霊が嬉うれしそうに言う。

　──すぐに喰くうのはもったいねえ。

　──そうだな、十分楽しんでからだ。

　取り囲んだ妖霊たちは、クックックと忍しのび笑いを漏もらす。

　──俺はあの女だ。

　──あっちのガキもよさそうだぜ。見ろよ、怯おびえてやがる。いいねえ。犯やりがいがあるってもんだぜ。

　不気味な笑い声が重なり、次し第だいに大きくなっていく。シオンは膝ひざの力が抜ぬけそうになり、グランディエの服をつかんだ。

「できれば、極ごく秘ひ且かつ穏おん便びんに、事を済ませたいんだけど」

　これだけの数の妖霊に取り囲まれても顔色一つ変えないグランディエの態度に、犬顔たちは何を感じたのか一いつ瞬しゆん押し黙だまった。続いて歯をむき出し戦せん闘とう態勢に入る。

　グランディエは、やれやれといった様子で剣けんの柄つかに手をかけた。ファティマも全く表情を変えず、僅わずかに腰こしを落とす。

　不気味なうなり声とともに犬顔の輪が少しずつ狭せばまって来た。シオンは震える手で柄を握にぎった。犬顔の妖霊たちが、まさに襲おそいかからんとした時、

『よせ！』

　地じ響ひびきのような怒ど声せいが聞こえた。犬顔たちがビクッと身を縮ちぢめる。

『宴を台無しにする気か』

　──で、ですが……

『お前らのかなう相手ではない。行け！』

　犬顔たちは、すうっと闇に吸い込まれるように姿を消した。シオンはへたへたとその場へ座り込んだ。

「ほら、しっかりしろ」

　グランディエが手を引っ張って立ち上がらせた。周囲の男女は、何も気づかなかったのか、折り重なって淫みだらな行こう為いを続けている。グランディエはシオンの手を引いたまま、祭壇に近づいた。祭壇の前には、山羊頭の祭司が、半はん裸らの美しい女を何人も侍はべらせて寝そべっていた。

（あ、悪魔だよ。本物の……）

　シオンはほとんど恐きよう慌こう状態だったが、グランディエは笑みさえ浮かべ、

「騒さわがせて悪かったな」

　山羊頭の悪魔に声をかけた。

『久しぶりだな』

　山羊頭はニヤリと笑い、身を起こした。先ほど、犬顔の妖霊を追っ払ぱらったのはこの声である。

（知り合いなの？）

　シオンは、驚おどろいてグランディエを見上げた。

「昔の同どう僚りよう」

　シオンの疑問を察したのか、グランディエはニッコリと答えた。

『どういう風の吹ふき回しだ？　まあ、座れ。一いつ杯ぱいどうだ』

　悪魔は侍っていた女に給きゆう仕じをさせる。焚き火の周りには、食しよ卓くたくがしつらえてあり、ブドウ酒やチーズ、果物、ソーセージなどが山のように盛られていた。

「ちょっと野や暮ぼ用ようでね」

　グランディエは勧すすめられるまま、ブドウ酒を飲んだり木の実をつまんだりしたが、

「あなたは、ここの物を食べたり飲んだりしちゃだめよ」

　シオンはファティマにこっそり耳打ちされた。

「本物じゃないことが多いし、本物だとしてもアルラウネ使ってあるからね」

「アルラウネって、悪魔祓ばらいに使う薬草なんじゃ……」

「媚び薬やくにもなるのよ」

「……媚薬……」

　シオンは、所狭せましと絡からみ合っている男女を見回し、ごくりと唾つばを飲んだ。

『また、ずいぶんと美しいお連れだ。おや……』

　悪魔の目がファティマに留まり、何か言いたげにグランディエに向けられる。

『──いいのか？　こんなところへ連れてきて』

「まあ、いろんな都合でね」

　グランディエは、曖あい昧まいに笑った。

『せっかく来たんだ。楽しんでいってくれ。お嬢じようさんも坊やも』

　山羊の顔で微笑ほほえみかけられ、シオンは全身に鳥とり肌はだを立てた。

「そうもしていられなくてね。バリアクタールってのは、お前と契けい約やくしたのか？　だったら話が早くて楽なんだけど」

『いや。私ではない。私は単なる野次馬だ。ここの連中は私の下僕ではないんだ』

　サバトは普ふ通つう、主あるじである悪魔が自分の下僕を呼び出して行われる。山羊頭の話によると、下僕たちにサバトの連れん絡らくがあったにもかかわらず、招しよう集しゆうをかけた当の主が来なかったらしい。祭司役がいなくて妖術師たちが右う往おう左さ往おうしているのを見かけたので、暇ひまだったからつきあってやったのだと山羊頭は言った。

「ここの主は誰なんだ」

『知らないんだ。そのへんのやつを締しめれば聞き出せるんじゃないか？』

「バリアクタールと話がしたいんだが」

　グランディエが言うと、山羊頭は「どいつだ？」と傍かたわらの女に尋たずねた。

『あっちにいるのがそうらしい。淫夢魔スクブスに気に入られたようだ』

　山羊頭は炎ほのおを透すかして、睦むつみ合っている男女を指さした。







　バリアクタールは意外に若い男だった。二十歳はたちをいくつも越こえていないだろう。薄うすい眉まゆに細い鼻筋、切れ長の一重ひとえ瞼まぶた。やや病的ではあったが、それなりに男前と言えなくもない。オレンジ色の焚き火に照らされてさえ、暗い洞どう窟くつに棲すむ爬は虫ちゆう類のように肌の白いことがわかる。

　彼には、恐ろしいほど妖よう艶えんな女がまとわりついていた。感覚的に女に視みえるだけで、輪りん郭かくは定かでなく、動くたびに残像が揺ゆれて、手が何本あるのか目が幾いくつあるのかわからない。しかも半分透き通っている。

　男女の悦えつ楽らくを夢に見せる妖よう霊れい、淫夢魔スクブスである。いったいどのような夢なのだろうか、バリアクタールの眉は寄せられていたが、表情は歓かん喜きに満ちていた。バリアクタールの全身に衝しよう撃げきが走る。その原因を想像して、シオンは耳まで真っ赤になった。

「ちょっと代わってくれない？」

　グランディエが、淫夢魔スクブスに声をかけた。その要よう請せいに、淫夢魔スクブスは黙って場を明け渡わたした。

　グランディエは、うっとりと寝ねそべるバリアクタールの脇わきに膝をついたが、じっと見ているシオンに気づくと、

「子どもは見ちゃだめ」

　と、しかめ面つらをした。

（見るなって言われたって……）

　シオンの周囲はどちらを向いても似たような光景である。傍かたわらのファティマを見上げると、彼女は、油断なく辺りを見回していた。グランディエの知り合いとはいえ、しょせんは悪魔である。警けい戒かいを怠おこたることはできない。シオンも耳を澄すまし目を凝こらして、自分たちに害意が向けられていないか神経を研とぎ澄すませた。

「…………ああ……」

　バリアクタールの切なげな声に、シオンの集中力は数秒と保もたなかった。グランディエの細く美しい指が、バリアクタールの耳の縁ふちをなぞっている。

「マリーエの人形を作ったのはお前だろ？」

　グランディエはバリアクタールの耳元でささやいた。

「…………何のこと……」

　バリアクタールは、ため息と一いつ緒しよに答えた。

「エアザスにいくらで頼たのまれた」

　グランディエの手がバリアクタールのゆったりとした外シユー衣ルコーの胸むな元もとに差し入れられた。

「……知りません……そんな人……っっ」

　グランディエの指がどのような動きをしているのか、バリアクタールは一層眉を寄せると、背を反そらせた。

「しらばっくれてもだめだ。エアザスと手を切れよ。月光のクロイツをやってもいいんだぜ」

　バリアクタールの細い目が開かれた。薄青い、氷のような色の瞳に僅わずかな光がよぎる。

「……あなた、誰です？」

　身を起こしかけるバリアクタールの腕をグランディエは押さえつけ、のしかかって身動きできないようにする。

「マリーエの魂を返してくれるなら、月光のクロイツはお前にやる。悪い取引ではないだろう？」

　バリアクタールは、呆ぼう然ぜんと、目の前の美しい男を見つめた。彼の脳のう裏りにどのような考えが渦うず巻まいたのか知ることはできないが、しばらくの沈ちん黙もくの後、バリアクタールはグランディエから逃のがれようと身をよじった。

「放してください。誰か……」

　助けを呼ぼうとするバリアクタールの口を、グランディエの唇くちびるが塞ふさいだ。バリアクタールは口を塞がれたまま身をもがいたが、間もなく彼の体から力が抜ぬけた。しばらくの間、グランディエにされるがままだったが、そのうちバリアクタールの青白い腕が、グランディエの背に回り、自分に引き寄せるように力が込められる。

（すごい術だ）

　術なのか技わざなのか。毎晩一緒に寝てるけど、ここまでされなくてよかったと、シオンはしみじみ思った。

「マリーエを返してくれ」

　ようやく唇を離はなしたグランディエは、ささやいた。そのままバリアクタールの耳たぶに軽く歯を立てる。

「……だめです。……主あるじを裏切ることなどできません……」

　荒あらい息をつきながら、バリアクタールは小さく首を横に振ふる。

「エアザスはお前の主ではないだろう？　お前の主は誰だ？　俺がそいつに交こう渉しようしてやろう」

「無理です。そんなことをしたら……」

「殺されるってか？」

　グランディエは、銀の瞳に、ぞっとするような笑みを浮かべた。

「主に殺される前に、ここで俺に殺されるか？」

　グランディエはバリアクタールの喉のどをつかんだ。細く美しい指からは想像できないほどの膂りよ力りよくが込められる。妖術師の顔が見る見るうちに紫むらさき色いろに腫はれ上がった。バリアクタールの爪つめが、グランディエの手の甲こうを搔かきむしる。

「お前を殺やってしまえば、相手はエアザス一人だ。俺にとっちゃその方が楽なんだぜ」

「……そんなこと……したら、封ふう印いん……解けなくなりますよ……」

　ヒューヒューと喉を鳴らしながらバリアクタールは言った。

「鍵かぎの在処ありかを知っているのは……私だけです…………エアザスには知らせていません……」

　マリーエの魂を閉じこめた鳥カゴは、毒どく蜘蛛ぐもの妖霊によって封印されている。バリアクタールは蜘蛛の目を一つ抜き、鍵に仕立てていた。鍵である目をはめ込まなければ蜘蛛はカゴから離れない。無理に蜘蛛を祓はらえば、マリーエも一緒に祓われてしまう。

　グランディエは、小さく舌打ちをすると、喉をつかんでいた手を離した。バリアクタールが途と端たんに咳せき込む。グランディエは今度はバリアクタールの外シユー衣ルコーの中に腕ごと差し入れた。バリアクタールは「ひっ」と、一いつ瞬しゆん身をすくませ、グランディエの手を引き抜こうとしたが、抵てい抗こうは長くは続かなかった。体が仰のけ反り、薄青の瞳が焦しよう点てんを失う。

「…………やめて……」

「鍵はどこだ」

　聞いているシオンが震ふるえ上がるほど冷たい声だった。

「………………」

　グランディエの手によって外シユー衣ルコーの中で何をされているのか、バリアクタールはいやいやをするように頭を振った。

「言えよ。鍵はどこだ」

　バリアクタールの唇から吐と息いきが漏もれ、全身が細かく痙けい攣れんする。

「……鍵は…………」

「そうだ。鍵は？」

「鍵は……インプに持たせました……」

「インプを喚よぶんだ」

　グランディエの指が、外シユー衣ルコーの中で怪あやしくうごめく。バリアクタールは、耐たえきれずに小さくうめくと、息混じりに呪しゆを唱え始めた。しかし、インプを呼ぶ呪は、犬顔の妖霊たちの突とつ然ぜんの叫きよう声せいに中断された。

「手入れだ！　早く逃にげろ！」

　グランディエは、「くそっ」と低くつぶやくと、素す早ばやく立ち上がった。バリアクタールもふらつく足を踏ふみしめ、転がるようにその場を逃れる。

「仕事熱心なのはいいんだけど、タイミング悪すぎ」

　状じよう況きようが把は握あくできずに呆然とするシオンの手を、ファティマがつかんで走らせる。

「教会の手の者が踏み込んできたの。つまり妖術師の一いつ斉せい検挙。ここで捕つかまったら後が大変よ」

「ひゃー」

　ようやく事態が吞のみ込めたシオンは、全力疾しつ走そうに移った。

「急げ」

　森の向こうから、おびただしい松明たいまつの灯あかりが近づいて来た。抜き身の剣を持った兵士に加え、鎌かまや杭くいを持った近在の農夫らしき者も混じっている。

　夜や陰いんに乗じようじて三人は森の奥へ身を隠かくした。

　地鳴りのような怒ど号ごうと、刃は物ものの打ち鳴らされる音が彼らの所まで届いてくる。

「もうちょっとだったのに、惜おしかったですね」

　シオンはバリアクタールが消えた方角を名残なごり惜おしそうに見やる。

「…………ああ」

　バリアクタールの主は誰なのか、なぜ、宴うたげの主しゆ催さい者しやが不在なのか、百合ゆりの香かおりの件といい、グランディエは妙みような引っ掛かりを感じていた。







　７　死し闘とう




　新たな脅きよう迫はく状じようが届いたのは、翌日の夜も大分更ふけてからのことだった。

『起きて……』

　シオンに呼びかけるモノがあった。目を開けるのが嫌いやだった。漂ただよってくる気から、妖よう術じゆつの香かおりがしている。

（こういうときに限って、グランディエがいないんだから）

　グランディエは、バリアクタールの家の張り込みに行っていた。

『起きて、私の言葉を聞いて』

　声は先ほどより近くで聞こえた。シオンは、どうかあんまり怖こわい妖よう霊れいではありませんようにと祈いのりながら、目を開けた。

　赤ん坊ほどの大きさの、愛らしい人形が床ゆかに立っていた。古いデザインのローブには、宝石を模もしたガラス玉がちりばめられている。金色の巻き毛には淡あわい水色のリボン。詰つめ物をされた亜あ麻ま布ぬのの頰ほおは、ほんのりピンクに色づけされていた。一見愛らしくはあるが……。

　人形であるはずなのに、その瞳は生きていた。白しろ目めが血走っている。夜行性の肉にく食しよく獣じゆうのように爛らん々らんと輝かがやく目が、ぎょろりとシオンを睨ねめていた。

「うわ────っっっ！」

　覚かく悟ごはしていたが、やはり叫んでしまった。

『ファティマを呼んで』

　呼ぶまでもなかった。シオンの声を聞きつけたファティマが、部屋に飛び込んできた。人形が、くるりとファティマの方に顔を向けた。体はそのまま、首だけが百八十度回転したのである。あまりの不気味さに、シオンはもう一度叫びそうになるのをかろうじて堪こらえた。

『今夜、今すぐよ。月光のクロイツを持って、アルバーノ湖の南岸に来て。グランディエもこの坊やも連れて来てはだめ。あなた一人で来るのよ』

　人形はそれだけ言うと、パタンと倒たおれた。ファティマは、つかつかと歩み寄り、床の人形を拾った。すっかり普ふ通つうの人形に戻っていた。目もただのガラス細工である。

　妖術の残り香は人間のものだった。バリアクタールがエアザスを裏切ってこちらの誘さそいに乗ったのだろう。

「けど、なんで、私？」

　月光のクロイツを確実に手に入れたいのなら、シオンを指名する方が上じよう策さくである。

　ファティマは、シオンと手にした人形とを交こう互ごに見比べた。







　細い月が沈しずみかけていた。黒光りする湖面に間ま延のびした月の姿が映っている。湖の周囲は落葉樹の森に囲まれ、陽ひのあるうちは散策に訪おとずれる者や、木こりなどの姿が見られるが、さすがに深夜、この場所を訪おとずれる者はいない。

　ファティマは、馬をつなぐと湖岸に立った。

　湖岸に生おい茂しげる草くさ陰かげには、息を潜ひそめて闖ちん入にゆう者しやを窺うかがう妖霊たちの目が無数に光っている。雲間に見え隠れする星の光は地上には届かず、足あし下もとも定かならぬほど辺りは闇やみに閉とざされていた。ざわざわと風になぶられる草の音が、魔ま物ものの嘲ちよう笑しようのように耳みみ障ざわりに響ひびく。

　森の奥に鬼おに火びが灯ともった。握にぎり拳こぶし大の青白い炎ほのおは主人を導きながらファティマに近づいてくる。

　鬼火をまとわりつかせ、木々の間から一人の男が現れた。

　くるぶしまでの黒い外シユー衣ルコー。薄うすい眉まゆに、切れ長の一重ひとえ瞼まぶた。炎に照らされた頰ほおの白さは、陽の光を知らない爬は虫ちゆう類のようであった。バリアクタールである。

「月光のクロイツを持ってきたわ」

　ファティマは、懐ふところからビロードの小こ袋ぶくろを出した。

「約束通り、私一人よ。マリーエを返して」

　バリアクタールの薄い唇くちびるがつり上がった。

「いいでしょう。クロイツをこちらへよこしてください」

　バリアクタールは手を差し出したが、ファティマは小袋を握ったまま離はなさなかった。

「マリーエは？」

「この通り」

　バリアクタールは軽く手招いた。バリアクタールの背後から鳥カゴをぶら下げたインプが舞まい上がる。カゴの上には巨きよ大だいな毒どく蜘蛛ぐもが乗っていた。インプは蜘蛛に触ふれぬよう、鳥カゴの上部に取り付けられた金属の輪を持って、カゴを提さげていた。

　カゴの中には、一フースほどの大きさの朧おぼろに輝く光の少女が、怯おびえた眼まな差ざしでファティマを凝ぎよう視ししていた。

「鍵は？」

「鍵はここにあります」

　バリアクタールは、指を突つき出した。骨張った白い指には、一ひと粒つぶの真しん珠じゆのような球がはさまれていた。八つ目の蜘蛛の目だった。

「本物なんでしょうね」

「もちろん。今さら偽にせ物ものをつかませてもどうにもならないでしょう？」

「証しよう拠こを見せて。でなければ、これは渡わたせないわ」

　ファティマは、袋から月光のクロイツを取り出すと、掌てのひらに載のせた。掌にぼうと深しん紅くの炎が生まれる。炎は小さなトカゲの形をとって、美しい月長石の十字架クロイツを取り巻いた。火ウルのカ精ヌスである。火ウルのカ精ヌスの炎に焼かれれば、月長石はただの炭と化してしまう。

「随ずい分ぶんと、用心深いんですね」

　バリアクタールは、薄うすら笑いを浮うかべると、目玉を蜘蛛の眼がん窩かにはめ込んだ。蜘蛛はピクリと動き、八本の脚あしがうごめいた。蜘蛛がカゴから離れる前に、バリアクタールは呪を唱え、再び蜘蛛の目を取り出した。

「いいわ。それじゃ、取引といきましょう。まず、カゴをそこへ置いて」

　バリアクタールは、インプに命じて、マリーエの魂が閉じ込められたカゴを、少し離れた地面の上に置かせた。興きよう味み津しん々しんの小さな妖霊が闇から這はいずり出てきてカゴを取り巻いたが、蜘蛛の七つの目に睨にらまれると、すごすごと退散する。

「蜘蛛の目をあの切り株に置いて。私は、月光のクロイツをそこの岩に載のせるわ」

　バリアクタールが蜘蛛の目を切り株に載せ、元の場所に戻るのを見届けてから、ファティマは掌の火ウルのカ精ヌスを消し、クロイツを湖に張り出した岩の上に載せた。

「いい？　行くわよ」

「どうぞ」

　ファティマが切り株へ歩み出すや否いなや、バリアクタールがクロイツに向かって脱だつ兎とのごとく走り出す。

「風シルウのエス精トレ！」

　蜘蛛の目に向かって走りながら、ファティマは風の精霊を喚よんだ。バリアクタールの手がクロイツをつかむ寸前、月長石の十字架は自らの放つ青い煌きらめきを散らしながら夜空を舞った。

「何っ！」

　バリアクタールが、螺ら旋せんを描えがいて宙を飛ぶクロイツを目で追っている間に、ファティマは蜘蛛の目を易やす々やすと手にする。小さなつむじ風に運ばれたクロイツは、ふわりと旋せん回かいし、ファティマに招まねかれるまま降下を始めた。

「ちっ！　インプ！」

　バリアクタールの声に、インプがクロイツに向かって飛ひ翔しようする。しかし、小悪魔の手がクロイツに届く前に、

「火ウルのカ精ヌス！」

　深紅の炎が矢となってインプを射い貫ぬいた。インプは声を上げる間まもなく煤すすとなって消える。ファティマの白い繊せん手しゆがクロイツを捕とらえた。そのままファティマは鳥カゴに歩み寄り、カゴの吊つり輪に手をかける。

「残念だったわね。悪いけど、マリーエもクロイツも渡せないわ」

「それはどうでしょう」

　バリアクタールは、鳥カゴに向けて顎あごをしゃくった。

「え？」

　鳥カゴに目を向けたファティマは愕がく然ぜんとした。カゴの中のマリーエは、醜みにくいインプと化していた。ケケケと甲かん高だかい笑い声を上げながらカゴの中で小こ躍おどりしている。

「まあ、そう簡単にはいかないと思いましてね。念のため本物は置いてきました」

「そんなことだろうとは思ってたけどね。でも、私に偽にせ物ものだと気づかせないなんて、あなた、なかなかやるじゃない」

「光栄です」

　瘦やせた月が沈みきった。ちろちろと鬼火の灯あかりだけが対たい峙じする二人を青く照らす。

「さて、こうなったら、力ずくでクロイツをいただくしかありませんね」

　ギリッと大気を氷結させる殺気が満ちた。

「やれるものならやってみなさい」

　鳥カゴを無造作に放ほうり投げ、ファティマは薄く笑った。







　暗い空だった。流れる雲が、星を覆おおってはまた過ぎ去っていく。

　廃はい墟きよの村ハッターの、わずかに残されていた建物は、すでにあらかた倒とう壊かいしていた。

　崩くずれ落ちた家々の隙すき間まに身を潜ひそめ、妖霊たちは、おののきながらじっと空を仰あおぐ。その視線の先には、夜空に白く輝く翼つばさを広げ、凄せい絶ぜつな戦いを繰くり広げる二人の堕だ天てん使しの姿があった。

　エアザスが、掌しよう底ていをグランディエに向ける。掌から赤黒い炎の球が続けざまに放たれた。グランディエは、身をひねって炎の球を避よける。球に直ちよく撃げきされた樹木や家屋が、激しい爆ばく裂れつ音おんとともに瓦が解かいした。キーと高い声を上げて、隠かくれていた妖よう霊れいたちが逃にげ惑まどう。

　グランディエは、間かん断だんなく襲おそいかかる炎の球の間を縫ぬうようにして長剣を振ふりかざし、エアザスに突とつ進しんする。エアザスはザッと羽ばたいて斜ななめ後方に身を逸そらすが、突き出された剣が翼を掠かすめ、白い羽を散らせた。

「その折れた翼で、空中戦に持ち込むだけのことはあるな」

　肩かたで息をしながらエアザスは片かた頰ほおだけをつり上げて笑う。

「お前の足で地上戦じゃ気の毒だと思って、ハンディをつけたのさ」

　応じるグランディエも、額ひたいにうっすらと汗あせが浮いている。

「要いらぬ世話だ！」

　エアザスの掌底から巨大な火の球が生まれ、ドンと重い音とともに弾はじけ飛ぶ。グランディエは剣を正せい眼がんに構かまえ、真っ向から炎を断たち割った。そのまま一気に間合いを詰つめる。振り下ろした長剣の切っ先が、エアザスの胸を斬きり裂さいた。

　堕天使の体に、血は流れていない。裂かれた傷口からは、透とう明めいなエーテルがこぼれ落ち、宙に散っていく。エアザスは傷口を押さえ、苦痛に顔を歪ゆがめる。

「いい加減、諦あきらめろ。大人おとなしくマリーエの魂たましいを返してくれれば見み逃のがしてやる」

「……できない相談だな」

「坊ぼう主ずのとこへ通うのがしんどいのか？　連れて逃げれば済すむ話だろうが」

「……あんな老いぼれなど、……恐おそれるに足りぬ…………」

　苦く悶もんの声に嗤わらいが含ふくまれる。

「じゃあ、何故なぜ？　今まで通りこっそり逢あってればいいだろう」

「…………そして、彼女が……老いて……死んでいくのを……黙だまって見ていろと言うのか？」

　グランディエは、彼の藤ふじ色いろの瞳ひとみに底知れぬ悲ひ哀あいが宿っているのを見る。マリーエが人としての生を終えた後も、ただ想おもいだけを抱かかえて、永遠に存いきながらえなければならない哀かなしみを──。

（俺も、同じ瞳をしているのだろうか）

　銀ぎん髪ぱつの堕天使は自問した。

「彼女が大した罪を犯おかさなければ、魂はまた還かえる。いずれ生まれ変わったマリーエに逢えるだろう」

　それは、グランディエが自分に言い聞かせ続けてきた言葉だった。

「何百年、いや、何千年先になるかわからない不確かな未来など待てぬ」

　エアザスは哀かなしい顔で嗤った。

「私は、あの娘むすめとともに在ありたい。片時も離れず、永遠に……」

（……そうだな。ずっと側そばにいられたら）

　望んではいけないことだった。

　グランディエは絞しぼるような低い声で自らの心に向けて裁決を下す。

「…………神は、許さぬだろう」

　エアザスはしばし瞠どう目もくし、続いて哄こう笑しようする。

「地に堕おとされて、翼を折った者の言う言葉とは思えぬな」

　嗤いを収めたエアザスの掌底が、再びグランディエを向いた。







　その頃ころ、シオンはバリアクタールの家に沿ってうろうろと歩き回っていた。

（急がなくちゃ。エアザスに気づかれないうちに）

　グランディエが敢あえて空中戦に持ち込んだのには理由があった。シオンがこの家の結界を解き、マリーエを連れ出すまでの間、エアザスをこの家から引き離すためである。

　シオンは、結界の要かなめとなっている呪じゆ符ふを捜さがしていた。家を取り囲むように四枚の呪符があるはずだった。そのうちの一枚でも剝はがせば、結界を解くことができる。

（あった！）

　壁かべの割れ目に、黒い小さな羊よう皮ひ紙しが貼はられていた。

　シオンは壁に駆かけ寄った。背せ伸のびして手を伸ばすと、辛かろうじて呪符に指がかかる。

　──ただ力任せに符を剝がしたのでは、結界が解けた時に呪力が溢あふれ出して、あなたもマリーエの魂もただでは済まないわ。新たな呪で符を包み込むようにして慎しん重ちように剝がすのよ──。

　シオンは、ファティマの言葉を反はん芻すうする。文もん言ごんを即そく座ざに覚えるのはシオンの特技だった。

（問題は、……度胸…………）

　シオンは、震ふるえる指先を一度握にぎり、また開いた。

（大丈夫。やれる。この力は神様が悪魔と戦うためにくれたんだから）

　シオンは呪を唱え、符を剝がした。

　一いつ瞬しゆん、バリアクタールの家の周囲に黒い陽炎かげろうのような歪ゆがみが生じ、結界は無事に解けた。シオンはほっと小さく息をつき、扉とびらを開けた。

　蛾がの目を使って視みた時と同じように、光の少女は蜘蛛くもに抱だかれたカゴの中にいた。

　──誰だれ？

　少女は怯おびえた目でシオンを見上げる。

「僕はシオン。君を助けに来た」

　──助け？　エアザスはどうしたの？　バリアクタールは？　外で何が起こってるの？

「詳くわしい話は後。とにかく君はここに居いちゃいけない」

　シオンは、羽は織おっていたマントを外し、鳥カゴにかぶせる。マントの裏側にはヘブライ語の呪文がびっしりと書かれていた。蜘蛛の毒どく牙がを避さけるためである。

　──やめて！　私をどうするつもり！

　マントの内側から、少女の叫きよう声せいが漏もれる。

「魂を体に戻す」

　シオンは、マントごとカゴを持ち上げ、急いで部屋を出る。

　──嫌いやよ！　私は新しい体をもらって、エアザスと一いつ緒しよにいるの！　家になんか帰りたくない！

　抱えたカゴが揺ゆれた。マリーエが暴あばれているのだろう。シオンはしばし足を止め、マントごしに少女に語りかける。

「神様は、いつでもどこでも、ずっと見てるよ。天てん罰ばつを恐れながら、陽ひの光にも春のそよ風にも怯おびえながら、生きていくつもりなの？」

　カゴの揺れは収まらなかった。マリーエは叫び続けている。

「それに、どんなに逃げ回っても、いつか最後の審しん判ぱんの日が来るよ──」

　──彼と一緒なら、地じ獄ごくに落とされたって、業ごう火かに焼かれて滅ほろびてしまったって構わないっ！

　わああ、と泣き伏ふす声が聞こえた。シオンはチクリと胸に痛みを感じる。

「…………ごめん、僕、やっぱり君をそんな目に遭あわせたくない」

　シオンは、鳥カゴを抱え直すと駆け出した。







　エアザスは額を掠かすめる刃やいばを逃のがれ、仰のけ反ぞるとそのまま逆さかしまに回転した。

　廃墟を俯ふ瞰かんして、彼はバリアクタールの家の結界が解けていることに気づく。愕がく然ぜんと視線を走らせれば、白い包みを鞍くらの前輪に掛かけ、街かい道どうに向かって馬を駆かる少年の姿があった。

「マリーエ!!」

　エアザスは馬に向かって飛ひ翔しようした。掌てのひらに炎ほのおの球が凝こごる。

「させるか！」

　エアザスを追ってグランディエが急降下する。折れた右う翼よくが軋きしみ、彼は眉まゆを寄せた。

　背後の高みから迫せまる圧力にシオンは振り返った。天空から赤黒い炎が向かってくる。

「うわっ」

　シオンは咄とつ嗟さに馬首を巡めぐらせる。炎は馬の鼻先を掠め、地面に激突して小しよう爆ばく発はつを起こした。驚おどろいた馬が棹さお立だち、振り落とされそうになったシオンは手た綱づなを引き絞しぼった。

　二発目を放とうとするエアザスにグランディエが追いついた。長剣がエアザスの翼を突つき通す。白い羽が雪のように散った。

「シオン、行け！」

　グランディエの励れい声せいに、シオンは馬に拍はく車しやを入れて再び駆け出した。

　エアザスは力無く垂れた片翼のまま、グランディエに向き直った。

「………邪じや魔まを……する……な……」

　美しかった藤色の瞳が、苦痛と憎ぞう悪おとで凄せい惨さんな光に彩いろどられている。

「考え直せ。本当にマリーエの幸せを願うんなら、人としての道を踏ふみ外させるなよ」

「うるさいっ！」

　エアザスはグランディエに向かって炎球を連射した。グランディエは難なんなくそれらをかわす。二人の堕だ天てん使しの力の差は、今や歴れき然ぜんとしていた。しかし、グランディエは攻こう撃げきを仕し掛かけず、防戦に徹てつしていた。彼は、シオンが逃にげる時間さえ稼かせげればいいと思っていた。

　炎球が途と切ぎれた。エアザスの傷口からはエーテルが止めどなくこぼれ落ち、炎球を生み出す力が尽つきてしまったのだ。

　エアザスの体がぐらりとよろめく。咄とつ嗟さに、グランディエは滑かつ空くうし、落下しかけるエアザスを抱き留めた。

「……放せ。同情など……いらぬ」

　銀髪の堕天使が、今まで力八分で戦っていたことを看かん破ぱしたエアザスは、誇ほこりを傷つけられた悔くやしさに唇くちびるを嚙かんだ。

「同情などしていない。ただ……」

　エアザスとマリーエが、誰の目にも届かぬところで幸福に暮らせればいいと、グランディエは密ひそかに願っていた。

　グランディエの闘とう気きがわずかに弛ゆるんだ隙すきを、エアザスは見み逃のがさなかった。グランディエの腕に抱かかえられたまま、彼は最後の力を振ふり絞って炎球を練ねった。

「！」

　グランディエは、抱いていたエアザスを突き放した。しかし、炎球はすでにエアザスの掌しよう底ていから離れかかっていた。思わずグランディエは炎球に向けて剣を突く。

　刃は、炎の球を突き通してエアザスの胸に食い込んだ。

（しまった！）

　グランディエが刃を引き抜ぬくと、エアザスはエーテルを撒まき散らしながらゆっくりと下降していった。

「エアザス！」

　どさりと、乾かわいた砂を巻き上げてエアザスが地面に墜おちる。胸の傷からはエーテルが止めどもなく流れ出、まがい物の土の体は手足の先から少しずつ崩くずれていった。

　その傍かたわらにグランディエが舞まい降りる。

　とどめを刺さす必要のないことは、どちらにもわかっていた。

「言っておくが、俺は堕おとされたんじゃない。自分から堕ちたんだ」

　崩れかかるエアザスを見つめながらグランディエは言った。エアザスは嗤わらおうとして顔を歪ゆがめた。

「…………酔すい狂きようなやつだな……なぜそんな真似まねを……」

「女を、守るためさ」

　噴ふん飯ぱんものの台詞せりふだったが、エアザスは笑わなかった。彼は、自分を見下ろす銀髪の堕天使を凝ぎよう視しし、そして思い出した。

　遥はるか昔、エデンを守しゆ護ごしていた、自分には遠く及およばぬ至し高こうの天使の姿を────

「……そうか、…………あの、黒髪の女が……」

　さらさらと、土の体がグランディエの腕の間からこぼれ落ちていく。

「…………そんな愛し方も……あるんだな………………」

　エアザスの体は胸から下がすでに消えていた。彼のエーテルを狙ねらって、妖よう霊れいたちが遠巻きに見守っていた。

「……鳥カゴの鍵かぎは……バリアクタールの左腕に……埋うまっているはず……彼女を解放……」

　藤色の瞳から一粒の涙がこぼれ、塵ちりとなり風とともに舞い散っていった。グランディエは、彼の唇が声にならない声で、最期さいごに愛いとしい女の名をつぶやくのを見た。

　エアザスの姿は消えた。散り散りになった彼のエーテルは、あるものは大地に吸収され、あるものは妖霊の腹に収まった。

　グランディエはそれを見届けると、剣を片手に提さげたまま、バリアクタールの家に向かった。
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　最さい奥おうの部屋には、白木の箱にマリーエを模もした土人形が横たわっていた。表情のない瞳が宙を睨にらんでいる。

　────あの娘むすめとともに在ありたい。片時も離れず、永遠に────

　グランディエの耳にエアザスの言葉が蘇よみがえる。

　抱いだいてはならぬ夢だった。

（この手で触ふれて……腕に抱だいて……………………）

　グランディエは、逆手で柄つかを握にぎり、長剣を振ふり上げた。

（……お前と…………一緒に……ずっと……）

　一いつ刹せつ那な、銀の瞳に哀かなしい影がよぎる。

　グランディエは、長剣を振り下ろした。土人形の額に刃やいばが突き刺さる。暗い廃はい屋おくに、ピシリと乾いた音が響ひびき、土人形は砂の山と化した。

　グランディエはきびすを返した。彼は振り返らず、夜空に向かって飛ひ翔しようした。







　シオンは、松明たいまつを片手に、ハッターからシラーネに向かう森の中の街道筋を疾しつ走そうしていた。鞍くらの前輪には、白いマントに包まれた鳥カゴが下がっている。カゴからは時折マリーエのすすり泣きが聞こえていた。

　馬が突とつ然ぜん立ち止まり、前まえ脚あしを高く上げて嘶いなないた。耳を外向きに寝ねかせ、怯おびえている。

　シオンは馬の首を軽く叩たたいてなだめた。理由はわかっている。シオンの前方の闇やみに、赤く光る目がいくつも浮かび上がっていたのだ。

　──その荷物を置いて行くんだ。

　赤目の妖霊は、しわがれた声で恫どう喝かつした。シオンはこうなることを覚かく悟ごしていた。結界が解ければ、呪しゆをかけた本人にはわかる。バリアクタールがシオンを見逃しておくはずはなかった。

　シオンは松明を投げ捨て、すらりと剣を抜いた。こめかみに汗が伝う。

（負けない。絶対に譲ゆずらない。マリーエさんの魂たましいを守るのは、僕しかいないんだ）

　シオンは馬に拍車を入れ、赤い目の群れへ斬きり込んだ。

　赤い目がシュッと飛んだ。地面で燃えていた松明の灯あかりに、無数の妖霊の姿が照らされた。シオンは体中の産うぶ毛げを逆立たせた。

　ただれて、黒く干ひ涸からびた肌はだ。大きな頭の割に、異様に細く小さな手足。生まれたての赤ん坊を、灼しやく熱ねつの砂さ漠ばくに何週間も放置しておけばこのような姿になるのかもしれない。しかし、赤ん坊の亡霊ではない証しよう拠こに、乾いた唇の間から、肉にく食しよく獣じゆうのような鋭するどい歯がのぞいている。かさかさのミイラのような顔には、赤い瞳だけが爛らん々らんと邪じや悪あくな光を宿していた。

　一匹が、シオンの目の前に飛んできた。

「このっ！」

　シオンは渾こん身しんの気合いを込めて剣を突つき出した。

　──ぎゃっ！

　赤ん坊のミイラのような体が黒い霧きりとなって散った。シオンの剣は、グランディエからもらったものである。グランディエの翼つばさから一本の羽を抜き、剣の形をとらせたのだという。堕天はしていても一応は天使の羽である。妖霊に対して発揮される力は並ではない。下級の魔物ならば、触れただけで霧む散さんする。

　その剣を頭上高く振り上げ、シオンは二匹目の妖霊に向かって突き進んだ。二匹目は、振り下ろされる剣の脇わきをすり抜けた。

「つっ」

　鋭い痛みが肩を襲おそった。赤目のミイラが肩に嚙かみついていた。剣の柄で振り払うと、妖霊は肩の肉を嚙みちぎって、跳とびすさった。宙に停止した状態で、シオンの肩の肉をくちゃくちゃと咀そ嚼しやくし、飲み込む。灰色の舌が、皺しわだらけの唇くちびるをぺろりと舐なめた。赤い目が細められ、唇の端はしがニヤリとつり上がる。

（喰くい殺すつもりだ）

　シオンは総毛立った。腹と背に生温かいものが流れていく。喰いちぎられた肩からの血だった。

　──クックックッ。

　一匹の妖霊が嬉うれしそうに笑った。その笑いが伝でん播ぱしていく。高く、時には低く、こだまのように耳に響いた。シオンを取り巻く十数匹の妖霊たちが、腹をよじり、ケタケタと声を上げて笑っていた。

　シオンはギリッと奥歯を嚙みしめた。

（笑うなら笑え。大人しく喰われてなんかやらないっ！）

　シオンは長剣を振り回しながら疾しつ駆くした。一いつ斉せいに赤目の妖霊が後を追う。シオンの視界の隅すみに妖霊の姿が入った。考えるより先に、剣を持つ手が動いた。横ざまに一いつ閃せんする。それが黒い塵ちりとなったのを気配で感じながら、正面から牙きばを剝むいて迫せまっている妖霊に、鋭い突きを繰くり出していた。

　手た綱づなを持つ手に、一匹の妖霊が嚙みついた。柄頭で眉み間けんをたたき割る。続けざま、背にも頭にも妖霊が嚙みついてきた。だが、不思議と痛みも恐きよう怖ふも感じなかった。

（絶対に、負けない！）

　額から流れる血で、景色が赤黒く濁にごって見えた。体が重かった。妖霊の数は減ってはいるが、嚙み傷が増えていくのは、剣を振るう速度が落ちているからなのだろう。

　一匹の妖霊が、白いマントに包まれたカゴに手を伸のばした。呪は書き付けられているが、先日と違ちがって聖水には浸ひたしていない。むき出しの魂に聖水が滴したたれば、マリーエに苦痛をもたらす恐おそれがあったためである。従って、マントは妖霊を完全に退けることはできなかった。

　別の妖霊がシオンの喉のどを狙って牙きばを剝むいた。二匹の妖霊を同時に叩き落とすだけの力が、彼には残っていなかった。だからシオンは、マリーエの魂を守る方を選んだ。カゴに手をかけた妖霊に向かって上段から剣を振り下ろした。次の瞬しゆん間かん、喉に焼けるような熱い痛みが走り、鮮せん血けつが馬のたてがみに散った。

　霞かすんでくる目を必死に開け、剣を振り上げようとするが、腕は上がらなかった。

（……負けない。嫌いやだ。負けたくなんかない……）

　突然、紅あかい光がシオンの視界を焼いた。光は風圧を伴ともなって、シオンの金髪を巻き上げた。

　──ギャーッ！

　喉に喰らいついていた妖霊が塵となった。

　光の風の源みなもとに立つ長身の影には、大きな翼があった。

「……グランディエ？」

『いやいや、私だよ。坊や』

　光の中から一人の堕だ天てん使しが現れる。鮮あざやかな紅くれないの髪と、鋭い光を放つ同じ色の瞳は、灼しやく熱ねつの炎ほのおを思わせる。美しい顔を角の生えた醜みにくいマスクで被おおったその人物は、先日サバトで出会った山羊やぎ頭あたまの悪あく魔まだった。

「……山羊頭さんだったの……どうしてここへ」

『気になることがあってな。バリアクタールの身辺を洗っていたらたまたま坊やを見かけたというわけだ。おっと、大丈夫か』

　失血で倒たおれかかるシオンを抱き留め、山羊頭の悪魔は、少年の喉に手を当てた。

『とりあえず血止めをしておく。送ってやりたいが、早さつ急きゆうに調べなくてはならないことができてしまった。この森を抜ぬければすぐシラーネだ。一人で行けるか？』

「……は、はい。大丈夫です」

　鞍くらの前輪につかまり、シオンは身を起こした。貧ひん血けつのためか頭に霞かすみがかかっている。

『それから、グランディエに伝言してくれ。鍵の在処ありかがばれたらしい。バリアクタールの件は罠わなだ。気をつけろと』

　シオンが頷うなずくと、山羊頭の悪魔はザッと翼をはばたかせ、空高く飛ひ翔しようして行った。







「火ロラマ竜ンドリ！」

　ファティマの指先から、火か炎えんが放射される。炎は竜たつ巻まきとなってバリアクタールに襲いかかる。

「障しよう壁へき！」

　妖よう術じゆつ師しは腕を交差させ、見えない壁かべを作ると炎を撥はね返した。ファティマは火竜を次々と生み出し、バリアクタールの周囲を囲った。妖術師は、歯を食いしばり炎の攻こう撃げきに耐たえる。

「往おう生じよう際ぎわが悪いわねっ！」

「そのクロイツをどうしても手に入れなくてはならないのですよ」

　荒あらい息をつきながらも、バリアクタールはニヤリと頰ほおをつり上げる。

「それに、この勝負、私の勝ちです。私はあなたを殺すことなんか何とも思っていませんが、あなたは私を殺せない。そうでしょう？」

　呪力だけの比ひ較かくであれば、ファティマの方が上だった。しかし、

　──汝なんじ、殺すなかれ──。

　どんなに邪悪な妖術師でも、ファティマに人は殺せない。

「半死半生の目に遭あわせることぐらいできるわ。二度と妖術が使えなくなるぐらいにね」

　ファティマは鼻で笑い、指先から放つ火炎の勢いが増した。

「……なめないでください。私を馬ば鹿かにしたことを後こう悔かいさせてあげます！　水すい霊れい！」

　バリアクタールの喚よび声に、湖の表面がザワッと波打ち、続いて巨きよ大だいな水柱が上がる。水柱はバリアクタールを包む炎の竜を吞のみ込んで、もうもうと水蒸気を上げる。

　火勢が弱まった隙すきに、バリアクタールは障壁を解き、衣ころもの左袖そでに右手をつっこんだ。袖から引き抜いた拳こぶしを宙で広げる。

「これでも、大きい口が叩たたけますか！」

　バリアクタールの手から薄黄色の粉が散った。甘い香かおりが辺り一面に広がる。ファティマは、それが百合ゆりの香かおりだと気づき、急いで呼吸を止めた。

「風シルウのエス精トレ！」

　吐はき出す息で精霊を喚び、香を吹き払う。

　──すまない。お前がどうしても欲しかった。

　突とつ然ぜんの声に、ファティマは辺りを見回した。誰だれもいない。暗い湖の畔ほとりにはバリアクタールと自分だけだ。

　──神の御み心こころにそぐわぬことは承知の上、一度だけでよかったのだ……。

（幻げん聴ちよう……？）

　最初の一呼吸で嗅かいでしまった百合の香が、意識を侵おかし始めたことにファティマは気づく。

「やったわね！　風ウイン竜ドーゼ！」

　巨大なつむじ風が起こった。付近の砂や石を巻き上げてバリアクタールに突進する。妖術師はつむじ風に巻かれ、一度宙に放ほうられるとドスッと地面に叩き付けられた。

　起きあがる隙を与あたえまいと、ファティマは再び風を喚ぼうとしたが、呪しゆは紡つむがれなかった。

　ファティマの前に、輝かがやく十二枚の翼を背にした光の天使が立っていた。

　髪も肌も、その瞳さえも、美しく透とう明めいに輝く光。彼の金こん剛ごう石せきの瞳が、優やさしく切なげにファティマを見つめていた。

「誰……？」

　ファティマは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

　その隙をバリアクタールは見み逃のがさなかった。地面に叩き付けられ、伏ふしたままの姿勢で呪を唱える。蛇へびのような細長い雷鬼ドナーが何なん匹びきも、閃せん光こうを放ちながら宙に現れた。

「とどめです！」

　白い稲いな妻ずまがファティマに向かって奔はしる。

「！」

　目を射る閃光にファティマは我に返り、咄とつ嗟さに障壁を張るが、勢いに押されて尻しり餅もちをついた。

（幻まぼろしなんかに惑まどわされていちゃだめ）

　ファティマは素す早ばやく立ち上がり、早口で呪を紡ぐ。

「汝、水と火と大気と地による者よ。すべての聖なる者よ。出いでて……」

　ファティマの視界がぐらりと反転した。

　──お前は大罪を犯おかした！　罪を贖あがなえ！　お前の罪を！

　目め眩まいに足あし下もとをふらつかせるファティマの脳のう裏りに、恐ろしい激声が響ひびく。

　──反逆者を封ふうじよ。それがお前に与えられた罰ばつだ！

　──お前は大いなる深しん淵えんの鍵となるのだ！

「止やめて！」

　ファティマは耳を塞ふさいだ。

　バリアクタールの放った雷鬼ドナーが目の前に迫せまっていることに、ファティマは気づかなかった。

　ドンッ!!

　近くで雷かみなりが落ちたような大だい音おん響きように、ファティマは覚かく醒せいする。彼女の目の前に天使の背があった。今度は幻覚ではない。天使の片かた翼よくは折れている。

「大丈夫か」

　振り返ったグランディエに、「大丈夫よ」と答え、ファティマは一歩進み出た。

「どいてろ。俺が殺やる──」

　極きよく端たんに感情を押し殺したグランディエの声が、却かえって聞く者を怖おぞ気け立たせた。

「悪く思うなよ。俺は堕だ天てんした身だ。殺すなかれの戒かい律りつには縛しばられていない」

　恐きよう怖ふに目を見開くバリアクタールに向かって、グランディエは奔はしった。

　轟ごうと風が鳴った。

　為なす術すべもなく立ち尽くすバリアクタールに、白はく刃じんが振り下ろされた。







　グランディエとファティマが、シラーネの居酒屋の扉とびらに寄りかかって座っているシオンを発見したのは、東の空が濃のう藍らんに色を移した頃ころだった。

「シオン！」

　少年は体中に嚙かみ傷を負い、血まみれだった。目は固く閉じられている。

　グランディエはシオンを抱だき起こした。

「まさか……死……」

「大丈夫。気を失っているだけだ」

　シオンの周囲には白はく墨ぼくで簡易結界のための魔法円が描えがかれている。さほど強固ではないが下級の妖霊ぐらいなら退けることができる。シオンに請こわれてファティマが教えたばかりの呪術だった。

　シラーネに戻ってきたものの、宿にしている居酒屋の扉が開かず、結界を張って夜明けを待っている間に、力尽つきてしまったのだろう。

「頑がん張ばったのね」

　シオンの胸には、白いマントにくるまれた鳥カゴがしっかりと抱かれていた。

「ああ、坊ぼうやにしては上出来だ」

　グランディエは、少年の愛らしい額をそっと撫なでた。







　湖に映った星が揺ゆれていた。

　星明かりが、倒れているバリアクタールの黒い外シユー衣ルコーをかすかに照らしている。

　血の匂においをかぎつけたキツネが彼の亡なき骸がらに近寄り、外衣から流れ出た血を舐なめ始めた。

　ふっと何かの気配に気づいてキツネは顔を上げた。獲え物ものを盗とられまいと、キツネは向かい側からやってくるモノに牙きばを剝むき出したが、すぐに引っ込めた。そして、森の奥に向かって一いち目もく散さんに逃にげ出した。

　それの人差し指が、倒たおれている男の額に軽く触ふれた。

「目を覚ませ。我が下僕よ。自らの務めを果たす時が訪おとずれた」

　バリアクタールの目が開いた。腐くさった魚のように濁にごった瞳だった。

　彼はゆっくりと身を起こした。袈け裟さ懸がけに斬きり裂さかれた傷口からザアッと血がこぼれ、ずるりと左肩が落ちる。しかし彼は、自分の体が肩から胸にかけて割れていることに、何の感かん慨がいも示さなかった。欠落した表情のまま、不自然に広がった肩を反対の手で押さえ、立ち上がる。

　すでに何も映さぬ瞳が、主あるじを向いた。主は満足げに頷うなずいた。バリアクタールは森の外に視線を移し、ゆっくりと歩き始めた。







　８　カタコンベ




「ファティマ！」

　跳はね起きたシオンは、自分が宿にしている居酒屋のベッドにいることに気づいた。

「気がついたか」

　ベッドの縁ふちにグランディエが腰こし掛かけていた。シオンは慌あわててベッドから出ようとしたが、頭痛と吐き気で体が思うように動かない。

「貧ひん血けつがひどそうだな。まだ横になってろ」

　グランディエが、シオンの肩を支えて寝ねかせようとするが、シオンは素直に従したがわない。

「ファティマは？　マリーエさんの魂たましいは？」

　グランディエのシャツをつかんだまま、必死の形ぎよう相そうで尋たずねる。

「枢すう機き卿きようの館やかたに向かった。今頃は、マリーエの魂を戻しているだろう」

「蜘く蛛もの目は？」

「バリアクタールの腕うでの中に埋うめ込んであった」

「本物だった？」

「ああ。ここで蜘蛛の目をはめ込んで、ちゃんと祓はらってから枢機卿の館へ行った」

「……よかったー」

　大きな安あん堵どの息をつき、シオンはようやく横になった。

「どうした？　何か心配事でもあったのか」

「うん。ちょっとね。でも僕の勘かん違ちがいだったみたい。実はね。僕、森で助けられたんだ。あのサバトの山羊やぎ頭あたまさんに」

「ああ、あいつ。お互たがい現げん役えきで天使やってた頃からの腐くされ縁えんでね」

　グランディエは遠い昔を思い出して微び苦く笑しようする。

「あの人すごいよね。何か、ピカッて一発で妖よう霊れいを殲せん滅めつしちゃったんだよ」

「邪じや視しの持ち主なんだ。一ひと睨にらみで何でもやっつけちまう。山羊の面を被かぶっているのはそのためさ。素顔でサバトに出て、妖術師も魔ま物ものもぶっ倒れたら悪魔役としては困るだろ」

「グランディエはそういう武器持ってないの？　エアザスだって炎ほのおの球を発射させてたのに」

「できないことはないさ。だが、飛び道具は、敵に避よけられたら関係ないものまで破は壊かいしちまうだろ。俺は博はく愛あい主義なんだよ」

「……へー。それで彼はね、『鍵かぎの在処ありかがばれたらしい。バリアクタールの件は罠わなだ。気をつけろ』ってグランディエに伝言してって。僕、蜘蛛の目のことかなって思ってたんだけど、蜘蛛の目が本物なら別に……」

　だが、穏おだやかに笑っていたグランディエの表情が見る見るうちに険けわしくなっていった。

「グランディエ？」

「まさか……」

　グランディエは、ガタンと椅い子すを蹴け倒たおして立ち上がった。







　窓を閉め切り、ロウソクの灯あかりだけが揺れる部屋に、ファティマの紡つむぐ呪じゆ言げんが美しい調べのように響いていた。

　寝しん台だいの上には少女が眠ねむっていた。それまで青白かったマリーエの頰ほおに赤みが差し、微動だにしなかった指先がピクリと動く。その眉み間けんが哀かなしげに寄せられ、閉じた瞼まぶたから涙がこぼれた。

　ファティマはマリーエの額に手を当てた。

「今までのことは、みんな夢よ。目覚めたらすべて忘れてしまうわ。エアザスなんていなかった。あなたの魂は抜ぬけたりしなかった。ただ、深く眠っていただけ──」

　ファティマは、優やさしい声で語りかけた。

　少女の表情が和やわらいでいく。規則正しい深い寝息が戻った。

（これでいいんだわ──）

　エアザスとマリーエの想おもいに心を寄せ、ファティマは僅わずかに胸の痛みを覚える。彼女は軽く頭を振ふって一時の感傷を振り払はらった。

　突とつ然ぜん、

「ご苦労だったな」

　ファティマのこめかみに、冷たく硬かたい銃じゆう口こうが押しつけられた。予想外の出来事に、ファティマは絶句した。

　ロウソクの灯りに浮うかび上がったのは、小銃を手にした枢すう機き卿きようだった。邪じや悪あくな笑みを浮かべ、炎を映す黒い瞳が冷たくファティマを見下ろしていた。

「閣下？」

　枢機卿はクックックとおかしそうに笑った。

「お前ほどの女を、だまし通せたとは、我われながら称しよう賛さんに値あたいするな」

　枢機卿の声、枢機卿の顔。しかし、愛まな娘むすめを案じていた優やさしい瞳に、今は禍まが々まがしい光が宿っていた。

「あなた、枢機卿じゃないのね」

　悪魔が化けたのなら、ファティマにはすぐに見み破やぶることができる。しかし、悪魔の気配は微み塵じんもなく、声も姿も枢機卿そのものだ。第一、邪悪なモノはそのままではファティマの結界には入れない。

「体を乗っ取ったのね」

「その通り。さあ、月光のクロイツを寄こせ。妙みような真似まねをするんじゃないぞ。お前が精霊を召しよう喚かんしようとすれば俺にはわかる」

　ファティマは修道服の内ポケットからビロードの小こ袋ぶくろを出した。枢機卿は油断なく引き金に指をかけたまま、空いた方の手で小袋をつかんだ。柔やわらかな布地を通して伝わる強大な霊力の感かん触しよくに、枢機卿は満足げな笑みを浮かべる。

「いつからその体に入ってたの」

「マリーエと一いつ緒しよさ」

　枢機卿の姿をした悪魔は、眠る少女を顎あごで指した。

「──じゃ、最初から、何もかもお芝しば居いだったの？　わざわざマリーエの魂を奪うばっておきながら、私に取り戻させたってわけ？　エアザスは？　彼は何のために滅ほろびたのよ？」

　驚おどろきと怒いかりが同時にファティマを襲おそう。

「あの二人は何も知らん。エアザスがマリーエに惚ほれてるのをたまたま知って、バリアクタールをエアザスのところへ送り込んだ。生き人形を作らないかとな。お前をおびき寄せて月光のクロイツを手に入れるためなら、別に誰だれでもよかったのさ」

　ファティマは瞠どう目もくする。

「送り込んだって……あなたが、バリアクタールの主あるじだったの」

「そうだ」

「バリアクタールの主が、サバトに現れなかったのはそういうわけね。サバトの開かい催さいを通知しておきながら、枢機卿の体に入ったんで、サバトに行けなくなったなんて、随ずい分ぶんと間ま抜ぬけな話じゃない」

「そう言うな。急に思いついた計画だったんでな。だが、結果良ければすべて良しだ。そうだろう？」

　ファティマの侮ぶ辱じよくに怒る様子もなく、悪魔は余よ裕ゆうの笑みを浮かべた。

「枢機卿の魂はどこ？」

「この中さ」

　悪魔は、手を自らの胸に当てた。

「そうでなくちゃ真しんに迫せまった芝居はできまい？　第一、枢機卿閣下の体が弱っちまう」

「クロイツを手に入れたかったのなら、前に私がここへ来た時、取り上げればよかったじゃない。なんでこんな遠回りするのよ」

「あの時は、グランディエがバリアクタールを見張っていた」

「バリアクタール？　どうしてそこでバリアクタールが必要なのよ？」

「知れたこと。お前の魂を手に入れるためさ。俺はお前の魂に触ふれられないが、バリアクタールなら、お前の魂をこのクロイツに封ふうずることができる」

「私の魂が欲しいなら、契けい約やくを迫せまるのが悪魔の礼れい儀ぎってもんじゃないの」

　憮ぶ然ぜんと一いつ般ぱん論ろんを説とくファティマに、悪魔は意外そうな顔をした。

「お前、何も知らないのか？　お前の使い魔は、何も言ってないのか」

「何のことよ」

　悪魔は、ふっと呆あきれたように嗤わらった。

「相変わらずの野や郎ろうだ。よほどお前に惚ほれてるとみえる」

　枢機卿の顔がファティマの耳元に近づいた。

「まあ、すぐに思い出すさ」

　すぼまった唇くちびるから息が吐はき出される。甘い百合ゆりの香かおりがファティマの鼻び腔こうをくすぐった。

「！」

　ファティマは息を詰つめたが間に合わなかった。一いつ瞬しゆんで視界が真っ黒に塗ぬりつぶされた。枢機卿の哄こう笑しようが頭に響ひびき渡わたっていたが、それすらも次し第だいに小さくなり、やがて聞こえなくなった。







「誰だ！　狼ろう藉ぜき者ものめが！」

　マリーエの寝室の前には、警護の私兵が立ちはだかっていた。

「説明は後だ。いいから開けろ！」

　グランディエは、兵士を無理矢理押しのけた。

「何をする！」

　剣を抜き放って襲いかかる兵士を片手で軽くいなし、グランディエは扉とびらを蹴やぶった。

「──遅おそかったか」

　室内にファティマの姿はなかった。

　開け放たれたままの窓から差し込む朝あさ陽ひが、独ひとり眠るマリーエの頰を照らしている。

　部屋には微かすかに百合の残のこり香がが漂ただよっていた。
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　その扉の両りよう脇わきにはかがり火が焚たかれていた。巨きよ大だいな扉だった。大人が五、六人両手を広げて並べばようやく届くかと思われるほどの幅はばがあった。扉の上部は闇やみに溶とけ、どのくらいの高さがあるのかわからない。

　石の扉の表面には、複雑な紋もん様ようと文字が描えがかれている。

　──救いと栄光と力とは神のものであり、その裁さばきは真実で正しきものなり。

　扉は人が一人通れるほどの隙すき間まが空いていた。

　中は、墨すみを刷はいたように黒一色に塗ぬりつぶされていた。

　深さも広さも計はかり知れぬ、大いなる深しん淵えんの闇。

　その扉の前に長い黒髪の女が立っていた。彼女の傍かたわらには、勇いさましい甲かつ冑ちゆうを身につけ、大きな鎖くさりを手にした天使の姿があった。

「その手で扉を閉めよ」

　女は、震ふるえる手をあげた。

「…………ミカエル様……」

　女は手を止め、傍かたわらの天使に請こうような眼まな差ざしを向ける。

「お前に科した罰ばつだ。その手で、堕おちた者どもを永遠に封じよ」

　何の感かん慨がいも示さず、天使の群ぐん青じようの瞳が女を見つめる。

　女は、うつむいた。黄金の瞳からぽろぽろと涙がこぼれる。

「その扉は、閉じた者の手でなければ開けることはできぬ。反逆者を解き放つか否いなかは、お前の意思しだいだ」

「……私に、私に……そのようなことはできぬと知って…………」

「自らの罪の重さを知れ」

　天使は冷たく言い放った。

　女は顔を上げた。白い頰ほおに止めどもなく涙が伝う。

　白い手が扉を押した。

　硬かたく重い音が響き、大いなる深淵は、封じられた。
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　ファティマは、目を開けた。

「夢…………？」

　自分の頰が濡ぬれているのに気づき、ファティマは指で涙を拭ぬぐった。

　最初に目に映ったのは、見慣れた古代文字と五線星だった。窓が閉め切られているのか、それとも今が夜なのか、あたりは暗く、床ゆかに置かれた一本のロウソクがわずかに魔ま法ほう円えんの一部を照らすだけであった。

　縛ばく呪じゆの魔法円────。

　本来、召しよう喚かんした妖よう霊れいを閉じ込めておくためのものだが、円を描いた者の力が強ければ、生きているものも封じておくことができる。

　ファティマは身を起こした。試ためしに解呪を唱えてみたが、魔法円はびくともしなかった。

「参ったわねえ」

　ファティマは小さく息を吐き出した。







　どす黒い血だまりに手をかざし、シオンは一心に呪を唱えた。時折襲おそう目め眩まいが集中力を削そぐ。シオンは頭を振ふった。

「無理するな」

　グランディエはシオンの肩を支えた。

「大丈夫。もう少しだから」

　シオンは、呪を止やめなかった。バリアクタールの魂たましいの行方ゆくえを追っているのである。

　枢すう機き卿きように取り憑ついた悪魔は、ファティマの魂を操あやつることはできないはずだ。もしやと、グランディエが昨夜の死し闘とうの場所に戻ると、案あんの定じようバリアクタールが消え失うせていた。

　生けモールる・ヴイ死者ヴアンは亡霊と同じだ。通った跡あとに痕シユプールを残す。しかし、グランディエには遥はるか昔に亡なくなった人の痕シユプールから、たった今通った亡霊の痕シユプールまで視みえてしまい、どれがバリアクタールの残した痕シユプールなのかわからない。そこでシオンが痕シユプールを探さぐろうと試こころみているのである。

　シオンの額に汗が浮いていた。シオンは、今まで自力でこの術を行ったことはない。ファティマの回復術により、赤目の妖霊から受けた傷はおおよそ塞ふさがっていたが、失われた血が戻ったわけではない。自身の浅く速い呼吸音と心臓の音が術の邪じや魔まをしていた。

　何度目かの呪を唱え終わったとき、かざした手に熱い線を感じた。手の甲こうから、光の綱つなが宙に伸のびる。

「視みえた！」

　シオンの声と同時に、グランディエがシオンの視覚に自分の目を重ねる。

「よし、行くぞ」

　グランディエは、ぐったりと力の抜けたシオンを抱かかえ上げるように馬に乗せ、朝あさ露つゆに濡れる森に向かって駆かけ出した。







「あの野郎──」

　人ひと気けのない森の一角で、グランディエは馬を停とめた。

「お前はここで待っていろ」

　グランディエは、馬を降りた。

　目の前は、巨大な岩がん壁ぺきである。岩壁には、切り出された石の枠わくに囲まれた扉がついている。相当古いものなのか、扉に刻まれた紋もん様ようも風ふう化かし、ひび割れていた。

「……グランディエ、もしかしてそこ……」

　扉の付近には、陽の光を逃のがれるように、岩いわ陰かげのあちこちに白っぽい、あるいは黒っぽい靄もやがわだかまっていた。

　死んだ者の魂だった。煉獄シエオルへ行き損そこねたのだろうか、再生も、天への道も閉とざされ、行き場のない魂が、すでに朽くち果てた肉体への未み練れんを捨てきれずに巣くっている。

　カタコンベ──大昔の共同墓地である。

　グランディエは扉に手をかけた。その手が何かに弾はじかれるように扉から離はなれた。グランディエの顔がわずかに歪ゆがんでいる。

　死者を弔とむらう聖者の祈いのり。あるいは、死者を悼いたみ、あの世での安息を願う遺い族ぞくの祈り。教会と同様、閉ざされた霊れい廟びようは、グランディエにとって聖域であった。

「もうちょっと風通しがいいと助かるんだけどね」

　再び扉に手をかけ、グランディエは苦い声で言った。

「バリアクタールは入れるんだ」

　シオンはつぶやいた。痕シユプールは、バリアクタールが扉の向こうにいることを示している。

　墓所は、聖なる者であろうと邪じや悪あくな者であろうと、死者には等ひとしく安息の場である。たとえ、悪魔の手先となった生けモールる・ヴイ死者ヴアンであっても。

　グランディエは、扉を開けた。

　ゴォ！

　突とつ風ぷうが巻き起こった。グランディエだけに吹ふき付ける針の風。突つき刺さすような圧力に、堕だ天てん使しの顔が苦痛に歪んだ。

「グランディエ。無理だよ。僕が行く」

　シオンは馬を降りようとしたが、再び襲ってきた目眩に鞍くらから落ちかける。

「これくらいどうってことない。お前を連れ出したことがファティマにばれる方がよっぽど怖こわい」

　グランディエはシオンに笑いかけると、扉の中に足を踏ふみ入れた。







　ファティマは闇やみの向こうに人の気配を感じた。ロウソクの灯あかりが近づいてくる。灯りの中に、枢機卿とともに、死んだはずのバリアクタールの姿があったが、ファティマはさして驚おどろかなかった。悪魔にとって、下僕を生けモールる・ヴイ死者ヴアンとして蘇よみがえらせることなど、さほど難しいことではない。

　バリアクタールは、のろのろと不自然な動きで数本の燭台に新しいロウソクを灯ともした。

「ずいぶんと手の込んだことをしたものね」

「こいつのことか？」

　枢機卿は死者と化した己おのれの下僕に向け、顎あごをしゃくった。

「何もかもよ」

「生なま半はん可かな容いれ物では、お前の魂を収めることはできないからな。あの邪魔くさいグランディエに気づかれずに容れ物と魂を操る妖術師の両方を用意するには、それなりの準備が必要だったのさ。それに、こやつが死んだのは俺のせいじゃない。殺したのはグランディエだろう？　まあ、お前の魂を操あやつることができる妖術師なら、生きていようが死んでいようが、俺は構かまわんがな」

「何でそうまでして私の魂なんか欲ほしがるのよ」

　ファティマは、すでに自分の意思を持たない哀あわれな妖術師の所しよ作さを見守った。

「百合ゆりの香かおりで思い出さなかったか？」

　枢機卿は楽しそうな笑みを浮かべた。

「──あの幻げん術じゆつがなんだっていうの」

「幻術ではない。あれはお前の記き憶おくだ」

「記憶って……あの扉は」

「そう。我が盟めい主しゆのおわす、大いなる深しん淵えんの扉だ」

「大いなる深淵……」

　地じ獄ごくの最下層。神に背そむいた天使たちが封ふうじ込められているという、永遠の闇の世界。

「…………何もそこまで話を広げなくたって…………」

　あまりに現実離れした話に、ファティマは嗤わらおうとしたが、うまくいかなかった。扉の夢は、それほど生なま々なましかった。

「作り話ではない。お前が百合の香で前世の記憶を蘇よみがえらせるのが何よりの証しよう拠こだ。あの園そので、お前は百合に囲まれて過ごしていたそうだな。あの煉獄シエオルの荒あれ地にいてさえ、お前の周囲だけには百合が絶たえなかったというぞ。この世に人として生まれ変わるまで」

　悪魔は笑んだ。その笑みは優やさしく、しかし邪悪な影かげが含ふくまれていた。

　ファティマは言いようのない恐おそろしさに身を震ふるわせた。

　群れて咲さく白い百合、大きな石の扉、煉獄シエオルの荒れ野──。悪魔の言葉に誘ゆう発はつされたのか、知るはずのない映像が断だん片ぺん的にファティマの脳のう裏りを掠かすめる。

「さあ、懐なつかしい煉獄シエオルへ戻ろうぞ。その体を捨て、魂だけの姿となれば、何もかも思い出す」

　彼は懐ふところから月光のクロイツを取り出した。月長石の乳白色の表面が、ロウソクの光を映して、妖あやしく青く輝かがやいた。

「バリアクタール。女の魂をこのクロイツに封じ込めろ」

　バリアクタールはクロイツを受け取り、表情を欠落させたまま、のろのろと歩み寄ってきた。

　ファティマを閉じ込めている縛ばく呪じゆの魔ま法ほう円えんは、中にいる者を外へ出すことはできないが、外からの侵しん入にゆうは可能である。魔法円に入ってきたバリアクタールからは、胸の悪くなるような血けつ臭しゆうと死の匂においがした。

　生けモールる・ヴイ死者ヴアンは、月光のクロイツを掲かかげ、その青黒い唇くちびるで呪を紡つむぎ始める。

「何よ！　あなたなんかに私の魂が取り出せるとでも思っているの！」

「できるさ。真の名を唱えれば、どんなにあがこうと魂はこちらのものだ」

　魔法円の外で、悪魔がせせら笑う。

「真の名？　あなた、まさか私の親に何かしたんじゃ」

　生まれた時に付けられた名は、ファティマ自身と両親しか知らない。

「いいや。この世の名などに用はない。我らは神がお前に付けた名をとうに知っておるからな」

「神が付けた名……？」

「そうさ。お前は、アダムとともに造られた最初の女。唯ゆい一いつ禁断の実を食べていない人間」

　枢機卿の姿で、悪魔は、嬉うれしそうに目を細めた。

「お前の名は──」

　その時、荒あら々あらしく扉を叩たたく音が悪魔の声を遮さえぎった。

「ファティマ！　いるか！　ここを開けろ！」







　シオンは、閉じられたカタコンベの扉をしばらく眺ながめていたが、決心したように独りうなずくと、馬を降りた。それだけの動作で息が上がり、心臓がいっぺんに十も二十も増えたような気がした。赤ん坊のミイラのような妖よう霊れいとの戦いで受けた傷は、思った以上にシオンの体力を奪うばっていた。額に浮いた汗を手の甲こうで拭ぬぐい、彼は懐ふところから短たん剣けんを取り出した。膝ひざをつき、カリカリと乾かわいた地面に文字を描かき始める。

　召しよう喚かんの魔法円────

　ファティマの指導のもと、小さな妖霊を召喚した経験が数度あるだけだ。

　まばゆい太陽の下、しかも自分は呼び出す相手の名前すら知らないのだ。何も来ないかもしれない。それならまだいい。下手をすれば間ま違ちがえてとんでもないモノを喚よぶ可能性もある。

　それでも何もせずに待っていることはできなかった。

「よし」

　魔法円に描き込んだ文字に間違いがないか確かく認にんし、シオンは短剣を鞘さやに収めた。

　円の中央に立ち、ゴクリと生なま唾つばを飲む。

　シオンは口の中で呪しゆを唱え始めた。自分の声が震えているのがわかる。

　呪が終わりにさしかかった。召喚するモノの名前を言わなければならない。

　これじゃ、召喚じゃなくって招しよう聘へいだと思いつつ、シオンは叫んだ。

「お願い、山羊やぎ頭あたまさん。ここへ来て！」

　こめかみから汗を垂らし、天を仰あおいでいたシオンは、

『はいよ』

　と、背後からのいきなりの返事に、驚きすぎて尻しり餅もちをついた。

「き、……来てくれたの……」

　尻餅をついたままシオンは振り返った。

『というより、私もお前たちを捜さがしていたのだ。サバトの主しゆ催さい者しや、つまりバリアクタールの主あるじの名がわかった。やつが何を企たくらんでいるのかも』

「よかった……。僕もそのことを聞きたかったんです。でも……」

　シオンは、まだふらつく足を踏ん張って立ち上がった。

「何で、そんなによくしてくれるんですか？……その……悪魔なのに」

『私もグランディエと同じで堕だ天てんはしていても、あっちの味方ではないのだ』

　顔に似合わぬ美しい指で山羊頭は地面をさした。

『で、やつらはこの中か？』

　山羊頭はカタコンベの扉に視線を向ける。

「はい。あの、僕、一人で行けますから」

　山羊頭にとってもこの地下墓地は聖域なのである。

　シオンは枢すう機き卿きように取り憑ついた悪魔の名を聞くと、『頼たのんだぞ』と見送る山羊頭に力強く頷うなずき、太古の共同墓地に足を踏み入れた。







　湿しめった土の匂いが鼻をついた。ところどころに設もうけられた採光孔こうから差し込む光が、通つう廊ろうの壁へき面めんに埋うめ込まれた無数の石せつ棺かんを照らしていた。

　この石棺の一つ一つに入っているものを想像して、シオンは背筋から這はいのぼってくる寒気に身を震ふるわせた。
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「お願い。静かに眠っててね。起き上がったりしないでね」

　通廊は、複雑に折れ曲がり、いくつも枝分かれして、さながら迷めい路ろのようだった。

　左右に墓室の扉がいくつかあり、そこから子どもがクスクス笑う声や、苦しげなうめき声が漏もれてくる。むろん、生きている者の声ではない。

　夏だというのに、シオンの指先は妙みように冷たくかじかみ、それでいて背中には汗が伝っていた。大声を上げて走り出したいという衝しよう動どうに駆かられる。喉のどまで這はい上がっている悲鳴を必死で嚥えん下かしながら、シオンは長い通廊を恐おそる恐る歩んだ。

　青白い光の球がふわふわと舞まってきた。首の後ろにザワッと鳥とり肌はだが立ち、シオンは危あやうく叫ぶところだった。鬼おに火びは、珍めずらしげにシオンの周りを飛び交かい、また去っていった。

　通廊の隅すみに、女の子がうずくまっていた。女の子は白く透すき通っていた。

　──母様がいないの、ねえ、母様知らない？

　涙に濡ぬれたあどけない瞳がシオンを見上げても、シオンは答えなかった。自分にはその子を煉獄シエオルの入り口に導みちびけるほどの力はない。力もないのに返事をしたら取り憑つかれるだけだ。

（ごめん、もっと修しゆ行ぎようを積つんだら、また来るから）

　女の子が追って来ませんようにと祈いのりながら、シオンは足早にその場を通り過ぎた。

　通廊を曲がると、鎧よろい兜かぶとに身を包んだ騎き士しが、何かと戦っているかのように一人で剣を振り回していた。

（幽ゆう霊れいだもの。大丈夫、斬きられても痛くない）

　シオンは自分に言い聞かせ、騎士に向かって行った。騎士の剣がシオンの頭に振り下ろされた時は、さすがに目を閉じた。冷たく不気味な感覚が全身を横切る。亡霊が体を通り抜ぬけたのだ。シオンは口元を押さえた。吐はき気で目が潤うるんだ。

　足あし下もとが宙を踏ふんでいるように頼たよりなかった。貧ひん血けつの上に瘴しよう気きに当てられたためか、頭痛と耳鳴りが絶たえ間まなく襲おそってくる。

（行かなくちゃ……僕が行かなくちゃ…………）

　バリアクタールの痕シユプールを追って、シオンはよろよろと亡もう者じやの飛び交う通廊を進んでいった。







「ファティマ！　無事か！　ここを開けるんだ！」

　グランディエの声が、石造りの墓室に響ひびき渡わたった。

「野や郎ろう、この場所に気づきやがったか」

　枢機卿はチッと舌打ちをしたが、

「まあいい。いくらやつでも墓室の中までは入れまい。お前の魂たましいを封ふうじるぐらいの時間はあるだろう。続けろ」

　バリアクタールに命ずる。生けモールる・ヴイ死者ヴアンは、抑よく揚ようのない声で呪文を唱え続けた。

「いい加減にしてよ！」

　ファティマは、バリアクタールの腹に思いっきり靴くつ底ぞこをめり込ませた。血の通わぬ死人はあっけなく吹ふっ飛んだ。生けモールる・ヴイ死者ヴアンは、力もないが、痛みも感じない。バリアクタールは、表情のないまま起き上がった。

「じゃじゃ馬め。大人しく魂を引き渡せ」

　枢機卿はファティマに銃じゆうを向けた。

「冗じよう談だんじゃないわ！　悪魔の言いなりになんか絶対にならない！」

　ファティマは死人から月光のクロイツを奪おうとつかみかかる。しかし、

「いいや。お前は魂を渡す」

　枢機卿は、銃口をゆっくりと自分のこめかみに向けた。唇くちびるの端はしが楽しげにつり上がっていた。

「何をするの！」

　枢機卿に取り憑いた悪魔の真意を察したファティマは、凍こおり付いた。

「渡さなけりゃ、こいつの命はないんだぜ」

　引き金にかかった指に力が込められた。

「マグヌスが死んだところで俺は痛くも痒かゆくもない。だが、お前はどうだ？　お前のせいで枢機卿閣下が死んでもいいのか？」

「卑ひ怯きよう者もの！」

　唇を嚙かみ、ファティマは怒いかりに肩かたを震ふるわせた。枢機卿は取り憑かれているだけで、悪魔に加担しているわけではない。彼自身は、戒かい律りつを破った末に生まれた子を哀あわれみ慈いつくしむ、ただの父親なのだ。

「さあ。バリアクタール」

　妖よう術じゆつ師しの唇から再び呪しゆが紡つむがれた。その時、

　バン！

　閂かんぬきをへし折る音とともに扉が開いた。

「クロイツを奪い返せ！　ファティマ！」

　長剣を手に、グランディエが仁に王おう立ちしていた。

「まったく邪じや魔まな野郎だな。まあいい、そこで地じ団だん駄だ踏ふみながらゆっくり見物していろ」

　枢機卿の顔をした悪魔は、自らのこめかみに銃口を当てたままふてぶてしい笑みを浮かべた。

「さあ、大人しく魂を渡せ」

「だめだ！　大いなる深しん淵えんの扉が開いてしまう！」

「え……？」

　ファティマは、グランディエと枢機卿の顔をした悪魔を交こう互ごに見た。大いなる深淵の扉が開くとは、どういうことなのか。

　ファティマは、呆ぼう然ぜんと立ちすくんだ。その間にも、生ける死人の口からは刻こく々こくと呪が紡がれていく。

「くそっ」

　グランディエは、一歩を踏み出した。閉め切った墓室に風が起こった。ロウソクの炎ほのおが横に流れて消える。闇に閉とざされた室内に、火花が散った。

「グランディエ！　あなた……」

　一歩一歩、見えない圧力に抗あらがうように、グランディエが歩み寄っていた。バチバチと音を立てて、彼の体に火花が散る。墓室には、何百年もの長きに亘わたって、神に向けられた祈りの念が聖なる気となって凝こごっていた。神の加護を失った堕だ天てん使しにとって、その気を浴びることは、神の罰ばつに等しい苦痛だった。

　その痛みはいかばかりのものか、グランディエは、苦く悶もんに顔を歪ゆがめた。それでも、彼は退ひかなかった。

「……お前をどこにもやらない。……ファティマ……お前にこれ以上、罪を負わせない……」

　グランディエは、渾こん身しんの力を振ふり絞しぼって、長剣を振り上げた。グランディエの全身に小しよう爆ばく発はつが起こり、飛び散る火花で、暗い墓室が昼のように照らされる。

「闇の住人なんかに、ファティマは渡さない！」

　怒ど号ごうとともに、グランディエが長剣を枢機卿に振り下ろそうとしたその一いつ刹せつ那な前、

「野郎！」

　悪魔が、グランディエに向かって小銃を発射した。

　乾かわいた音が響き、グランディエの胸に穴が空いた。サラサラと砂のような粒つぶが舞い、透とう明めいなエーテルが散った。

「グランディエ！」

　駆け寄ろうとしたが、縛ばく呪じゆの見えない障しよう壁へきがファティマの行く手を阻はばんだ。

「……このくらい、大したことない」

　グランディエは、空いた胸を手で押さえ、苦痛に眉まゆを寄せながらも、片かた頰ほおだけつり上げて笑った。

「いつまで強がってやがる」

　枢機卿が、二発目の弾たまを銃に込めた。

　その様子を見ながら、ファティマは、魔法円に両りよう掌てのひらをついた。

　枢機卿に取り憑ついた悪魔は、未いまだ枢機卿から離れない。離れることはできないのだ。グランディエと同じく、この墓室に満ちる気は、悪魔にも苦痛をもたらす。

　しかし、人に取り憑いていたのでは大した術は使えない。だから銃などという人間の武器を持ち出しているのだ。

（まだ勝機はあるわ）

「解かい！」

　ありったけの呪力を発したが、魔法円はびくともしなかった。

　縛呪を施ほどこした者の力が自分より勝まされば、呪を解くことはできない。

　ファティマは、幽ゆう鬼きのようにたたずむバリアクタールを振り仰あおいだ。

「あなたが、この魔法円を描かいたの？　大したものね」

　魂を売り渡した妖術師。悪魔は死んだバリアクタールにファティマをしのぐ力を与あたえたのだ。

「でもね。魂のやりとりは、私の専門分野なのよ！」

　ファティマは、引ったくるようにバリアクタールの手から月光のクロイツを取り上げ、呪を唱えた。

　唱え慣れた呪は、恐おそろしいほどの速さと力を持って、バリアクタールの魂を引きずり出した。

　魂を封じる黒こく檀たんの宝石箱はない。しかし、もっと強力な容いれ物がファティマの手にあった。

「あなたは、この中で裁さばきを待っていなさい！」

　ファティマは、月光のクロイツを掲かかげた。

　──ガ……ガガガ……──

　汚お泥でいのように濁にごった魂が、ねっとりとした不気味な叫びを上げて、月長石に吸い込まれた。

　今度こそ、本当の死者となって、バリアクタールは倒たおれ伏ふした。同時に、ファティマを取り囲んでいた障しよう壁へきが霧む散さんした。

　枢機卿の指がまさに引き金を引こうとした瞬しゆん間かん、

「させないわ！」

　ファティマの上段蹴げりが、銃を撥はね飛ばした。

「このアマ！」

　怒りに瞳を朱しゆに染めた枢機卿の拳こぶしが、ファティマの頰に飛んだ。悪魔に取り憑かれた人間の膂りよ力りよくは凄すさまじいものになる。ファティマの体は、けたたましい音を立てて安置された石せつ棺かんにぶつかった。

「このっ！」

　グランディエが再び斬きりかかった。体中から絶え間なく火花が散り、胸に開いた穴から命の源が振りまかれる。

「そんな体で、俺を殺やれると思ってるのか」

　枢機卿は、頭を沈しずめてグランディエの剣をかわし、懐ふところに飛び込むと重い拳をグランディエのみぞおちに沈ませた。グランディエは体を折って倒れ込んだ。

「ざまあねえな。御み子こ様の右腕と言われたお前がよ。あの頃ころの百分の一の力もあるまい。どんな気分だ？　人間にぶちのめされるってのは」

　枢機卿は、グランディエを靴くつ底ぞこで押し転がした。

「裏切った罰ばつだ。この墓場で人間どもと一いつ緒しよに眠れ」

　とどめの手刀が振り下ろされようとした刹那、枢機卿の後頭部を、ファティマのかかとが弾はじいた。

「相変わらずしぶとい女だ」

　振り返りざま、枢機卿の拳がファティマの頭を襲おそう。ファティマは頭を反そらし、紙かみ一ひと重えでそれをよけた。続けざまに繰くり出される枢機卿の拳を腕でブロックするが、強きよう烈れつな一いち撃げきが顎あごに入り、ファティマは尻しり餅もちをついた。手にしていた月光のクロイツがカラカラと音を立てて、床ゆかに転がる。

　枢機卿の指が、ファティマの細い喉のどをつかんだ。

「俺の勝ちだ」

　悪魔は目を細め、歯を剝むいて笑った。

「……ファティマ」

　グランディエが、床を這はいずるように手を伸のばした。しかし、透明なエーテルは止とめどもなくこぼれ、グランディエの手はむなしく空くうを切った。

「……この……悪魔…………」

　ファティマは枢機卿の手の甲こうに爪つめをたてる。枢機卿はファティマの喉に指を食い込ませたまま、その手を高く差し上げた。宙づりになったファティマは足を蹴り上げるが、悪魔は平然と薄うすら笑いを浮かべるばかりだった。

「バリアクタールよ。戻って来い」

　悪魔は月光のクロイツに封ふうじられた妖術師の魂を喚よんだ。クロイツがカタカタと震ふるえ始める。

　その時、

「ファティマを放して！」

　扉の方からの甲かん高だかい声に、皆みな一いつ斉せいに振り返った。

「シオン……」

　痛々しいほどに青ざめ、扉につかまり肩で息をするシオンの姿があった。

「グランディエ、力を貸して。僕に乗り移って。そこの悪魔にできるんだから、グランディエにだってできるでしょ」

「何を……」

　グランディエは、苦痛に歪ゆがんだ顔をシオンに向けた。

「いいから、早く！」

　シオンが必死の形ぎよう相そうで叫ぶ。グランディエの体が、サラサラと形を崩くずした。すでに彼も限界だった。まがい物の土の体を捨て、翼つばさの折れた堕天使は、透明な光となってシオンと重なった。

　光が消えた。

　それまで、力無く扉にすがっていたシオンが、すっくと立ち上がった。

「小こ僧ぞう、やる気か？」

　枢機卿は、宙づりにしていたファティマを叩たたき付けるように床へ放ほうった。

「悪いけど、白はく兵へい戦せんを挑いどむつもりはないんだ」

　シオンは、懐から銀の十字架クロイツを取り出し、枢機卿に向かって掲かかげた。同時に、まだ幼さの残る唇から発せられたのは、

「イタ、ミサ、エスト、ホック、エスト……」

　悪あく魔ま祓ばらいの聖なる呪文であった。

「何！」

　悪魔の瞳が驚きよう愕がくに見開かれた。

「ちょ、ちょっと、俺も苦しいんだけど」

　呪文の合間に、グランディエの声が重なる。

「我が慢まんして。グランディエ、悪魔じゃないんでしょ」

　シオンは、キッと枢すう機き卿きようを見み据すえたまま呪を唱え続け、十字架を掲げ一歩一歩近づいた。

「ぐう……」

　枢機卿の指が自分の胸を搔かきむしった。

「この……」

　苦し紛まぎれにつかんだ燭しよく台だいを振り上げ、シオンに殴なぐりかかろうとする。

「大人しくなさい！」

　ファティマが、まだゼイゼイと息をつきながら枢機卿を背後から羽は交がい締じめにした。

　シオンには悪魔を祓うほどの呪じゆ力りよくはまだない。おそらく、体の中のグランディエの力を使っているのだろう。しかし、どんなに呪力が強くとも、悪魔祓いには必要不可欠なキーワードがある。

「シオン、あなた名前を……」

　のたうつ枢機卿を必死で押さえ込みながら、ファティマは尋たずねた。

　シオンは、呪を唱えながらニッコリと笑った。

「主の御み名なにおいて命ずる。すみやかにこの者の体を去れ。ゲファーレネ・プリンシパリティー・セルベール！」

「ギャアアアアア」

　長く尾おを引いた断末魔の叫びが、墓室にこだました。
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　悪魔のエーテルが靄もやのように枢機卿の体から滲しみ出た。エーテルは、吐き気を催もよおすほどの邪じや悪あくな気を放っていた。

　ファティマは、力の抜ぬけた枢機卿の体から手を離し、床に転がる月光のクロイツを素す早ばやく拾い上げた。墓室の聖気に耐たえられず軟なん体たい動物のようにのたくるエーテルは、ファティマの呪に誘さそわれ、月光のクロイツに吸い込まれていった。

　エーテルの最後の一いつ片ぺんがクロイツに封じられると同時に、悪魔の気配がすべて消えた。静せい謐ひつを取り戻した墓室に、聖なる気が再び静かに満ちていく。

「終わった……」

　二人同時に、安あん堵どのため息とともにつぶやいた。

「信じられない。あなた、その呪文どうして知ってるの。悪魔の名前だってどうして……」

　手にしたクロイツからシオンに目を移し、ファティマは啞あ然ぜんとして言った。

「僕、小さい頃、悪魔憑つきだって思われてて、さんざんこの呪文を浴びせられてたんです。おかげですっかり覚えちゃいました。悪魔の名前は、山羊やぎ頭あたまさんを喚よんで教えてもらいました」

「山羊頭って……あのサバトの祭司を召しよう喚かんしたの!?」

「喚んだって言うより、来ていただいたって感じですけど」

　シオンは、傷だらけの顔をニコニコさせた。

「シオン」

　ファティマは、シオンの頭を引き寄せ、抱だきしめた。

「よくやったわ。頑がん張ばったわね」

　すると、シオンの腕がファティマの背に回った。力強くファティマを抱きしめてくる。

「なかなかいい方法だ。こうすればお前を抱ける」

　かわいい唇から、グランディエの声がした。

「何考えてんの！」

　突つき放されたシオンの頰ほおにファティマの平手が飛んだ。

「いたー……ひどい」

　頰を押さえ、情けない声で訴うつたえたのは、シオンだった。
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　──申し訳ございませぬ。

　黒一色に塗ぬりつぶされた暗黒の世界に、低く伏ふした声だけが響ひびいた。

　真の闇やみに唯ゆい一いつの光があった。燃える星のように輝かがやく十二枚の翼を背にした、美しい人ひと形がたの光。

　──……よい。

　光は、涼すずやかな、それでいて哀かなしい声で答えた。

　──あれに再び逢あいたいなどと、夢を見た私が愚おろかだった……。

　──いえ。決してそのような。此この度たびはあのセルベールめの力が足りなかったのでございます。この次は必ず、御子様の望みをかなえてさしあげまする。この闇の扉を開かせてみせまする。

　──扉など開かずともよい。

　曙あけぼのの御子は、暗黒の彼方かなたに、見えぬはずの女の姿を思い浮かべた。

　──……人の世にあって、あれが幸せならば……それでよい……よいのだ…………。

　磨みがかれた金こん剛ごう石せきのように美しい瞳から、流れ星のような煌きらめきがこぼれた。







　エピローグ




　黒い森を渡わたってきた夕風が館やかたの中庭に涼やかさを運び、ガーデンテーブルで書しよ簡かんをしたためていたファティマは、筆を止めて朱しゆに染まる空を見上げた。樹き々ぎの葉は擦ずれの音以外、何も聞こえない静かな夕暮れ。つい十日ほど前の出来事が、彼女には遠い昔のことのように思えた。

　穏おだやかな風の音に交じって、パタパタと軽かろやかな足音が近づいてきた。

「手紙が届きましたよ。マグヌス枢機卿から」

　息を切らせて駆かけ寄る少年の愛らしい碧へき眼がんに見つめられ、ファティマは少し困ったような微笑ほほえみを浮かべた。

「何て書いてあるんですか」

　開かい封ふうした手紙をシオンはのぞき込んだ。

「その節せつはお世話になりましたって。それから、マリーエの縁えん談だんがまとまったそうよ」

　マリーエの記き憶おくはすでに抜いてある。枢機卿も悪あく魔まに取り憑つかれていた時のことは全く覚えていなかった。そこで、枢機卿はマリーエのことを案ずるあまりに物忘れの病やまいにかかったことにし、月光のクロイツのことも含ふくめ、すべてを秘ひ密みつ裏りに処理したのである。

「よかったですね。いい人と巡めぐり会えたんだ」

　エアザスと離れたくないとカゴの中で泣きじゃくっていたマリーエを思い出し、シオンはしみじみと彼女の幸せを願う。

「シオン──あのね」

「はい？」

　ファティマの口調はいつになく歯切れが悪かった。

「あなたのお父上に手紙を書いたわ」

　ファティマは先ほど書き終えたばかりの書簡をシオンに渡した。

「あの、これは……？」

「あなたなら教皇庁大学でもボローニャ大学でもどこにだって進学できるわ。一応、同業者宛あての紹しよう介かい状じようも書いておいたけどね」

　別べつ離りを促うながす言葉に、シオンは青ざめた。

「…………僕に、出て行けと……」

「だって、もう妖よう霊れいなんか怖こわくないでしょ。私の弟子でしでなくたってあなたはやっていけるわ」

　ファティマは穏おだやかに破門を告げる。

「いやです！」

　身を強こわばらせて言い放つシオンに、ファティマは微び苦く笑しようした。

「今回は、随ずい分ぶんとあなたを危ない目に遭あわせてしまったわ。また私の魂たましいを狙ねらって悪魔が攻こう撃げきをしかけてくるかもしれないじゃない。あなたを巻き込みたくないのよ」

「がんばって修しゆ行ぎようします！　強くなります！　どんな悪魔が来てもあなたを守れるように!!　だから側そばにいさせてください!!」

「シオン……」

　一いつ笑しように付ふすには気の毒なくらい、少年の眼まな差ざしは真しん剣けんだった。

「十年待ってください。十年経たって、僕が大人になったら………僕と……」

　そこまで言うと、シオンはカーッと耳まで真っ赤に染め「これは受け取れません」と書簡をファティマに握にぎらせ、ダッと走り去った。

　突き返された破門状を眺ながめ、ファティマは、ため息混じりの笑えみを浮かべる。

「ま、いっか。お父様かお母様にでも迎むかえに来てもらえば帰る気になるでしょ」

　ファティマは書簡をポケットにしまうと、夕風に吹ふかれながら庭の小道を館に向かって歩む。

「ま、いっか、じゃないだろ。あれは本気だぜ」

　グランディエが腕うでを組み、中庭を飾かざる彫ちよう像ぞうに寄りかかってニヤニヤしていた。

「そうね。そんなに修行が好きだったなんて思わなかったわ。健けな気げな子ね」

「……………………」

　あれだけ言われて気づかないのか、いくら尼に僧そう院いん育ちとはいえあんまりだと、グランディエはため息をつく。

　そのまま、グランディエはファティマと並んで庭の小道を歩き始めた。前庭から、薔ば薇らの香が風に溶とけて、甘い匂においを運んで来る。

「……あのな」

　いつになくグランディエは殊しゆ勝しよう顔である。

「なあに？」

「…………いや、やっぱりいい」

「何よ。言いたいことがあるなら、はっきり言ってよ。気になるじゃない」

　ファティマは、詰つめ寄った。

　彼女に真実を告げるべきか否いなか、グランディエは迷っていた。

　ファティマが、今の世に生まれる前、誰だれであったのか。そして、あの園そので何が起こったのか、なぜ、人は罪を犯おかし、悪魔は人を脅おびやかすのか──────。

　知れば苦しむ。しかし、何も知らないまま己おのれの運命に翻ほん弄ろうされるのはさらに惨むごい。

（…………俺は、お前を泣かせたくないんだ）

　グランディエの銀の瞳に翳かげりがよぎる。ファティマは、グランディエが何を言いよどんでいるのか理解した。彼女はグランディエから視線を外し、小道の両りよう脇わきを飾る薔薇に目をやる。

「いいの。私は私だもの」

　セルベールは、魂だけの姿となって煉獄シエオルへ戻もどればすべて思い出すと言っていた。そうなれば、大いなる深しん淵えんの扉とびらが開いてしまうとグランディエは恐おそれていた。

（私が扉の鍵かぎなのだろうか。あの蜘蛛くもの目が、カゴを開ける鍵だったように）

　ならば、戦い抜ぬくしかない。大いなる深淵の扉が開かぬように。

「私が何者だろうと、やれることをやるしかないじゃない」
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　ファティマは再びグランディエに視線を戻す。紅あかい唇くちびるは大輪の花が綻ほころぶように笑み、金の瞳は眩まぶしいほど凜りんと輝いていた。

「そうでしょ？」

　グランディエはしばらく美しい金の瞳を見つめ、そして微笑んだ。

「……ああ、そうだな」

　彼女の、この強さと誇ほこり高さと艶あでやかさは、エデンにいた時と変わらないとグランディエは思った。だから惹ひかれたのだ。御み子こも自分も────。

「お嬢じよう様ー！」

　ヨハンナが館の窓から顔を出して、大声で叫んだ。

「早馬が参りましたよ。ミラノの大公様からの御ご使者です」

「今、行くわ」

　ファティマはヨハンナに応じると、グランディエを振ふり返り、

「仕事よ。シオンに言って支し度たくさせて」

　薄はく暮ぼに白く浮き上がる薔薇園の中を駆け出した。

　グランディエは、彼女の後ろ姿に心の中で語りかける。

（知ってるか？　あの遥はるかな園にいた時からずっと、俺がお前だけを見ていたことを）

「知るわけないよな」

　彼は苦笑する。ファティマは、あれだけ単たん刀とう直ちよく入にゆうなシオンの愛の告白にさえ気づかなかったのだ。ひた隠かくしてきた自分の想おもいに気づくはずがない。

　愛してはいけないと、グランディエは自分に言い聞かせ続けてきた。

　天使は人を愛してはならなかった。

　御子は人を愛して、神の軍勢に刃は向むかった。そして死と罪とが産まれ、彼は大いなる深淵に封じられた。

　人間界を見守っていた天使たちは、人間の女を娶めとって巨きよ人じんを産ませ、大だい洪こう水ずいの原因をつくった。

　エアザスはマリーエを愛して滅ほろびた。

　薔薇園の向こうで、「何してるの、急いで」と、ファティマが手て招まねいている。

「好きだ、…………なんてね」

　言えるわけないと彼は小さく頭かぶりを振る。

　それでも願わずにはいられなかった。

　いつか、神に許されて、彼女の魂に触ふれることができたら────。

　グランディエは、朱しゆに染まる夕空を見上げる。悠ゆう久きゆうの時を超こえてさえ、神の手による空は、あの時と変わらない。おそらく、自分の想いも。

「待つさ、百万年でも」

　堕だ天てん使しは、白銀に輝かがやく翼つばさを広げて、女おんな主人あるじの後を追った。







　あとがき




　初めまして、村田栞と申します。

　うわ、どうしよう。とんでもないことが起こってしまった。私の話が、ほ、本になってしまいました──というのが、現在の心境でございます。「あとがき」なるものを書いているこの状じよう況きようが信じられません。

　長い長い、ほんとーに長い間、家族の目を盗ぬすみ、仕事の合間を縫ぬいつつ、一人でこそこそと物語を書いておりました。誰だれに読ませるでもなく、自分一人の楽しみで書いていたわけで、自分の書いている話が、どういうジャンルに属ぞくするのかさえ知らなかったのです（恥はずかしながら、ファンタジーというのは童話だと思っていたのですよ）。ですから、ビーンズ文庫との出会いは衝しよう撃げき的でした。

　ちょうどその頃ころ、じみーな人生をこつこつと歩んでいる自分に飽あきて、先行きの見通しも知れてしまい、安あん穏のんと日々を過ごすことがちょびっと辛つらくなっていたのですね。「ひと時の夢を」と、宝くじか馬券でも買うノリで、いきなり投とう稿こうを決意。郵便局に飛び込んだのはなんと三月三十一日（締しめ切きり日当日）。だって、夢見るだけだったのですもの。

　まさか、受賞するなんて、思わなかったのですよ～～（申し訳ありません。あとがきを書いているうちに、ますます動どう揺ようしてきました）。




　では、あらためて──。

　この本をお手に取っていただき、ありがとうございます！

　本作は、第三回角川ビーンズ小説大賞《読者賞》《奨励賞》をいただいた作品を改稿したものです。

　舞ぶ台たいは一応一五一八年、仄ほの暗ぐらい中世と雅みやびなルネッサンスがごっちゃになったヨーロッパということになっております。魔ま法ほうと科学が混こん沌とんとし、歴史に名を残す魔術師や錬れん金きん術師もたくさんいて、私にとってはとても魅み力りよく的な時代です。でも、あくまでも雰ふん囲い気きだけ。

　ドイツと言えば、ジャガイモ料理なのに、まだ、この時代は新大陸が発見されたばかりで、ヨーロッパにはジャガイモもトマトもお茶もコーヒーも伝わってなくて、登場人物に何を食べさせたらいいの──？　という状態なので、時代考証はかなりいい加減です。

　主な登場人物は、魂のゼーレ捜索人・ズーヒアという下級聖職者（女）とその弟子（男）と堕だ天てん使し（性別なし）ですが、当時の教会の様子も、聖書の正典・外典・偽ぎ典てんもカバラも、よく理解してないまま書いています。

　ああ、神様のバチが当たったらどうしよう。敬けい虔けんな信者の皆みな様さま、ご免めんなさい。

　この物語はフィクションであり、実在の地名・団体・天使とは一切関かかわりがありませんのでどうか御ご容よう赦しやください。

　とにかく、血湧わき肉躍おどり、頭を空っぽにして楽しく読める、そんな物語を目指しました。

　ファティマのかっこよさと修道服の裾すそからチラと見える足技の華か麗れいさ、健けな気げなシオン君のかわいらしさ、超美形堕天使グランディエのアホさ加減を伝えることができたらとても嬉うれしいです。もしも、御意見・御感想、次にはグランディエに××をさせたら？　などのアドバイス等ありましたら（って次があるのか？）、どうかお聞かせください。




　最後になりましたが、受賞に際し、私の拙つたない作品をお目に留とめてくださった選考委員の先生方、読者審しん査さ員の皆様方、また、本の出版という、千せん載ざい一いち遇ぐうの機会を与あたえてくださった編集部の方々に、心より感謝申し上げます。

　皆様の御厚こう情じように報むくいることができますよう、精しよう進じんを重ねるつもりでおります。

　また、左近堂絵里様には、登場人物の生みの親である私がよろめくぐらいの素す敵てきな絵を描えがいていただき、本当にありがとうございます。そうなんです、この瞳ひとみ、この足が見たかったのですよ～～。




　実はこの物語に関し、村田の胸の内にはまだ書き足りないことが幾いくつか残されているのです。この本を手にしてくださった皆様の応おう援えんがあれば、すべての秘密が明かされるかも……。

　今一度お目にかかりたいと切せつに願っている次し第だいです。どうかよろしくお願いいたします。





村田　栞　　
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